介護 の 現場 で 役立ち ます ! 蛋 坦 で 役立つ 情報 が いっ ぱい ! 


I 
レク リエ 検索 


https://recrea.jp/ 人 
RS / 


生活 動作 を 改善 する Ce:kk: に の 明 に 


手指 を 動か す - 外 
レク リエ ーション .。 ンタ 
高原 に 咲く ユリ 2ws. ツ ブ 
⑳ 上 タ の 壁 飾り 人 


Ce て wt る D 季節 を 楽し む 。 3 
今月 の カレ ンダ ー 


虐待 の 芽 を 摘 お た め に 
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コピ ビー し て 使え る 


パズル < ぬり 絵 


社会 福祉 主事 資格 認定 通信 課程 秋期 コー ス 


2020 テ 10』1a- 
に 2021 テ 9a30m 
89.000m 


(税込 額 、 テ キス ト ・ 教 材 費 ・ ス フー リン グ 授 業 料 含む) 


誠 2020*6m308@ mm 


| 証 「 年 間 の 通信 学習 と 、 
KA) 5 日 間 の スク ー リ ング に より 習得 し ます 。 


特に スク ー リ ング 参加 の 満足 度 が 高い ! 
20~60 地 代 の 幅広い 年 齢 の 方 が 受講 され て いま す 。 


じっくり し っ か り と スク ー リ ング に 防 め ます 。 


社会 福祉 社会 福祉 主事 資格 は 、 多 く の 民 間 社 会 福祉 現場 に お いて 
主事 と は | 職員 の 基礎 的 な 資格 と し て 位置 づけ られ て いま す 。 


[入会 福祉 法人 全国 社会 福 視 協 議会 中 央 福祉 学院 社会 福祉 主事 人 | 軌 ト 
〒240-0197 神奈 川 県 三浦 郡 葉山 町 上 山口 1560-44 w 回 人 
ホー ムペ ー ジ : https//Www.gakuin.grJjp 


介護 の 現場 で 役立ち ます ! 


みん な で 作る 壁面 7・8 月 


高原 に 咲く ユリ ーー 


季節 を 楽し む 


今月 の カレ ンダ ー =:: 


あさ が お / ゆ か た 証 gzs 


I2020] 7・8』 
表紙 イラ スト ン 凡 下京 子 
表紙 デザ イン 村 沢 商 美 AoM DESGNAGENOY 


虐待 の 芽 を 摘 お た め に 


不適 切 ケア 
を 見 直 そ う 


七夕 の 壁 飾り カモ メ の 吊る し 飾り 
ひま わり の フォ ト フ レー ム 


@ 体 が 動く 歌 を 楽し 音楽 レク 


根拠 の ある 
生活 動作 を 改善 する の 
@、。 \ 少 人 数 で も で きる / ーー ム ィ 電 
現場 

手 ・ 指 を 動か す 倫 久 9. 

レク リエ ーション 2 介護 最新 ニュ ー ス 
⑫ ホワ イト ポー ド で で きる | 朱 ドレ レク 議会 据 の きっ か け に 役立ち ます ! 

どー コ 

Se SS E ジ 狂 今日 は 何 の 日 ? 

@ GOEE9 で 季節 の ちぎ り 絵 
ER 美しい ぬ 

お 達者 体 揉 ぬり 絵 カレ ンダ ー 

ご は ん で 簡単 ! パズル で 脳 トレ 
0 和 昌 レク R 

水 よ うか ん ノ 五平 央 106 すぐ に 作れ る コピ ビー 用 型紙 集 


110 次 号 予告 
@ 有 。。 アンケ ー ト に お 答え くだ さい ! 
111 


38 レク リエ Cafe お た より を ご ど 紹介 し ます ! 


44 レク リ ェ Pickup! 回 誤 


紙 を 貼る 、 折る 、 切る な どの 作業 を 通じ 、 ヨ 


ユリ の で き あ が り に 、 % 
に 咲 く 
お り が み (15om 四 方 ピン ク 系 、 オ レン ジ 、 黄色 、 っ 
白 ) お花 紙 (黄色) 画用紙 (背景 有名 色 ) 型紙 
p.106 
は さ み / の り ノ 丸い 鉛筆 や ペン 3 お り が み で 作る ユリ の 花 。 


色とりどり の ユリ を 、 高 原 い つば い に 咲 か せま し よう 。 


制作 / 了 販 本 あや こ 折り 図 / 大 森 挫 美 子 写真 伏見 早 繊 (世界 文化 ホー ルディ ング ス ) 4 


・ ) 二 


人 つけ る 


お 花 紙 (黄色 ) を 1/3 に 裂き 、 こ 
より を 作る 。 ヅ 半分 に 折 つ て の 
り を つけ 、 花 の 中 に 差し 込ん 
で と め る 。 花 の 根元 を 潰す 。 


ーー 
筒 状 に な っ た 花 を 広げ 


て 形 を 整え 、 花 びら に 
鉛筆 な ど を 巻き 、1 枚 
ずつ カー ル さ せる 。 


1 


| の よう に 、 お り が み 2 枚 を の り で つなぎ 、 折 る 。 


に へ Tk NI ① 図 の よう に 3 
N 目 時 f っ て か ら 、 
ノン 請 旧 eCSbt て 
アプ / C 和 が っ oe 
ん ね て 貼り 合 / 7 
わせ る 
[テー の り 
< ーー、 
らい 
③ 折 り 返し た 白 の 面 に 
の り を 塗り 、 点 線 の と @ 色 面 を 表 に し て 広げ 、 
ころ で 折っ て 貼る 。 。 点線 の と ころ で 折る 。 


慎二 桂 S こ H 


今月 の カレ ンダ ー ぁ ees 


花 や 風 物 な ど を モチ ー フ に 、 季節 を 感じ られ る カレ ンダ ー を 作り まし ょ う ! 


1 p106 : ー ば ン 抽 
+。、/。… 維 色 の お り が み と 白い お り が み ] と ーー、 
@ 料 区 を それ ぞ れ 右 図 の よう に 折り 、 Y 
台紙 用 の 画用紙 (用 コビー 型紙 を 利用 し て 切る 。 2 人 、 2 
つ 切 り ) お り が み  @ @ を 広げ て 2 色 重ね て 貼る 。 

(ピン ク や 紫 、 白 ) ころ どこ 3 

の り は と ころ どこ ろ 3 4 か 

画用紙 ( 緑 系 、 茶 系 ) 所 に 塗る だ け に し 、 ひし ずら の 対 ペッ | um 
し て 上 ふん わり 貼る と よい 。 

@⑯ カ レン ター 部 分 は 、 とっ 

p.88 を 140% に 拡大 コ 幼 コピ ー 型 紙 を 利用 し て 、 画 用 と ここ は 

ビー し て 台紙 の 下 半 紙 か ら 葉 と つる 、 垣 の パー ツ イ 切ら な い 

分 に 賠 る を 切り 出す 。 つる は 丸い ベン の 9 


な ど に 巻い て カー ル さ せる 。 則 
貼る | 


台紙 に 垣 の パー ツ を 「 井 」 の 字 
の 形 に 貼り 、 そ の 上 に 花 と 葉 、 
つる を 貼る 。 


型紙 

p.107 
台紙 用 の 画用紙 ( 八 
つ 切 り ) 千代 紙 
紙テープ (各色 ) 


画用紙 ( 白 ) 色鉛筆 
(灰色 ) 


@ カ レン ダー 部 分 は 、 
p.90 を 140% に 拡大 コ 
ビー し て 台紙 の 下 半 
分 に 貼る 


p.107 の 折り 図 を 参考 に 、15cm 
四方 の 千代 紙 で ゆか た を 折る 。 


好み の 色 の 紙テープ を 12cm の 
長 さ に 切り 、 條 の 帯 と し て 巻 
いて 貼る 。 


同色 の 紙テープ を 30cm の 長 さ 
に 切り 、 一 度 く し ゃ くし ゃ に 
丸め て か ら 広げ 、 ち ょ う 結 び 
に する 。 端 を 適度 な 長 さ に 切 
つて 倫 に 貼る 。 


コピ ー 型 紙 を 利用 し 、 画 用 紙 
( 白 ) か ら う ち わ を 切り 出す 。 
色鉛筆 で 線 を 描き 、 但 と と も 
に 台紙 に 貼る 。 


丸め た 紙テープ を 
広げ て ちょ う 結 び 


に し 
線 を 描く 


回 
1 
S 

15 


22 


29 


制作 前 田 ビ バリ ー 折り 図 / 大 裕 美子 
写真 伏見 早 編 (世界 文化 ホー ルディ ング ス ) 


本 、 天の川 新聞 抜 で 押 く 


| 
) 
と = 主 
新聞 紙 を 使っ て 天の川 を 描き 、 願 い 事 を 添え て 
七夕 の 飾り を 作り まし よう 。 


制作 プ ご お さだ の び 子 写真 伏見 早織 (世界 文化 ホー ルディ ング ス ) 


司 し 39 
丸め る 、 た た く 、 切 る 、 貼 る な どの 作業 を 通じ て . 


新聞 紙 で 絵 を 描く 新鮮 さ を 味わい 、 膳 の 活性 1 
行事 作品 を 作る こと で 季節 感 を 味わい 、 ま た 今 


季節 の 制作 
7-8 月 


: 新聞 紙 を 丸め た り 、 ボ ポン : 
: ポン た た いて 着色 し た りす : 
・ る 作業 が 、 手 指 の 機能 向 

: 上 に つなが り ま す 。 


x [準備 ) [準備 ) 


@ 新 聞 紙 の 1 面 を  @ そ れ ぞ れ の 用 紙 か ら 台 紙 、 
4 等 分 に し た も の 帯 、 短 を 図 の サイ ズ で 切 
2 二 語 寺本 一 哉 を 、! 人 3 一 4 枚 。 り 出す 。 
= ー21cm_- 
= ど 台紙 2 枚 
ら ( 組 の 画用紙 ) 
/ 30 
タイ N ト ノ 0 ーーー as 
人 か 帯 2 本 ( 代 箇 
/ 汎 / ーー 
ンー _ 短 了 1 枚 了 
@⑯ コ ピー 型紙 を 利用 し て 、 厚 紙 か ら 紙 (グラ デー ショ ン | 
り 姫 、 彦星 、 天の川 の 型 を 切り 出す 。 おりがみ) 


紙 の 切れ 端 な ど に 2 一 スチ ロー ル トレ ー な ど に 

3 回 ポン ポン し 、 余分 こん な ふう に 給 の 。 一 絵の具 ( 白 ) を 出す ( 水 で 

な 絵の具 を 落と す 。 具 が つく 薄め な い )。 や さ し く 円 を 
な 見 や すく する た め 匠 名 を 拉 く よう に 1 に 絵の具 を 
使用 し て いま す つけ る 。 


絵の具 が 乾い た ら 、 型 を 
利用 し 、 色 鉛筆 で 天の川 
の 形 を 写し て 切り 出す 。 


天の川 を 切っ た 
と ころ 。 


短冊 に 願い 事 を 
書い て 貼る 


画用紙 また は お り が 


み を クラ フト バン チ 
で 抜い て ちり ば め る 


バラ ンス を 見 な が 


: p107 


 : 


画用紙 ( 紺 、 ビ ンク 、 緑 ) 画用紙 ま た は お り が み ( 白 、 
黄 、 オレ ンジ ) プ グ ラ デ ー シ ョ ン お り が み / 千 代 紙 / ひ 
も (30om 程度 ) 新聞 紙 / 絵 の 具 ( 白 、 黄 ) 厚紙 


は さ み / の り ノ 鉛筆 や 色鉛筆 (ビン ク な ど ) 水性 ペン 
や 筆 ペ ンプ セロ ハン テー ブ ププ クラ フト バン チ ( 星 形 ) 
スチ ロー ルト レー 


新 

聞 

新聞 紙 を 軽く 丸め % 

! る . で きた PIG を 
使っ て 描く の で 、 

あま り ギュ ッ と 固 大 

この くら い の ゆ る さ に く 丸め な い 。 の 

川 

を 

描 

く 
? で ボン ボン と 
軽く た た く よ う 
に し て 、 台 紙 の 
1 枚 に まん べ ん 
な く 着色 する 。 
同様 に し て 上 か 
ら 黄 色 を 重ね る 。 

- 

3 証 

な げ 

る 


ら 、 織 り 姫 、 彦 星 な 

どの 各 パ ー ツ を 6 

に 貼る 。 最後 に セ も う 1 枚 の 画用紙 ( 紺 ) 型 を 利用 し 、 ビ ンク の 画 
ロ ハ ン テー ブ で ひ の 台紙 に 4 の 天の川 を 用 紙 に 織り 姫 、 緑 に 彦星 
も を 裏面 に 貼る 。 貼る 。 の 形 を 写し て 切り 出す 。 


さわ や か 女 夏 を 運ぶ 


カモ メ の 吊る し 飾り 


大 空 を ゆっ た り 飛 ぶ カ モメ と 海 を イメ ー ジ し た モチ ー フ で 
吊る し 飾 り を 作り まし ょ う 。 


制作 ささ き と も え 写真 伏見 早織 (世界 文人 を ホー ルディ ング ス ) 


@ コ ピー 型紙 を 利用 し て 、 厚 紙 か ら 
カモ メ 、 浮き 輪 、 浮 き 輪 の 模様 、 雲 、 
ッ M 
ヨッ ト 、 貝 の 型 を 切り 出す 。 浮き 輸 


1 を 広げ 、 赤 線 の と ころ に 切り 込み を 入 


れる 。 
配慮 の ボイン ト 
f 指 で し ご く の が 召 
し し い 場 合 は 、 丸 い 
/ ペン な ど に 巻い て 


も よい で し ょ う 。 


/ 
カモ メ が で きた と ころ 。 


ぐ ぐる 
芝 2 


9 


浮き 輪 、 雲 、 ヨ ッ ト 、 
上 貝 の バー ツ は 2 枚 で 
リポ ン を は さ み 、 ポ 
ンド で 貼り 合わ せる 。 


筐 型紙 を 写す 、 紙 を 切る 、 色 を 塗る な どの 作業 を 通じ て 、 手 
指 の 巧 綴 性 の 維持 ・ 向 上 を 図る 。 

借 制作 を 通じ て 季節 を 感じ 、 ほか の 作品 と 一 緒 に 飾る こと で 
他 者 の 存在 を 意識 する 。 


人 @ 材料 


画用紙 ( 白 、 水 色 、 ピン ク 、 薄 黄 
色 、 青 、 赤 な ど ) プリ ボン ン 厚 紙 *. 


@ 用 具 OO 
は さ み プ ボン ド グ ノ 鉛筆 色鉛筆 ( 白 、 青 な 
ど ) 新聞 紙 


呈 、( 偽 自 
= 本 に 


型 を 利用 し 、 二 つ折 り に し た 画用紙 ( 白 ) に カ 
モメ の 形 を 写し 、 切 り 出す 。 


ンジ ジン 
マン 


NW 
ぶ 某 記 x 中 


四 の 先 を 色鉛筆 ( 青 ) で 


婦 を 指 で し ご き 、 カ ー 


ブ さ せる 。 塗る 。 裏 も 同様 に 。 


型 を 利用 し 、 画 用 紙 
( 赤 ) か ら 浮き 輪 の 措 
様 を 4 枚 切 り 出し 、 
写真 の よう に 貼る 。 
2 組 作 る 。 


くく 


雲 、 ヨ ッ ト 、 貝 の パー ツ も 型 を 利用 し 、 画用紙 ( 各 
色 ) に 形 を 写し 、 切 り 出す 。 1 セッ ト 2 枚 ずつ 作る 。 


型 を 利用 し 、 二 つ折 り に 
し た 画用紙 ( 白 ) に 浮き 輪 
の 形 を 写し て 切り 出し 、 
広げ る 。 


= 間 (meod 自 


肢 ヨッ ト 
船体 に 色鉛筆 ( 白 ) 927/ 
ー で 線 を 引く 。 を 
に 作 
ン 1 2 
4 8 - 還 
< | _ イ | 里 
ーー カモ メ の 切り 込み に リボ ノ る 
ン を は さ み 、 位 置 を 決め 具 
て か ら 体 を 二 つ 折り に し 色鉛筆 ( 白 ) で の 
て ボン ド で 貼り 合わ せる 。 模様 を 描く 。 


季節 の 制作 


狼 コ ッ プ 9 和 まみ いて 


DOICDECDLLECCLECEKLRER 


\ ソ ひま わり の 
フォ ト フ レー ム 


夏 に びっ た り の フォ ト フ レー ム で す 。 
利用 者 さん の 誕生 日 の プレ ゼン ト に し て も いい で すね 。 


制作 / 本 永 京子 写真 だ 伏見 早 拓 ( 世 界 文化 ホー ルディ ング ス ) 


: 色 画 用 紙 の 帯 を 貼っ た り 、 丸 み を 
: つけ た りす る 作業 が 、 手 指 の 維持 
: ・ 機 能 向 上 に つなが り ま す 。 


PCCCCTYT CCCCLu 


TTY 


ECCCCCCEKTCT 


借 切る 、 貼る 、 し ご く な どの 作業 を 通じ て 、 手指 の 
巧 級 性 の 維持 ・ 向 上 を 図る 。 

筐 帯 を 放射 状 に 考え な が ら 貼 る こと で 、 騰 の 活性 化 
を 促す 。 

島 季節 感 の ある 実用 品 を 作る こと で 、 生活 意欲 の 向 
上 を 図る 。 


画用紙 (黄色 系 各色 、 緑 ) …“""* ー 
ノ マ ス キン グ テ ー ブ ( 黄 " 
色 系 や 赤 系 : 1.5cm 幅 で 柄 : 

が ある も の ) / ク ラフ ト = 8 
紙 の 紙 コ ッ プ ( 底 の 直径 1 
が 5cm 程度 の も の ) / 厚 

紙 - ひ も (15cm) 


人 @ 用 具 
は さ み プ ビン キン グ ば さ み / の り プ ボン ドン 色鉛筆 ( 白 な ど ) セロ ハン テー プ 


ググ 4 


真ん中 に 線 を 


/3Iu て お く 。 人 M 結 時 時 
さ 


手 伝 も ら う 


いて か ら 切 り ま す 。 


る 


クタ 


十字 に な る よう に 2 本 目 
次 に 十字 の あい だ に 2 本 
うに 8 本 の 帯 を 貼る 。 


8 本 を すべ て 貼っ た と ころ 。 


紙 コ ッ プ の ふち の と ころ で 花びら ( 帯 ) を 軽く プ の 底 を ボン ド で 2 の 真ん中 に 
貼っ た と ころ 。 し っ か り 貼 る 。 


折り 上 げ 、 指 で し ご いて 丸み を つけ る 。 


っ 
4 


4 
| 上 


415am 幅 に 切っ た 


1 
1 
! 
出 
1 作っ て お く 。 
1 
紙 を 定規 人 わり に する 市 も 混ぜ る と 系 し い 。 
と いい で し ょ う 。 iD 
全 | ! 
1 
1 
< H 
出 
に | 1 
8 きき 1 
1 
1 
! 
出 
1 
1 


4 柄 の ある 帯 は 、 あ ら 
か じ め ゅ 画用紙 に マス キ 
ング テー ブ プ を 貼っ て お 


雇 


@ コ ピー 型紙 を 利用 人 @ 紙 コッ プ を 写真 
し 、 厚 紙 で 台紙 を 作る 。 の よう に カッ ト し 
また 、 厚 紙 で 葉 の 型 も 底 を 切り 出す 。 


人 @ 画 用 紙 (黄色 系 ) か ら 図 
の 寸法 で 帯 を た くさ ん 切り 
出す 。 長 辺 の 中 央 に 目安 と 
な る 線 も 引い て お く 。 マ ス 


厚 キン グ テ ー ブ を 貼っ た 柄 の 


中 心 に 印 を 
つけ て お く 


「 P が 


の 帯 を 貼る 。 画用紙 の 帯 を 8 本 用 意 

rm と いう 点 する 。 好 み で いろ いろ 
な 色 ・ 柄 を 交え る と よ 
い 。 厚紙 の 台紙 に の り 
で 帯 を 貼っ て いく 。 


の 圭 記 計ら ご ざす 加 で 


凹面 が 上 に な る よう に 、 紙 コッ 


葉 を 広げ た 
と ころ 。 


4 を 裏返し て 葉 を 
貼り 、 セ ロ ハ ン テ 
ー プ で ひも を 貼 
る 。 表 に 返し 、 紙 
コッ プ の 底 に 好み 型 を 利用 し 、 画用紙 ( 緑 ) に 葉 の 形 を 写し て 切り 
の 写真 を 貼る 。 出す 。 一 度 く し ゃ くし ゃ に 丸め て か ら 広 げ る 。 


ぶさ F 庄 


歌い な が ら 体 操 す る こと は 、 腕 や 足 だ け で な く 、 認 知 機能 や ロ 腔 の 
機能 向上 に も 効果 的 で す 。 同 じ 動き が で き な く て も 大 丈夫 ! 


無理 な く 、 楽 し みな が ら 行い まし ょ う 。 人 

役 、 主席 研究 員 。 日 本 レジ ャ 

@ 体 探 を 行う 時 は 音楽 は か けず に 、 ア カペラ で 歌い まし よう 。 5 AE 
IBMESS3 め 053GPSESSHS22CGO5SRRDG2G5HHSH155CS3DRRSH - 2 

@ 利 用 者 の 動き を よく 見 て 、 リ ズム を 調整 し まし よう 。 上 の レク リエ ーション リ (W 

に ー 4 只 法 夫 出 版 ) な ど 著書 多数 。 


イラ スト ン 湊 羽 ピ ビ 


Ge 手指 の 柔軟 性 を 高め る らい ーー ニー じ 


手 手動 か すこ と で 可 箇 が 広がり 、 腕 を 上 げ 下 げ し た 

柔軟 性 や 手指 の 巧 級 性 の 維持 ・ 改 善 に り 、 腕 を 曲げ な が 

つなが り ま す 。 ら 指 を 動か し た り 

する こと で 、 上 肢 
の 筋力 強化 に つ な 
が り ま す 。 

< 言葉 か け 例 > \ < 言葉 か け 例 > \ 

人 指 を 動か す 訓練 で 、 つ 人 @ し っ か り 動か すこ と で 
まお 力 が つき ます 。 筋力 が つき ます よ 。 

便 手首 を ひね る 動き は 、 人 @ ゆっ つく り で いい の で 、 
ドア ノブ を 回 す 時 な ど 指 同 士 を し っ か り 合わ 
普段 の 生活 に 役立ち ま せま し ょ う 。 

す よ 。 

を 早 < 五 * 忍 時 久 夏 
吉 250 月 音 鳥 % の 5 は 
植 女 % 雨 も 花 
う が の ら 早 の R 
る す も ぬ 

s そ 来 匂 
更 握 { そ 夏 鳴 う 全 
は ぬ ぐ は き 垣 
来 ら 山 来 て 根 
ぬ し 田 ぬ 因 ロ 
て に 


両手 を 肩 の っ 高 さ に 開き 、 右 手 両手 を 腔 の 上 に の せる 。 今度 は 反対 の 手 で 行い 、 両手 を 膝 に 戻す 。 


の ひら を あご に つけ る 。 
③⑧ ほ ー と と ④ ぎす ⑤ は や も き ⑯ な き て 
体 の 前 に 両手 を 出し 、 親 指 親指 と 中 指 を 合わ せる 。 親指 と 薬指 を 合わ せる 。 親指 と 小指 を 合わ せる 。 
と 人 さ し 指 を 合わ せる 。 
_ ② ゆ 6 の 9 コ 。 = ⑩OF 大 し ー の 一 ⑥ びー ね ⑨ も ー ら 一 _ ⑱ も 5 一  ⑯⑲ す - な す - な 
見 た と ころ 
親指 と 人 さ し 指 の 輪 を 一 度 指 を 離し て 、 向 き 親指 と 中 指 で 同じ 動き を くり 返す 。 
両手 で つなげ る 。 を 変え て つなげ る 。 
⑪ つ 一 ⑮ は 一 き 人 ⑬ ぬ ー ⑭ 一 一 


供 催 公 父 


親指 と 薬指 で 同じ 動き を くり 返す 。 親指 と 小指 で 同じ 動き を くり 返す 。 


WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 還 罰 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to Diping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


uk 生活 動作 を 改善 する 
\ 少 人 数 で も で きる / 


手 ・ 指 を 動か す 


クリ エー ショ ン 


生活 動作 の 改善 に つなが る レク リエ ーション を ご 紹介 し ます 。 ーー 
今回 の テー マ は 「 手 ・ 指 を 動か す ]。 グ ルー プ で も 少 人 数 で も デレ 
楽し く で きる レク を 集め まし た 。 会 。 有人 で の 導 首 と し 


て 日 本 各地 で レク 研修 を 行っ て いる 。 


監修 医療 法人 中 村 会 介護 老人 保健 
施設 あさ ひな リハ ビリ テー ショ ン 科 


イラ スト 福井 典子 ( 殴 ) イ ラス トメ ー カ ー ズ 提 影 / 伏 見 早織 (世界 文化 ホー ルディ ング ス ) 


生活 に 必要 な 手 ・ 指 の 動作 と は ? 


こと の 特集 で は 、 生 活動 作 で 特に 重要 な 3 つの 動き を 改善 する の に 効果 的 な レク を 集め まし た 。 


の の 


5 本 の 指す べ て を 曲げ て 、 指 と 手のひら 
全体 に 力 を 入れ て も の を 持ち ます 。 コ ッ 
プ を 持つ 、 杖 を 握る 、 手 すり を つか む な 


どの 動作 に つなが り ま す 。 指先 で は さん で 物 を 動か し た り 、 持 っ た 
り し ます 。 更衣 の 際 の 服 を つま お む 、 ボ タ 
ン を と め る 、 食 事 の 際 に 箸 な ど を 使う と 
いっ た 動作 に つなが り ま す 。 


手 ・ 指 全体 で 持っ た も の を 、 手 首 を 返し 
て ね じ り ま す 。 布巾 や 雑巾 を 絞る 、 ド アノ 
プ を まわ す な ど の 動作 に つなが り ます 。 


状 ど 。 と 容 の た 手 め で の 事 個 座 
だ そま きち もし | す 指 ご 邊 く 半 更 > 人 つ 
久 で 番 可 て ル る に と や 表 指 ゃ た 
せる も せ を を は 作 が し の 級 吉 し ツ ま 
そ き $ ず すす ク を 入 く す 活 性 除 っ 人 ま 
行 る に "が ル 取 り る 人 性 の な か 数 で 
ん ョ を と と まま すり 
の 人 る れき を る は も に ま 勤 も 
くる すま うし いけ な っ な 上 朱 ます で 
を すい きま 0^ く 9 る を E き 
すう を きま * 全 委 る まる 活 ほ は や 
で で 分 る 革 せ 失っ コ す だ 国 8 
も 。 う 内 本 し と 詰 " け 作 食 


\ 効 果 的 に / 
レク を 行う た め の ポ 


ト 


1 無理 を し な いで 少し ずつ 行う 


リハ ビリ 職 や 医療 職 に 相談 し な が ら 、 無理 の な いよ うに 継続 し て 行う 


行う こと が 大 切 で す 。 手 ・ 指 の 関節 な ど に 疾患 の ある 人 
や 痛み が ある 人 は 行わ な か いよ うに し まし ょ う 。 


最初 は スム ー ズ に で き な く て も 、 何 回 も くり 
返す こと と で コツ を つか むこ と が で きま す 。 バ 
リエ ーション な ど で 回 数 を 増やし 、 さ ら に 継 
続 し て 行う こと が 機能 向上 に つなが り ま す 。 


右手 が 
動か し づら い 
よう な の で す 


痛み が あっ た ら 
や め ま し ょ う 


手首 を し ね る の で 
癌 の ふた を あけ る の が 
楽に な か り ま す よ 


効果 を 伝え 、 
手指 の 動き を 意識 する 


行っ て いる レク が 日 常 生 活 の どん な こと に 
効果 が ある の か を 伝え る こと で 、 利 用 者 の 
意欲 が アッ プ し 、 意 識 し て 手 ・ 指 を 動か す 
と と に つなが り ま す 。 


19 
人 


新聞 紙 ね 必 り ゲ ー ム 制限 時 間 内 に 、 新 聞 紙 を いく つ 
ね じ れ た か を 競い ます 。 


人 新聞 紙 を ね じ る こと で 握力 を 向上 させ る 。 
便 競い 合う こと で 高揚 感 を 得る 。 


2 チー ム に 分 か れ て 座る 。 


新聞 紙 を ね じ る 


テー ブル の 中 央 に 折っ た 新聞 紙 を 置く 。 
スタ ー ト の 合図 で 1 人 1 枚 の 新聞 紙 を 取 
り 、 端 か ら ね じ る 。 


認知 機能 の 低下 な ど で ね じ る こと が 
難し い 人 に は 、 動 作 に 慣れ る まで 介 


護 者 が 一 緒 に 行い ます 。 ま た 、 新 聞 
紙 を ね じ り や すい 太 さ に 調節 する と 


よい で し ょ う 。 
ね じ る 時 に 
手 ・ 指 全体 に 
_ ww し っ か り 力 が 入る 
時 間 内 に た くさ ん 時 


ね じ っ た チー ム の 勝ち 


新聞 紙 が な く な る まで 続け 、 よ り 多く の 
新聞 紙 を ね じ っ た チー ム の 勝ち 。 


ね じ り 方 に ば ら つき が 出る 
場合 は 、 直径 5cm の 丸 を 切 
り 抜い た 画用紙 を 用 意 し 、 
その 穴 に 通っ た も の だ け を 
本 テー ム 埋 で は な く 、1 対 1 で 222DPIGB ま is 
本 行う よう に し まし ょ う 。 


20 
人 


新聞 紙 を 丸め て お 花 紙 で 包ん だ 
セー 、 も の を 豆 に 見 立て 、 座 袋 に 詰め 


る は や さ を 競 いま す 。 


て 誌 め る 動作 で 、 指先 の 人 や 角 を 向上 


人 @ チー ム で 役割 分 担 し て 協力 する こと で 、 他 者 と コ 
ミュ ニケ ーション を 図る 。 

人 競い 合う こと で 高揚 感 を 得る 。 

CE 

1 チー ム 3 人 で 横並び に 座る 。 


FEER322 /*a 
レン 

0 t 1 枚 の 半分 の 

! et サイ ズ 。 1 チ 


傘 袋 に 詰め る 


3 人 の 役割 を 決め る 。 ス ター ト の 合図 で 、 
TE9 は 新聞 紙 を 丸め て 四宮 議 に 渡す 。 
W 思 訪 隊 は それ を お 花 紙 で 包ん で 豆 に 見 立 
て て TE に 流す 。 TE9 は 豆 を 傘 袋 に 
詰め る 。 


IS 


認知 症 の 人 の 場合 は 


巧 級 性 の 低下 な ど に より 、 詰 め る こと 
が 難し い 場 合 が ある の で 、 丸め る 役 
割 を お 願い する な ど 工夫 し まし ょ う 。 


指 を 細か く 動 か す 
こと で 、 巧 綴 性 向上 
に つなが る 5 先 に 7 個 詰 め ら われ た 
青 チ ー ム の 勝ち ! 


り 先 に 7 個 詰 め た 
チー ム の 勝ち 


政 に 見 立て た 玉 を 先 に 7 個 詰め た チ 
ー ム の 勝ち 。 


丸め る 、 包 お 、 詰 め る 動作 

を 1 人 で 行い 、1 対 1 で 可 

いま し ょ う 。 ・ 
21 5 6 に 

画面 画 画 画 画 画 画 画面 画 画 画 画面 画面 画面 画 画 


数 で 


し ほ ク 人 広 2 人 ー 」) 
どー コ 丸め た 紙 を 広げ て 、 書 か れ た 数 字 
や や 一 | の 合計 を 競っ た り 、 ベ ア を 見 つけ 


た り し ます 。 


人 @ 丸め た 紙 を 広げ る こと で 、 指 先 の 感覚 を 刺激 し 、 手 ・ 指 
の 巧 級 性 を 向上 させ る 。 


人 競い 合う こと と で 高揚 感 を 得る 。 
@ 263 し た りす る こと で 、 脳 を 活性 化 


2 チーム に 分 か れ て 座る 。 


紙 を 広げ る 


44 の コビー 月 
を 半分 に 切り 、1 
プイ 10 の 数 字 を 書く 。 


1 ク 3 4 5 人 数 分 用 意 する 。 
6I718 9 10. 


POUULULLLLMLMLLLLLLMLULMLMLLMLMLMLULLMLULUULULULLLMLULULMLMLLMLMLULULULLLUULULULLL 


紙 を 配る 


1 一 10 の 数 字 が 書か れ た 紙 を それ ぞ れ に 
配る 。 数 字 が 見 えな いよ う 、 利 用 者 に 紙 
を 丸め て も らい 、 手 が 届く 範囲 に ラン ダ 
ム に 置く 。 


利用 者 に 紙 を ぎゅ っ と 丸め て も ら う こと で 、 
握 カ アッ プ に も つなが り ま す 。 


22 
本 上 画 肖 画 所 画 丘 画 上 画 引 画 引 画 引 画 引 画 所 画 上 画 上 画 所 画 所 画 据 画 当 画 紀 画 上 画 目 画 上 画 画 ! 


に 赤 チ ー ム 、 大 チー ム 
それ ぞ れ 1 枚 広 げ て 、 SR 
チー ム で 数 字 を 合計 する 


利用 者 は 丸め た 紙 の な か か ら 1 つ 選 び 、 
広げ る 。 紙 に 書か れ て いる 数 字 を チー ム 
で 合計 し 、 数 字 が 大 きい ほう の 勝ち 。 


片 麻痺 の 人 の 場 f 


介護 者 が 片方 の 手 を 添え て 、 紙 を 
広げ る の を サポ ー ト し まし ょ う 。 


3 と 5 を 探し て くだ さい 。 
先 に 2 人 そろ っ た チー ム 
が 勝ち で す 


数 字 の ベア を 2 組 作 る 


広げ た 紙 を 再度 丸め る 。 2 回 戦は 、 介 護 
者 が 「3 と 5 を 探し て くだ さい 」 な ど と 
2 つの 数 字 を 言い 、 そ れ ぞ れ が 紙 を 広げ 
て 数 字 を 探す 。 ペ ア の 数 字 を は や く 見 つ 
けた チー ム の 勝ち 。 


りあ gd 1 対 1 で 以下 の よう な ルー ル で 行う 
店 晴 四 に 3 と よい で し ょ う 。 
@ 指定 され た 数 字 を 見 つけ る 
は や さ を 競 う 


@ すべ て 広げ 、1 10 ま で 普 
べ る は や さ を 競 う 


23 
し 


少 人 数 2 人 ー 
に ) 多 ビ ヤ ビン ポン 球 を 指 で は じい て 、 点 数 の 
ピ ン ポ ノン 球 リ ド 書か れ た 穴 に 入れ ます 。 


: 
@ ビン ボン 球 を は じ く こと で 、 手 ・ 指 に 力 を 入れ 、 指 を 曲げ 日 
伸ばす トレ ー ニ ング を 行う 。 * 
人 @ 点数 を 競う こと で 高揚 感 を 得る 。 日 
@ どこ に 入る か わか ら な い 偶然 性 を 楽し お 。 H 
: 
自由 な 隊形 で テー ブル に 座る 。 H 
: 
1 
や 生 
298 ーー : 
暫 信 3 挟 
全 る H 
に 
光 め の 顔 的 2m 。 e 
(B4-A3 革 切り 沙 と す ロ 
ぐら い ) に 
ーッ ーッ / テ ー フ で 日 
4 -』 と め $* 

指 で ピン ポン 球 を 


は じ く 


ビリ ヤー ド 台 に ピン ポン 球 を セッ ト し 、 
入れ た い 穴 を ね ら っ て 指 で は じ く 。 


は じ く 時 に 手 ・ 指 に カ 
が 入り 、 し っ か り 指 を 伸 
ば すこ と に つなが る 


は じ く カカ が 
弱い 人 の 場合 は 


1 本 の 指 だ け で は じ く の で は な く 、 
すべ て の 指 を 使っ て は じい て も よ 
いで し ょ う 。 
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古 画面 画 画 画面 画 画 画面 画面 画面 画面 画 画面 画 画 


入っ た 穴 の 
合計 点数 を 競う 


1 人 5 回 行い 、 ビ ピン ポン 球 が 
入っ た 穴 の 合計 点数 を 競う 。 


Ne 50 上 に 入っ を 


いろ いろ な 指 で は じ く 


トイ レッ トペ ー パ ー 芯 で 作っ た サイ コロ を 使っ て 、 は じ く 指 を 指定 し て 行う と 、 ゲ ー ム 
性 が 高まり ます 。 い ろ い ろ な 指 を 使う こと に な る の で 、 巧 綴 性 の 向上 に も 役立ち ます 。 


使う 指 を 決め る 

トイ レッ トペ ー パ ー 芯 を つぶ し て 折り 目 を に な 
つけ 、4 面 の サイ コロ を 作る 。 そ れ ぞ れ の 指定 され た 指 で 
面 に 、 人 さ し 指 、 中 指 、 業 指 、 小 指 と 書く 。 は じ く 

サイ コロ を 振っ て 使う 指 を 決め る 。 


サイ コロ で 出 た 指 を 使っ て ピン ポン 球 を は 
じ く 。 右 、 回 を 5 回 ほど くり 返し て 合計 点 
数 を 競う 。 


\ 中 此 で は じ く / 


る ご 
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画面 画面 画面 画 画面 画面 画面 画面 画面 画面 画 画 


箱 の 中 に 手 を 入れ て 、 指 の 感 骨 
こ 電 つ / こ こ 玉 ーーー: ュー ニー 


介 箱 の 中 の も の を つか むこ と で 、 手 ・ 指 の 巧 弘 性 を 
向上 させ る 。 


人 様々 な 感触 の 素材 を さわ り 、 選 び 取 る こと で 指先 
の 感覚 や 認知 機能 を 刺激 する 。 


人 競い 合う こと で 高揚 感 を 得る 。 


2 人 が 横並び な ど に 座る 。 


B4 程度 の ふた つき の 箱 を 
用 意 し 、 ふ た に 手 が 入る 大 
き さ の 穴 を あけ る 。 穴 に 目 
隠し の 画用紙 を 貼っ て も よ 
い 。 箱 の 中 に 新聞 紙 玉 30 個 、 
アル ミホ イル 玉 15 個 、 ペ ッ 
ト ボ トル の ふた 5 個 、 ビ ピン 
ボン 球 3 個 ほ ど を 入れ る 。 


新聞 紙 玉 
ベット ボトル の ふた 


SS アル ミホ イル 玉 


eo \ 
ーー 
箱 の 中 に 入っ て いる 条 の 中 に は 、 ペ ベット ボトル 
も の を 見 せる の ふた 、 ア ルミ ホイ ル 玉 、 
ビン ポン 球 、 新 聞 紙 玉 が 入 
介護 者 は 、 箱 の 中 に 入っ て いる も の を っ て いま す 
1 つ ず つ 見 せ て 紹介 する 。 


この レク は 、 目 の 不 自由 な 人 も 一 緒 に 楽し むこ と 
が で きま す 。 その 場合 は 、4 種類 の 玉 を さわ っ て も 
ら っ て か ら 始 め る と よい で し ょ う 。 


人 


上 
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アル ミホ イル 主 を 
1 個 探し て くだ さい 


戦 
指定 され た も の を 探す 


介護 者 が つか む も の を 指定 し 、 利 用 
者 は 箱 の 穴 に 手 を 入れ て それ を 探す 。 


箱 の 中 に 入れ る も の の 種類 や 数 を 

減ら し て 、 探 し や すく し まし ょ う 。 
ビン ポン 球 と ペッ ト ボ トル の ふた 

な ど 、 形 や 触感 の 違い が わか りや 

すい も の の 組み 合わ せ に し ます 。 


つか む 時 
ve ea 箱 の 中 を 探す 時 に 
あす る 腕 や 手首 が し っ か 

り 動く 


つか ん で 箱 か ら 出 す 
指定 され た も の を つか ん で 、 先 に 箱 
か ら 出 し た ほう の 勝ち 。 慣 れ て きた 
ら 、「 ア ルミ ホイ ル 玉 を 2 個 ] [新聞 
紙 玉 を 3 個 ] な ど と 、 数 を 増やし て 
も よい 。 


4 種類 を そろ える 


探す も の を 書い た シー ト (A4 程度 ) 
を 用 意 する 。 箱 の 穴 に 手 を 入れ て そ 
れ ら を 探し 、 シ ー ト の 上 に の せる 。 は 
や く 4 種類 を そろ えた ほう の 勝ち 。 


で シー ト の 例 > 


ピン ボン 球 | アル ミホ イル 玉 


ベッ ト ボ トル 
の ふた 
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人 


みん な で 


監 艇 ・ プ ラン 森林 勇一 郎 
医療 法人 社団 横浜 育 明 会 


介護 老人 保健 施設 都筑 シ ニ 
アセ ンタ ー 在宅 支援 リ 八 


っ 
て で きる 人 


の 0 MV4 90 


レク 


見 て 、 聞 いて 、 考 える こと は 、 脳 の 活性 化 に つなが り ま す 。 
ホワ イト ボー ド を 使っ て 手軽 に 行え る 、 脳 トレ の レク リエ ーション を ご 紹介 し ます 。 


イラ スト 小野 震 美 宙 


ce の ゥ 96 


筐 耳 で 聞く だ け で は 理解 する の が 難し い 利用 者 に も 、 ホ ワイ ト ボ ー ド に 書く こと で 、 目 か ら 
は っ きり と 情報 が 入る た め 参 加 し や すく な り ま す 。 


筐 生活 に な じみ の ある も の を クイ ズ に 取り 入れ 、 興味 や 関心 を 引き 出し ます 。 
季節 の こと や 今日 が 何 の 日 か な ど 、 さ ら に 話題 を 広げ て み ま し よう 。 


筐 普段 は 使わ な い 脳 の 部 位 を 刺激 し 、 利 用 者 の 記憶 力 や 判断 力 、 思 考 力 に 働き か け ま し よう 。 


筐 介護 者 が 答え を 出す の で は な く 、 ヒ ント を 出す な ど し て 、 利 用 者 か ら 答 え を 引き 出す よう 
に 心がけ まし よう 。 


月 日 自 し 算 


ト 7 日 を 思い 出し て 足し 算 を し ます 
算 まし ょ う 


人 @ 計算 を する こと で 注意 力 を 上 げ 、 脳 を 活性 化 させ る 。 


人 @ 記念 日 や 祝日 を 思い 出す こと で 想起 力 を 養い 、 認知 機能 を 
刺激 する 。 


準備 する も の 計 妥 史 :< 語 
クイ ズ の 前 に 、 こ ん な 話 を し て み ま し ょ う 
*「 今 日 は 皆さん に 変わ っ た 足し 算 を や っ て いた だ きま す 」 
@ カレ ンダ ー を 見 な が ら 「 い ろ い ろ な 記念 日 や 祝日 が 
あり ます ね 」 
@「 記 念 日 や 祝日 で だ 足し算 を し て み ま し ょ う ! 」 


[七夕 」 と 海の日] が 

何 月 何 日 か た ず ね る 

それ ぞ れ の 月 日 を た ず ね 、 ホ ワイ ト ボ ポー ド に 書い て いく 。 
「 夏 の イベ ント や 祝日 と いえ ば 、 何 で し ょ う ?」 
「「 ヒ C 夕 」 や 『 海 の 日 」 が あり ます ね 」 
「「 ヒ 夕 』 は 何 月 何 日 で すか ?」「 そ う 、7 月 7 日 で すね ! 」 


今年 の 「 海 の 日 ] が いつ か 、 わ か り ま すか ?…… は い 、 
今年 は 7 月 23 日 で す 」 
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それ ぞ れ の 数 字 を 足し 算 に する 


数 字 1 つ ず つが 足し 算 に な る よう に ホワ イト ボー ド に 式 を 書く 。 


「 日 に ちの 数 字 を 全部 分 け て 書き まし た 」 
「 す べ て の 数 字 を 足し 算 に し ます 」 

「 声 に 出し て 読ん で くだ さい 」 

「7+7 二 7 十 2 十 3 に な り ま すね 」 


数 字 を 足し た 答え を た ず ね る 


すべ て の 数 字 を 足し た 答え を 出し て も ら う 。 


「 で は この 数 字 を 足し て み ま し よう 」 

「7+ キ イキ 7 十 2 二 3 は ……」 

*「7 キ アニ 14、 イ 2 十 き =12、14 二 12 は 
いう ふう に 計算 し て も よい 。 

「 答 え は 何で し ょ う ?」 


「 わ か る 方 、 い らっし ゃ いま すか ? 
26 で す 」 


@ 誕生 日 足し 算 
利用 者 の 誕生 日 を 聞き 、 足 し 算 に し ます 。 
EE 「 〇 〇 さん の 誕生 日 は いつ で すか ? 
以 較 謙 9 月 3 日 で すね 」 
「 へ へ さん は 4 月 12 日 が 誕生 日 で すね 」 
「 で は 全部 足し て み ま し ょ う 」 
9+3 寺 4 土 1 十 2 ニ 19 な ど 


@ 生き 物 足 し 算 
それ ぞ れ の 足 の 本 数 を 足し て いき ます 。 


本 3 誠 つる の 足 + か め の 足 
2+4=6 

か に の 足 + ゾウ の 足 + クワ ガタ の 足 
10+4+6=20 

た この 足 二 くも の 足 十 に わ と り の 足 
B+8B+2 ニ 18 な ど 


例 


海の日 


電光 


訪中 雪 キ 2 すき 


ュー し 海の日 


7+7 + 9+2+9 = 


@ 歴史 上 の 出来 事 の 西暦 足し 算 
歴史 上 の 出来 事 の 西暦 の 数 字 を 足し 算 に し ます 。 


まま MM 鎌倉 角 府 (1192 年 ) * 諸 説 あり 
以 還 議 1 二 1 二 9+2 ニ 13 
本 能 寺 の 変 (1582 年 ) 
1 填 5 二 8 十 2= 16 
\* そ の ほか 、 明 治 維新 (1867 年 )、 東 京 タワ ー 
完成 (1958 年 )、 大 阪 万 博 (1970 年 ) な ど 


@ 引き 算 に する 
引き 算 に し て も よい で し ょ う 。 慣れ て きた ら 、 足 し 算 と 
引き 算 を 合わ せ て 難易 度 を 上 げ て み ま し ょ う 。 
主 和 Mi 記 カプ トム シ の 足 一 に わ と り の 足 
例 6-ー2=4 
七夕 一 山 の 日 (2020 年 の 日 付 で ) 
ィ +7ー8 十 1 十 0=7 


大 阪 万 博 一 明治 維新 : 
1+9 二 了 +0 一 1 寺 8B 寺 6+7 了 =37 な ど : 


ご ぼう 先生 プロ フィ ー ル 


HHPSDK 和 21 
の [GO]、 予 防 の [BOUI で 
ほう 完 生 と 名 介護 予 防 を 
笑顔 で 伝え る 大 人 の た め の 体操 の 
お 兄さん 。DVDIR70 ご ぼう 先生 の 


DP に ズ ( 株 式 会 社 
介護 予防 に 役立つ ご ぼ 


Me ( 界 
文化 守 ) な どか 凶 放 発売 中 。 抽 


お な じみ の 童謡 ・ 唱 歌 に 合わ せ て で きる 体操 で 、 無理 な く 楽 し く 機能 向上 を 図り まし よう 。 


78 月 。) 桂 祭 で | 下 有 破 ] を お 達者 に ! 


太鼓 を た た く イ メー ジ で 力強く 足踏み を し て 、 下 肢 を 鍛え ます 。 音 が 聞こ える くら い 
し っ か り と 足踏み する の が 効果 的 ! 


芝 


* 呈 へ ン 加 
SE 
潤 


も d 
NN Eng 


NN Eu を を 4 
S 圧 靖 二 計 


AO> 寺 と きい 生 


Ni さ TY ズ 


NMNMI さ TVY テ マズ 
NINE 


NINE を z ペ を 
NINE3uNzd 


NINE を 
NINE3hNz23 


NINE と 
NINE を 


MINMI さ TVY テ マズ 
浴 革 の W せ せま べき 
S 導 土生 本 意 の 放 普 の 
装 S③ 史 ざす 舌 へ Q 放 対 
放 外 叶 WC 選び 
と せき 定性 
S 送 替 ③ 凍 筐 S き っ 


に よさ - 還 に 
玩 束 寺 


小 太 坪 を た た く 
イメ ー ジ で 
足 路 み を し ます 。 


右 、 左 と 交互 に 
小さ く 足 踏み を する 。 
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① と 一 し も ⑧④ ほう ね ん 
③⑬ まん さく ④ で 一 
(以下 同様 に 行い ます ) 


中 太鼓 を た た く イ 
メー ジ で 大 きく 足 
踏み を し ます 。 


右足 を 1 番 よ り 左足 を 1 番 よ り 
大 きく 上 げ て 床 大 きく 上 げ て 床 
に 下ろ す 。 に 下ろ す 。 
@⑧ みよ に 
大 太鼓 を た た く イ 
メー ジ で 横 に 大 き 
く 足 踏み を し ます 。 
右足 を 横 に 大 きく 
上 げ る 。 床 に 下ろ す 。 
.⑧ か みさ ま 必 _⑨ の ー 
(以下 同様 に 行い ます ) 
左足 を 横 に 大 きく 
邊 陸 る お | 床 に 下ろ す 。 
』 
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間 水 よ う か ん 
ー イ で 簡単 ! 
レ 見 た 目 も 味わい も 涼やか な 水 よ うか ん 。 
ご は ん の も ち も ち 食 感 が 楽し い お や つ で す 。 


レシ ピ ・ 料 理 // 能 谷 真 由美 (ラク レム デクレ ム ) 指導 / 琴 原 記 代 子 (社会 福祉 法人 三徳 会 平塚 橋 ホ ー ム ・ 管 理 栄養 士 ) 
イラ スト ささ き と も え 写真 伏見 早 編 ( 世 界 文化 ホー ルディ ング ス ) 


ご は ん を つ 赤 し た 
\ あ 思 チ が ー 4 
WW ご は ん の ココ が good ! 


借 残り ご は ん (冷凍 ) で も 作れ る ! 


こさ 


借 腹 も ち が よ い ! 


機能 向上 を ! 


| 人 材料 (5 個 分 ) 
ご は ん 75 g/ 砂 糖 小さ じ 1 
粉 寒 天 2 g プ あん こ 200 g ン 水 
150ml プ バ イナ ッ プ ル 40 g/ 黄 
桃 40g 


氷 果 物 は 缶詰 を 使用 。 季節 や お 季 み で 
変え て よい 


人 @ 用 具 


炊 器 計量 カッ プ ノ 計 量 ス プー ン (小さ じ ) プ テ ー ブ ルナ イフ 
まな 板 プ スプ ブー ンプ ラッ プン / 面 熱 ボ ウル プ ゴ ムペ ラノ 電 子 レ ンジ 
紙 コッ プ ( 約 205m の も の ) 


人 @ 下 準備 
・ 紙 コッ プ を お よそ 半分 の 高 さ で 切っ て お く 。 8S 
・ 果 物 (缶詰 ) は 、 シ ロッ プ か ら 取 り 出し 、 江 所 

を 切っ て お く 。 


1 個 あたり の 成分 


エネ ルギー 140kca た ん ば く 質 2.6g プ 脂質 0.28 
炭水化物 31.3g 塩分 0.0g 


る @ 肖 の ポ 0 ン 
つぶ し た ご は ん を 丸め る 


借 ラッ プ の 四隅 を 合わ せ て 絞り ます 。 介 護 者 が 見 本 を 示 
し 、 、 生 。 8、 


ーー 
ギュ ッ と 絞り 、 
お 団子 みた い に 


で 葬 の ポ し か 
皿 に 取り 出す 時 

@⑯ 紙 コ ッ プ を ひっ くり 

返し 、 緑 を 左右 に ゆ 

っ くり 引っ 張る と 、 

水 よう か ん の 形 が 崩 

れず に 出し や すく な ーー 一 み 

り ます 。 緑 を 左右 に 引っ 張る 
@ 取り 出し づら い 場合 

は 、 紙 コ ッ プ の 緑 に 

ハサミ で 切り 込み を 

入れ 、 手 で 紙 コ ッ プ 

を 破っ て 取り 出し ま 

す 。 紙 コ ッ プ を 破る 
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丸く し て くだ さい ね 


] 果物 を 刻み 、 紙 コッ プ に 入れ る 


果物 を 小さ く 刻 み 、 切 っ て 


お いた 紙 コ ッ プ に 入れ る 。 
底 が 少し 見 える くら い の す 
き 間 を あけ て 入れ る 。 
よう か ん 液 が 入る 
ン すき 則 を 作る こと で 


固まり や すく な る 


の ご は ん を つぶ し 、 丸め る 


あたたか い ご は ん に 砂糖 を 
加え 、 全 体 を よく 混ぜ る 。 
5 等 分 に する 。 


砂 煽 を 加え る こと で 
ご は ん が 固く な り に くい 


広げ た ラッ プ の 中 央 に 175 量 
の ご は ん を の せ て 折り た た 
む 。 その 上 か ら 、 指 先 で ご 
は ん 粒 を つぶ す 。 


ご は ん の 粒 を 
指 で は さん で 
つぶ す と よい 


ラッ プ を 広げ て ご は ん を 包 
み 直 し 、 ラ ッ プ の 上 部 を 絞 
りな が ら 、 丸 く 形 を 整え る 。 
ラッ プ を は ず し 、 丸 め た ご 
は ん を 紙 コ ッ プ の 中 央 に 置 
く 。 


[ is 


固め る 
あん こ に 水 50ml を 加え て ゴ 
ムペ ラ で よく 混ぜ る 。 あ ん 
こ て が ゆる く な り 、 ぜ ん ざい 
の よう に な れ ば よい 。 


耐熱 ポ ボウ ル に 粉 寒天 を 入れ 、 
水 100m を 少し ずつ 加え て 、 
混ぜ る 。 ラ ッ プ を し て 電子 
レン ジ (600W) で 2 分 加熱 。 
ラッ プ を は ず し 、 水 で ゆる 
め た あん こ を 加え 、 よ く 混 
ぜ て よう か ん 液 を 作る 。 


紙 コ ッ プ に 、 よ うか ん 液 を 

ご は ん 玉 が 隠れ る くら い 注 

ぎ 入 れる 。 冷蔵 庫 で 冷や し 
、 皿 に ひっ くり 返す 。 


途中 で よう か ん 液 が 
固まっ た ら 、 電 子 レ ンジ で 
30 秒 加 熱 する と 、 

再び ゆる く な る 


NT1 五平 餅 


香ばし く 焼 けた ご は ん と 、 甘 い 味噌 ダレ が 食欲 を そそ り ま す 。 
手作り の 袋 に 入れ る と 持ち や すく 、 見 た 目 も 楽し げ で す 。 


レシ ピ ・ 料 理 能 谷 真 由美 (ラク レム デクレ ム ) 指導 藤原 記 代 子 (社会 福祉 法人 三 悪 会 平塚 構 ホ ー ム ・ 管 理 栄 義士) 
イラ スト ささ き と も え 写真 < 伏見 早織 (世界 文 作 ホールディングス ) 


ご は ん の ココ が good ! 
人 @ 残り ご は ん (冷凍 ) で も 作れ る ! 


@ し っ か りつ ぶす と も ち も ち 感 が 出る ! 


@ 手指 の 巧 級 性 や 遂行 機能 の 維持 ・ 向 上 を 図る 。 
人 @ 指 で つぶ す 、 成 形 す る こと で 指 に 力 が 入る 。 
人 @ 懐か し い お や つが 、 会 話 の きっ か け に な る 。 


< / ーー 欠 さこ 
ラ うぶ す ?* だ に N 
2 する 和議 て れる 


@ 材料 (8 但 分 ) 基本 の 作り 方 


ご は ん 400 g プ 砂糖 大 さじ 4 


の me 大 gp1 昌 」 当 ど は ん を つぶ し 、 小判 形 に する 


@ 用 具 ラッ プ を 広げ 、 8 等 分 し た 
3 炊飯 器 / 計 量 ス プー ン (大 さじ ) ご は ん を の せる 。 ラ ッ プ の 
プラ ッ プ ン ポ ボウ ルプ ゴ ムペ ラン 端 を 折り た た み 、 こぶ し で 
ティ ー ス ブー ンプ / フ ライ 返し プ ホ 7。 人 
ッ ト プ レー トワ ックス ペー バー ぷれ た ら 、 
oo Ar く 押し つき す 。 
・ 利 用 者 と 一 緒 に 、 ワ ックス ペー パー (オー ブン シー ト で も よい ) 


! し っ か りつ ぶす こと で 
で 五平 餅 を 入れ る 袋 を 折っ て お く 。 も ち も ち 食 感 が 増す 


つぶ し た ご は ん を 、 厚 さ 1 
ー2 qm の 手のひら より 小さ 
い 小判 形 に する 。 


手のひら を 寄せ な が ら 
ご は ん を 小判 形 に 整え る 


1 個 あたり の 成分 


エネ ルギー 125kcal た ん ば く 質 2.3g プ 脂質 1.8g 
炭水化物 24.4g 塩分 0.5g 


@ 15cn 四 方 に 切っ た ワッ クス ペー パー を 図 の よう に 折る 。 2 味噌 ダレ を 作る 
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味噌 と 砂 炉 を ポ ウ ル に 入 
れ 、 全 体 を 混ぜ 合わ せる 。 
水 を 加え て 、 さ ら に よく 混 
ぜ る 。 


味噌 の か た まり を 
つぶ し 、 滑 ら か に する 
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⑧ 1 、2 の 順 で 、 三 つ 
① 半 分 に 折り 、 三 角 を 折り に する 。 白 す り ご ま を 加え て 、 全 体 
作る 。 を よく 混ぜ る 。 味噌 ダレ の 
で き あ が り 。 
③ 点 参 で 手前 と 向う で き あ が り ー・ た る 
SEM 3③ ご は ん を 焼き 、 味 噌 ダレ を 塗る 
ホッ ト プ レ ー ト を 180C に 
温め る 。 小 判 形 の ご は ん を 
の せ 、 両 面 を 3 分 ずつ 焼い 
の ポイ て 焼き 目 を し つか りつ ける 。 
り ヽ 
で 要 ご ピ 形 が 崩れ や すい の で 
し っ か り 焼 け て か ら 
味噌 ダレ の つけ すぎ を 防ぐ ひっ くり 返す 
@ 味 憎 ダレ を つけ すぎ る と 、 塩 分 の 摂り すぎ に な り 焼き 目 を つけ た ご は ん の 片 
ます 。 テ ィ ー ス ブー ン 1 杯 を 目安 に 、 利 用 者 に 塗 面 に 、 味 噌 ダレ を 流 り 広げ 
っ つて も らい まし ょ う 。 る 。 


スプ ブー ン 1 杯 分 を 
ご は ん に 塗り 

げ て くだ さい 
ワッ クス ペー バー の 袋 に 、 
味噌 ダレ を 塗っ た 五平 餅 を 
入れ る 。 


の の りら 696 の 9@ き @ 


Cate 


「 レ クリ エ 】 の 読者 か らい た だ いた 、 制作 物 の 写真 を 紹介 する レク リエ カフ ェ 。 こ ん な も の 作っ た よ ! 
こん な こと が あり まし た ! な ど 介 護 の 現場 で の 感動 、 喜 び 、 驚 き な ど を どん どん お 寄せ くだ さい 。 


お た より を ご 紹介 し ます ! 


生き が い の 森 高 寿 円 ( 海 


まる みつ で いる 一 お (性 島 県) デイ サー ビス ぼく ん 家 (千代 県 ) 


「 レ クリ エ 』 を 参考 に し な が ら 制 作 し まし た 。 
梅 は 、 本 物 の 枝 に 画用紙 で 作っ た 花 を 貼り 、 
立体 感 を 出し まし た 。 


ちぎ り 絵 で 壁面 を 制作 し まし た 。 ボ イン ト は 
桜の 木 を 立体 に し た こと で す 。 壁 面 を 飾る と 
施設 内 が バッ と 明る く な り ま し た 。 


『 レ クリ エ 』 3・4 月 号 を 参考 に 作り まし た 。 
お 花 紙 を 開く 時 に 、 利 用 者 様 が それ ぞ れ や り 
や すい 方 法 を 見 つけ な が ら 進 め ま し た 。 


デイ サー ビス 胸 ど り の 抑 (兵庫 県 ぬく も り 荘 デイ サー ビス (居城 県 デイ サー ビス セン ター KOBE 岡 本 (兵庫 県 ) 
> ーー veces 
NO に 


OK 


「 レ クリ エ | 3・4 月 号 を 参考 に 制作 し まし た 。 『 レ クリ エ 」 を 参考 に 、 利 用 者 様 と お 花 紙 を | 桜の 幹 は 障子 紙 で 、 花 は お 花 紙 で 制作 し まし 
年 は お 花見 が 中 止 に は つっ て し まい まし た が 、 切っ た り 結ん だ り し て 制作 し まし た 。 施 設 の | た 。 本 物 と 見 間違う ば か り の 壁面 が で き 、 室 
イフ ロア に は 桜 が 満開 で す 。 中 に も 春 が 訪れ 、 毎 日 お 花見 を し て いま す 。 | 内 で お 花見 を 楽し た で いま す 。 


普 


、、) 

、 
中. 
0 
「 も うす ぐ 満 開 だ ね ー」 と 言い な が ら 桜 の 花 


を 貼り まし た 。 今年 は 桜の 壁面 4 見 な が ら 部 
屋 の 中 で お 花見 を 楽し み ま す 。 


中 ) ぶ やぶ m テ ー 半 は 一 で 
( 手 軸 翌 ) dt ロロ 寺山 


( 拓 三 | 
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利用 者 様 全 員 で 協力 し 、 155cmx 110cm の 大 作 
を 制作 し まし た 。 壁 に 貼る と 、「 春 が 来 た ! 」 
と 拍手 が わき 起こ り ま し た 。 


『 レ クリ エ 」2019 年 3・4 月 号 を 参考 に 、 利 用 
者 様 と コツ コツ 作り まし た 。「 お 花見 に 行っ 
た 気分 に な れ た 」 と 喜ん で くだ さり まし た 。 
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1 スム 4 ム AAAA ぬ A48 


る と 人 ks 
「 レ クリ エ 』 3・4 月 号 を 参考 に 、 ひ な 壇 に し 


て 飾り まし た 。 毎日 自分 の ひな 人 形 を 探し 
て 、 な が め て いる 利用 者 様 も ちい ます 。 


難し いと お っ し ゃ る 利用 者 様 も いら っ し ゃ い 
まし た が 、 完 成 後 は 笑顔 を 見 せ 、「 次 の 作品 
が 楽し み ] と 意欲 を 高め て いま し た 。 


『 レ クリ エ 」 1・2 月 号 か ら 、 一 足早 く 春 を 感 
じ ら れ る よう 水仙 を 制作 し まし た 。 大 き な 花 
で 追 力 満点 に 仕上 が り ま し た 。 


『 レ クリ エ 」 1・2 月 号 を 参考 に 、 利 用 者 様 全 
上 員 で 作り まし た 。 大 変 で し た が 、「 キ レイ や 
ね ぇ 」 と 喜ん で いら っ し ゃ いま し た 。 
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毎月 、 季 節 に 合わ せ て ちぎ り 絵 を 制作 し て い 
ます 。 一 枚 一 枚 丁寧 に 貼る こと と で 、 持 続 力 や 
集中 力 が 身 に つき まし た 。 


ちぎ り 絵 で お ひな さま の 壁面 を 制作 し まし 
た 。 2 人 の 利用 者 様 が 、 色 合い か ら じ っ くり 
考え 、 2 週間 か け て 作り まし た 。 


の 皿 本 4 
て Oo 
"人 還 に 


「 レ クリ エ 」 1・2 月 号 か ら 、「 早 春の 水仙 ] を 
制作 し まし た 。 利 用 者 様 の 日 々 の 様子 と 一 緒 
に 展示 し 、 ご 家族 様 に も 喜ば れ て いま す 。 


お り が み で 折っ た ハー ト を 一 枚 ずつ 貼り 合わ 
せ 、 大 き な ひ な 人 形 を 作り まし た 。 長 い 時 間 
を か け て 、 頑 張っ て 完成 させ まし た 。 


「 レ クリ エ 」2019 年 3・4 月 号 を 参考 に 、 桜 の 
壁面 を 制作 し まし た 。 利 用 者 様 と た くさ ん 話 
を し な が ら 、 楽 し く 作 り ま し た 。 


「 レ クリ エ 」 3・4 月 号 を 参考 に 、 お ひな さま 
を 制作 し まし た 。 金 扉 風 と 梅 の 花 の 前 に 並べ 
て 飾る と 、 皆 様 喜 ば れ て いま し た 。 


「 レ クリ エ 』 1・2 月 号 を 参考 に 、 季 節 を 意識 
し な が ら 作 り ま し た 。 毎 月 「 レ クリ エ 」 を 楽 
し み に 、 取 り 組 ん で いま す 。 


利用 者 様 は 「 折 る ・ 切 る ・ 貼 る ] の 3 工程 に 
分 か れ て 制作 し まし た 。 デ イサ ービス に 満開 
の 桜 が 咲き まし た 。 


トイ レッ トペ ー バ ー の 芯 を 98 本 も 使っ た 大 作 | 「 レ クリ エ 』 1・2 月 号 の 「 鯛 の 吊る し 飾り 」 を | 利用 者 様 と 一 緒 に 、 寒 棒 の ちぎ り 絵 を 制作 し 
の こい の ぼり で す 。 芯 の 一 つ ひ と つ に お り が | アレ ンジ し 、 壁 面 に し まし た 。 毎月 、 立 体感 | まし た 。 利 用 者 様 の アイ デア の 黄色 の 椿 が 、 
み を ちぎ っ て 貼り まし た 。 の ある 作品 作り に 取り 組ん で いま す 。 アク セン ト に な っ て 素敵 に 仕上 が り ま し た 。 


「 レ クリ エ 」2018 年 特別 号 を 参考 に 、 新 聞 広告 | お り が みや フェ ルト を 使っ て 、 富 士 山 と 花畑 | 「 レ クリ エ 』 を 参考 に 作り まし た 。 ち ぎり 絵 


を ちぎ っ て 貼り 合わ せま し た 。 利 用 者 様 5 名 | を 作り まし た 。 完成 後 は 、 利 用 者 様 の 笑顔 が | や 書道 は 利用 者 様 と 一 緒 に 制作 。 輝 か し い 令 
で 構図 や 色合い を 考え まし た 。 花 の よう に 咲き まし た 。 和 の 時 代 に な る よう 願い を 込め まし た 。 


丸め た 新聞 紙 を 芯 に し て 、 お り が み で 包ん で | 利用 者 様 と 一 枚 一 枚 お 面 を 制作 し 、 1 つの 作 | 約 1 か 月 か け 、 み ん な で 力 を 合わ せ て ちぎ り 
色 を つけ まし た 。 全 長 2 m の 迫力 ある 鬼 が 完 | 品 に し まし た 。 玄 関 に 飾っ て いる た め 、 同 じ | 絵 の 壁面 を 制作 し まし た 。 壁 に 貼る と 迫力 が 
成 し ま し た 。 法人 の 保育 園児 に も 好評 で す 。 増し 、 利 用 者 様 に 電 ば れ て いま す 。 


『 レ クリ エ 」 2019 年 1・2 月 号 の ぬり 絵 を 拡大 | すず らん テー プ で ボン ボン を 作り 、 下 絵 に 貼 | 『 レ クリ エ 』2019 年 1・2 月 号 の ぬり 絵 を ちぎ 
し 、15 枚 の バー ツ に 分 け て 制作 し まし た 。 最 | りつ け て 壁面 を 作り まし た 。 立 体 的 で と て も | り 絵 に アレ ンジ 。 制 作 が 好き な 利用 者 様 2 人 
後 は バズ ル の よう に 組み 立て まし た 。 きれ い に 仕上 が り ま し た 。 で 協力 し 、 素 敵 に 仕上 が り ま し た 。 
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リフ レ ま え だ 病 院 (山口 県 デイ サー ビス ここ あ 吟 水 (福岡 上 ) 


旭ヶ丘 ショ ー ト ステ イ た ん ぼぼ ば 郊 ( 財 息 県) 


2020 年 は ね ずみ 年 と いう こと で 、 お 花 紙 で 壁 
面 を 作り まし た 。 年 始め の 制作 と し て 、 あ え 
て 紅白 の み で めで た く 仕 上 げ ま し た 。 


細く 切っ た 画用紙 を 丸め て 制作 し まし た 。 利 
用 者 様 みん な で 力 を 合わ せ 、 半 年 か け て 作り 
上 げ ま し た 。 


新年 を 祝っ て 、 縁 起 の よい 壁面 を 制作 し 飾っ 
て いま す 。 亀 の 甲 座 を 立体 的 に し た り 、 岩 や 
鶴 の 色 使 い を 工夫 し た り し まし た 。 


デイ サー ビス りん りん (東京 者 養護 考 人 ホー ム 避 寿 園 ( 席 児 人 県) ニチ イケ アセ ンタ ー 三 沢 通所 介護 ( 青 訂 県) 


駐 に る 

ee 
年 

に > ーー 大 っ 8 


制作 期間 2 か 月 を か け て 作っ た 300cmX150cm | 令 和 初め て の 正月 を 皆さん で 迎え る た め に 、| 「 レ クリ エ 』2018 年 3・4 月 号 を 参考 に 作り ま 
の 大 き な 壁 面 で す 。 一 番 大 き な ひ まわ り は 利 | 色 画用紙 や お り が みな ど を 使っ て 獅子 や 門松 | し た 。 貼 る 作業 が 中 心 な の で 、 皆 様 上 手 に 作 
用 者 様 の 顔 た り も 大 きい も の で し た 。 の ちぎ り 絵 を 制作 し まし た 。 る こと と が で きま し た 。 


デイ サー ビス セン ター こも れ び (長野 県 アマ リリ ス 介 護 サ ービス 析 槻 ( 凡 剛 上) ヴィ レッ タデ ィ ー オ ー ア イ ( 千 箇 県 ) 
I 「 


SE い < ば い 


室 ド は いな い 


「 レ クリ エ 」 1・2 月 号 を 参考 に 、 利 用 者 様 が | 利用 者 様 に ボド ー ズ を と っ て も ら っ て 写真 を と | 椿 の 花 言葉 の よう に 「 気 取ら な い 優美 さ 」 を 
思い 思い の 表情 の 鬼 を 制作 し まし た 。 な か に | り 、 み ん な で 富士山 に 登り まし た 。「 初 め て | 持ち 合わ せ た 利 用 者 様 と 、 ス タッ フ の 共同 作 
は 、 ご 自身 に 似 て いる と お っ し ゃ る 方 も 。 登っ た ね ー」 と 喜ば れ て いま し た 。 業 で 制作 し まし た 。 


上 コ 

思 ロ 
まき ー ア 
シ ー ハ 
を | 悦 
頑 こつ デー ー 青 
8 ュー % 計 
い 回 記 K ご 前 島 
半 地 | 自 
訪 ほ プ | 加 げ 5 玉 
H 4 語 『 ら 


『 レ クリ エ ] 2019 年 11・12 月 号 「 う ず 巻 き の ミ 
ニ ツ リー」 を アレ ンジ し て 、 大 き な ク リス マ 
ス ツ リ ー が で き あ が り ま し た 。 


いつ も 季節 に 応じ た 壁面 を 制作 し て いま す 。 
今回 は 利用 者 様 一 人 ひと り に リー ス を 制作 し 
て いた だ き 、 ツ リー の 形 に 仕上 げ ま し た 。 


今年 の 年 間 カ レン ダー を 制作 し まし た 。 細長 
く 切 っ た 色 画 用 紙 を 、 つ ま よ うじ で クル クル 
巻い た 物 を 使っ て バー ツ を 作っ て いま す 。 
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石川 町 老人 デイ サー ビス 長生 園 (本 人 上 


アー ス サ ポ ー ト 仙台 泉 デ イサ ービス (宮城 県) 


2 ] 上 


磯 沼 幸 デ イサ ービス セン ター ( 寿 胡 県 


ー 全 二 議 _[ 


お り が み 1200 枚 を 利用 者 様 に 折っ て いた だ 
き 、 当 デイ サー ビス 始ま っ て 以来 、 一 番 大 き 
な 作品 に な り まし た 。 


「 レ クリ エ 』 2016 年 11・12 月 号 か の ら ア レン ジ し 
て 、 ボ イン セ チ ア の リー ス を 制作 し まし た 。 
華やか な 作品 に 仕上 が り ま し た 。 


「 レ クリ エ 』2015 年 11・12 月 号 を 参考 に 壁面 を 
作り まし た 。 ボ イン セ チ ア に は お り が み を 
使っ て いま す 。 


デイ ハウ ス 春の 日 ( 滋 加 デイ サー ビス 延岡 文化 村 梅 の 騨 (宮崎 県 特別 養護 考 人 ホー ム 養 寿 園 ( 長 二 県 


萬 飾 北斎 の 「 赤 富士 」 を 新聞 紙 の ちぎ り 絵 で | 「 レ クリ エ 』2019 年 11・12 月 号 を 参考 に 秋 の 壁 | 画用紙 一 枚 一 枚 に 心 を 込め て 制作 し た も の 
制作 し まし た 。 制 作 期間 は 半年 間 。 利 用 者 様 | 面 を 制作 。 さ ら に 12 月 に は 落ち 葉 を 外し て ク | を 、 貼 り 合わ せ て 素敵 な 壁面 に し まし た 。 訪 
と 戦 員 が 一 丸 と な っ て 取り 組み まし た 。 リス マス パー ジョ ン に 変身 させ まし た 。 れ た 方 に も 楽し ん で いた だ いて いま す 。 


グル ー プ ホー ム 花 ・ 花 (大 分 県 デイ サー ビス セン ター た ちば な (埼玉 県) 
ず 


月 ご と に 季節 の 絵 を 選び 、 ち ぎり 絵 で カレ ン | 施設 の 周り に は 自然 が た くさ ん あり ます 。 そ | も み じ の 葉 は 利用 者 様 が 思い 思い の 色 を 塗り 
ダー を 作っ て いま す 。 毎日 少し ずつ 貼っ て い | こ で 『 レ クリ エ 』 2018 年 特別 号 を 参考 に 、 紅 葉 | まし た 。 一 枚 一 枚 の 個性 を 感じ られ る 作品 に 
き 、 で き あ が る 喜び を 味わっ て いま す 。 の 風景 た を イメー ジ し な が ら 作り まし た 。 な り ま し た 。 
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2 か 月 か け て 利用 者 様 と 制作 し た お 花 紙 の サ 
ンタ と 雪だるま で す 。 サ ンタ は 高 さ 1 m を 超 
える 大 き さ で 、 完成 時 は 感動 し まし た 。 


『 レ クリ エ 」 を 参考 に 、 利 用 者 様 と 一 緒 に 毎 
月 制作 を 楽し ん で いま す 。 完成 し た 作品 は 大 
き な 壁 に 飾っ て 見 られ る よう に し て いま す 。 


早く 暖か く な り 、 毎 日 散歩 に 出かけ られ る よ 
うに と 、 春 を 告げ る 梅 の 木 を グル ー プ ホー ム 
の 中 に 咲か せま し た 。 
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住宅 型 有料 老 人 ホー ム 妥 和 (5 
に 


つつ み デ イサ ービス セン ター (長野 県 ) 


T 
日 


気軽 に 初 語 が で きる よう に 、 段 ボー ル に 赤い 
布 を 巻い て 鳥居 を 作り まし た 。 利 用 者 様 の 絵 
馬 や お 奏 壮 箱 も 置き 、 工 夫 し まし た 。 


『 レ クリ エ 』2019 年 9・10 月 号 の 「 秋 の りん ご 
園 」 を 制作 し まし た 。 色 と り ど りな 壁面 が 完 
成 し 、 館 内 が に ぎ や か に な り ま し た 。 


「 レ クリ エ 」 の 「 福 を 呼ぶ 招き 猫 ] に お り が み 
で 飾り つけ を し まし た 。 顔 も 好き な よう に 描 
き 、 色 々 な 表情 の 招き 猫 が 完成 し まし た 。 


條 き ) 三 剖 OO と エ KKー キ へ 
( 吉 居 ) AVHNY7XHN 
( 佑 隊 ) 店 紹 トー 半 


夏 祭 り に 向け 、3 か 月 か け て 利用 者 様 と みこ し 
を 作り まし た 。 お か げ で 8 月 の 夏 祭 り は 大 成 
功 に 終わ り ま し た 。 


いつ も 「 レ クリ エ 』 を 参考 に 制作 し て いま 
す 。2019 年 11・12 月 号 の 「 う ず 巻 き の ミ ニ ツ 
リー」 を 繋げ て 巨大 ツリ ー を 作り まし た 。 


投稿 お 待ち し て お り ま す ! 


皆さま の 取り 組み や 介護 に まつ わる エピ ソー ド を お 送り くだ さい 。 
レク リエ 本 誌 、 電 子 書籍 、 ホ ー ム ペー ジ で ご 紹介 し ます 。 


利用 者 様 一 人 ひと り に お り が み で 椿 ・ 梅 ・ 水 
仙 を 作っ て いた だ きま し た 。 そ れ ぞ れ の 個性 
が 集まっ て 、 素 敵 な 花園 が で きま し た 。 


便 こち ら ま で お 送り くだ さい 掲載 それ た 方 に は 
記念 品 を 差し 上 げ ま す | 


"写真 ・ お た より は … Er 


人 や 行 作物 、 行 者 で の な 直志 102=8187 東京 都 代 田 区 九 邊 北 4.2-29 
冬子 な どの 写真 を 簡単 な エビ < 人 界 文化 ライ フケ アレ クリ エ カ フ ェ 」 係 
ソー ド を 添え て お 送り くだ さ : 回 


い 。 介 護 で の 喜び や 感動 、 利 


用 者 と の エピ ソー ド な ど お た 


。 より は 何で も 大 歓迎 “ r-cafe@sekaibunka.co.jp 


ie メー ル の 件 名 を 「 レ クリ エ カ フ ェ 」 と し 、 お 名 前 と 連絡 先 、 エ ファ イリ ング クリ アフ ァイル 1 個 
ピ ソ ー ド を 添え て 写真 を お 送り くだ さい 。 編集 部 か ら 返 信 す る 。 佳人 けし て 居 で きる 便利 な クリ アフ ァ 
場合 が あり ます の で 、 携 電話 か ら の 投稿 の 隊 は 、 上 記 ア ドレ 。。。 イル で す 。 お し ゃ れ な 絵柄 が 素 。 


『 ア ヽ ニ 。 。 ス か ら の メー ルル: 2 だ さい 。 束 絵柄 は 細 集 部 に お まかせ くだ さい 。 記 
で イン スタ グラ ム で は か ら 6 ル を 受信 で きる よう 下 定 し て くだ さい は 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


レク リエ を 参考 に し て 作っ た 制作 
: 物 を どん どん アッ プ し て くだ さい 。 


: 【 応 募 時 の 注意 】 
@ お そ 前 (事業 所 名 )・ ご 住所 ・ お 電話 番号 ・ 簡 単 な た エピソード を 明記 の うえ 、 上 記 の 苑 先 に お 送り くだ さい 。 


1 応募 の お た より 、 写 真 は 他 誌 に 投稿 され た も の は ご 遠慮 くだ さい 。 また 、 制 作物 な ど で 参 考 に され た 妊 箇 ・ 雑 誌 が 
# レ ク 工 見 て 作っ た よ あれ ば 、 書 名 ・ 雑 誌 名 を お 書き 添え くだ さい 。 
# レ クリ エ 写真 を 投稿 され る 場合 は 、 写 っ て いる ご 本 人 (必要 で あれ ば ご 表 族 ) や 団体 責任 者 の 了承 を 得 て く だ さい 。 
-。 の ハッ シュ タグ を つけ て ご 有 送 で お 送り いた だ いた お た より 、 写 真 は 珠 則 と し て 返却 いた し ませ ん 。 投稿 され て か ら 揚 壇 まで 、 時 間 が か か る 
-。 くだ さい ね ! コ こと が あり ます 。 投稿 多数 の 場合 、 編 集 部 で 掲載 作品 を 選ば せ て いた だ く こ と が あり ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 く 


"中 _ だ さい 。 
@ 110 ペ ー ジ の 「 個 人 情報 の 取り 扱い に つい て 」 を お 読み いた だ さき 、 利 用 目的 等 に 同意 の うえ 、 ご 投稿 くだ さい 。 


夏場 で も お 尻 の 下 が 燕 れ に くい 


抗菌 防臭 ・ 消 臭 の 効果 と 蒸れ に くさ を 持つ 、 い 草 を 使用 し た ク 
ッ シ ョ ン 。 夏場 で も お 尻 の 下 が 蒸 れ に くく 快適 に 使用 で きま す 。 
クッ ショ ン 性 に も 優れ て いる の で 、 長 時 間 座 っ て も 疲れ ませ ん 。 
ほん の り と 、 い 草 の 香り が た だ よい 、 リ ラッ クス 効果 も 。 


介護 現場 に 
お すす め の 
ポイ ント い草 は 汗 臭 や 加 浮 臭 の 原因 
と な る 物質 を 減ら し 、 消 邊 
する こと が で きま す 。 消 邊 適度 な 厚 さ と クッ 
剤 を 使う こと な く 、 い つ で ショ ン 性 が ある 


も 心地 よく 使え ます 。 


い草 は 高齢 者 も 規 し み 
や すい 素材 。 慣 れ 親 し 
ん だ 畳 の 香り で 、 安心 
し て 使用 し て いた だ く 
こと が で きま す 。 


前 
手前 を 回 く 
する こと で 、 
滑り 落ち を 予防 
施設 や 家庭 の グミ 
いす に も レデ バ 


の で 車いす に も 


お 尻 さ ら っ と クッ ショ ン 
素材 : い草 、 ポ リエ ステ ル 綿 * 
, サイ ズ : 約 40omX40cm 1 
! 価格 : 3.300 円 税別 ) 1 


人 株 式 会 社 イ ケ ヒ コ ・ コ ー ボ レー ショ ン 
〒830-0424 福岡 県 三 敬 郡 大 木町 三 八 松 1052 
画 0120-53-5317 https://ikehiko.com 


使え る ! 便 利 ! で 選ん だ 


PICKUP! 


編集 部 が 取材 で 出合 っ た 、 優 れ も の を ご 紹介 し ます 


| 胃 | IN 全 才 | 1 1 | | 邊 使える! 便利 ! で 四 ん だ | 
力 が 弱く て も 楽に は ける レル グリ エ 
お し り ス ルッ と パン ツ PICKUP! 


「 後 ろ に 手 が 回 り に くい 」「 力 が 弱く ズボン を 引き 上 げ る こと が 難 ーー ニー こ 
し い 」。 そん な 人 に も 、 ス ルッ と は く こ と が で きる 「 お し り ス ル 
ッ と パン ツ 』。 ウエ スト に 工夫 が 施さ れ て いる の で 、 は きやすい 
の に ずり 落ち に くく な っ て いま す 。 普段 着 か ら お し ゃ れ 用 まで 
広く 使い や すい デザ イン も うれ し い 。 


利用 者 に お すす まま 利用 者 に お すす め の 
利用 者 に お す め 0 1 導 も 1 ボイン ト 2 


な め ら か な 滑り や すい 
生地 で は きやすい 


パンツ は 裏表 と も に 滑り や すい 生 
地 で 作ら れ て お り 、 肌 着 や 靴下 に 
引っ か か ら ず は け ま す 。 利用 者 自 
身 が 着替え る 場合 も 、 介 護 者 が 手 
伝 う 場合 も スム ー ズ に 着脱 可能 。 


ゆっ た り と し た ゴム & 
すり 落ち 防止 の つい 
た ウエ スト 


ウエ スト の ゴム は 大 きめ に 設定 
され て お り 、 引 き 上 げ や すく な 
っ て いま す 。 パ ン ツ の 前 側 に 滑 
り 止 め の ゴ ム が つい て いる た め 、 
ずり 落ち に くく 、 安心 で す 。 


利用 者 に お すす め の に 1 


お 出かけ に も ちょ うど いい デザ イン 


どん な 服 に も 合う シン ブル な デザ イン で 、 生 地 の 
織り 柄 が お し ゃ れ 。 両 肝 に は ポケット が つい て い 
て 使い や すい 仕様 で す 。 色 は 2 色 か ら 選 べ ま す 。 


お し り ス ルッ と バン ツ ( 婦 人 ・ 通 年 用 ) 


紳士 用 や 、 ! カラ ー: ブ ラッ ク 、 ペー ジュ 
涼 ! 素材 : ボ リエ ステ ル 969%、 ボ ポリ ウレ タン 49% 
涼し く は ける 春 夏 用 、 サイ ズ :S、 ML L、 和 
デニ ム や スト ライ ブ 柄 の ! 価格:4.980 円 (者) 
商品 も あり ます 人 株 式 会 社 ケ アフ ァ ッ ショ ン 


〒541-0056 大 阪 市 中 央 区 久太郎 町 3-4-12 
合 06-4963-8280 http://www.carefashion.co.jp 


Li 1! | 回 | | | 問 1 国 oo 還 | 


制作 向け の ちぎ りや すい マス キン グ テ ー プ レグ リ he 
PickU 


誰 で も 簡単 に マス キン グ テ ー ブ を 使っ た 制作 が で きる よう 、 従 
来 の も の より も 薄く て ちぎ りや すい 素材 で 作ら れ た 商品 で す 。 
美しい 色 や デザ イン は その まま 、 力 が 弱く て も マス キン グ テ ー 
プ を 使っ た 制作 を 楽し むこ と が で きま す 。 


薄く て ちぎ りや すい 


た くさ ん の 色 と 柄 


和 


ンー 


太 さ も バリ エー ショ ン が あり ます 


マス キン グ テ ー プ は 貼っ て は 
が せる の で 、 何 度 で も や り 直 
せる と ころ も 鬼 力 。 手 や 机 に 
つい た 破片 も きれ い に は が せ 
て 、 片づけ も 簡単 で す 。 


色 ご と に 分 けら れ た 大 容量 な ボッ クス セッ ト と 、 テ ー マ ご と に 分 けら れ た 
少量 セッ ト の 2 種類 を 公式 オン ライ ン シ ョ ッ プ で 先行 販売 中 ! 


く 内 容 例 > 
@ 15mmx7m 19 種 ( 各 3 個 ) 
も ば ] 
四国 5 NNNN BSSS 
: | 時計 蘭 有三 
< 内 容 例 > 2 | 同 還 紀 時 そそ す 
@ 15mmx7m 5 竹 H こ @ 6mmx7m 4 種 ( 各 3 個 ) 


人 30mmX7m 3 種 ( 各 3 個 ) 


『 
! mt ちぎ は り WORKSHOP TAPE BOX 7 
! : 1! (Red/Ble/Green/Yellow/BlackWhite) 


! mt ちぎ は り BOX 1 
! (くれ よん セッ トノ 水彩 絵 の !!( 背 景 A セ ッ ト ノ 育 景 B セ ッ ト ) 
! 具 セッ トノ 色色 生 セ ッ ト )  !! 


! 内 容 : 15mX7m 5 種 ( 各 1 個 )! ! 内 容 : 30nmX7m 2 種 ( 各 1 個 )! ・ 
! 価格 : 925 円 (税別 ) : 740 円 (税別 ) 3 ! 価格 : 各 12.000 円 (税別 ) 人 な 086-465-5800 


mt ちぎ は り BOX 


ttps://WWw.masking-tape.jp 


(虐待 の 芽 る 】 簡 お た め に 
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1J 宝 民主 8 応じ 興和 刀 っ 
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ー プ 


っ て いて 


NG 痢 幅 匿 国 で ・ 

病 憶 十 軒 案 叶 め 上 性 る 
" 胸 舞 ・ 太 収 時 @ 電 往 地 窯 8 
生々 府 長 つじ 26 生 "や つり NM 
束 つじ 察 選 じ StQS 篤 垢 福 押 く 
@ 間 普 直 組め ゃ " に SNNS7 是 
購 志 重 直 案 計 管 選 叶 角 塊 届 つ や 
垢 皿 箇 幅 王 り 外 Q 圭 拓 深 隊 G コ 
ひい P 篤 避 約 解 直 宗 ” 吾 下 写 
質 直 守 ざ め 窒 守 冠 下 り 人 SQ 
和 介 で 人 6 や " つ 公 つり 避 可 の 
で NO 下 形 弄 暫 直 癌 @ 上 地 せ ゴ 6 | 
下り 0 代 っ 2 の く 愉 で し っ が 6" 

態 G 困 容 や 環 弟 染 案 長い Q 十 
幡 革 下 委 SG つや 心 ce WS 
ご い ロ "を 弧 限 公 百 XRNo 束 組 史 
くべ 坪 に 所 りく 本 錯 委 人 SN6" 


こく さい 9 リエ アベ ご 
で 58 代 る ホーK 党 ホン 6 祥 マ 
祥 に 四半 演 @ 亜 団 要 富 " y 
で せ 寺 心 Kー さ KS 析 編 公 " 垢 富 管 
く <@ 箇 靖 に 相称 究 枚 和 衛 NO | 田 叶 の 
に 2 いこ 


地 編 視 り べ 組 軍 * 区 慌 間 
人 N@ 地 編 禄 内 蝶 誤 当 所 


垢 揚 護 く @ 箇 琵 法 賠 記 Mo 代 
信 ” 福 視 証 G 組 定評 欄 め 牧 0 りり 
移 思 写り" 計 堂 暫時 り 「 字 拓 押 者 形 
@ 加 当 ′ 尋 唱 訓 G 負 語 扱い O 
羽 弄 否 下地 醤 」 (県 所 ” 吉 幅 
舞 導 下 当 当 ) 公 選民 6 つり 
り 6 決 二 や せ " 拍 唱 畠 症 「 作 
PUE EYES 
お や し 枚 0Q 析 靖史 「 作 誠 有 


唄 〇 し 細 形 的 豆 当 つの の る 忠志 
起り SQS や "8 尺 / で 総 陣容 
3" 畠 臣 公記 皿 弄 を WS 必 選 全 
に 求人 選 理 介 東 や 表 球 の る 伴 ン 
玖 選 6 包 べ " 所 血 沖 環 症 泡 当 才 
糧 選 記せ Gt の ひで ホーK 避 の 緩 
*” 猪 替 @ 証 給 守 せ 選 沙 GS 記 
癌 ロ S 並 yy 講 信 ぐ で On 旧い 
P 避 つ ? 


鍵 を か け て 出 ら れ な いよ 


と を ば か に する 革 本 人 が いる 前 で 悪口 を 言う 午 呼 


た た く 、 つね る 、 蹴る 型 無理 や り 食事 を 口 に 入れ る 著 ペ ッ 


ド や 車いす に り つけ る 革 部 屋 
上 息 吟 っ た り 、 威 職 し た り し て 恐怖 心 を 与え る 簡 人 前 で 、 で 


き な い 
利用 者 か ら 預 か っ て いる 預貯金 を 、 本 人 の 許可 な く 使用 


上 栄養 面 に 配慮 され た 食事 を 提供 し な い 苦 汚れ た お むつ 
の 交換 を し な い 革 体調 が 悪く て も 、 病 院 を 受診 させ な い 還 
キス や 性 交渉 を 強要 、 性 器 へ の 接触 請 入 浴 や 排 浴 の 際 、 
ドア を 閉め な いな ど プ ライ バシ ー に 配慮 し な い 筐 下半身 を 
裸 に し て 放置 する 

する 革 利 用 者 の 私 物 を 勝手 に 持ち 出し た り 、 使っ た りす る 


うに する 革 過 剰 に 薬 を 与え て 動け な くす る 
掃除 を 怠り 、 不 衛生 な 部 屋 に 居住 させ る 


ん で も 返事 を せ ず に 無視 する 基 あ だ 名 で 呼ぶ 


箇 昌 」「 統 ・ 判 泥 @ 肖 ・ 局 中 」「 つ 
民 刀 牌 彰 」「 羽 加 箇 下 」「 明 括 吾 界 赤 ] 
So いせ 届 牙 つじ 現 維 つじ ろ 6 か 
(し 因 急 忌 )* 6 県 環 二 時 補 線 0 
敵 宮 つ " 貴 短 品 で 因 早生 人 ン じゃ 7 
環 玉 色 曜 で で で 57 選 忌 征 環 居 や 
Q り の 手 共 やや や 6 つつ 
いり ドコ ーー トバ ャ トー に さい エリ 
SQ 足 @ 折 守 宮 過ち や で ン で 総 
N iQ 塞 @ 撤 玩 り の 出入 調 スレ 
| 


設 従事 者 等 に よる 


本 人 の 合意 な く 勝手 に 財産 や 


金銭 を 使用 し た り 、 


高齢 者 に 性 的 な 行為 を し た り 、 
性 的 な 行為 を させ た り 


無視 や 嫌がら せな ど に よっ て 、 
する こと 


体 に 痛み や 傷 が 生じ る 暴力 を 
加え た り 、 体 を 拘束 し た り 、 
一 定 箇所 に 監 茜 し て 自由 を 

威 陣 的 、 傷 辱 的 な 言葉 や 態度 、 
精神 的 な 苦痛 を 与え る こと 


奪っ た りす る こと 
適切 な 介護 や 世話 を 行わ ず 、 
高齢 者 の 生活 環境 や 身体 的 、 


精神 的 な 状態 を 悪く させ る 


(スコ 
不当 に 制限 し た りす る こと 


本 人 が 望む 金銭 の 使用 を 


ジー 
ちょ っ と 待 

し Se 
mn ノー 


EN 
間 
き 
1 
圭 
近 
E コ 
1 
ュ っ J 
束 
直 
ド ] 
上 細 
(3 
形 
1 
押 
F 
控 


基づく 対応 枯 況 革 に 関す る 主査 結果 (厚生 労働) 


出典 :「 寺 上 30 年度 [ 生 者 慮 情 の 防止 、 高 赤痢 の 革 放 者 に 対す る 支 科 等 に 関す る 流 委 」 に 
的 虐待 


済 


身体 的 虐待 
介護 ・ 世 話 の 
放棄 ・ 放 任 
心理 的 虐待 
性 的 虐待 


経 


を 


ら 
g 
に 1 
に 1 


GE " 岩 待 の 芽 ' を mp た ゅ に 不適 切 ケ ア 見 直 そ う 


、 前 段階 で ある / 


「 不 適切 ケア ] の 見 直 
が 入 要 ! 


[高齢 者 虐待 防止 法 上 の 虐待 に 該当 し な く て も 、 利用 者 や 家族 が 
不快 に 思う ケア は 「 不 適切 ケア 」 と 呼ば れ 、 これ を 放置 すれ ば 虐待 に 
つなが る 危険 が あり ます 。「 適 切な ケア ] と 「 法 令 上 の 虐待 ]」 の あい だ 
に は 、「 不 適切 ケア ] と いう グレ ー ゾ ー ン が ある こと を 知り まし ょ う 。 
普段 何気なく 行っ て いる ケア や よ か れ と 思っ て 行っ て いる 行為 が 、 こ 
れ に あたら な いか を 意識 する こと が 虐待 の 予防 に つなが り ま す 。 


「 不 適切 ケア 」 の 捉え 方 の イメ ー ジ 

有声 か けなし に 、 ベッ ド か ら 車 いす に 移乗 させ られ た 。 
有 ス ナー ン 山 盛り の ご は ん を 無理 や り 口 に 入れ られ た 。 
汚れ た シー ツ を すぐ 取り 替え て くれ な か っ た 。 
早く 食べ て 」 と せ か す よ うな 言葉 を 使う 。 

下着 を は いて いる か どう か 確認 する た め 、 


さあ 、 急 いで 
食べ まし ょ う 


ズボン を 下げ られ た 。 
事前 連絡 な し に 、 お 小遣い 預り 金 で ゴム 印 を 
高齢 者 虐待 防止 法 上 の 虐待 購入 され て いた 。 ア 
「 法 令 上 の 虐待 」 は むし ろ 少 な く 、「 不 適切 ケア 」 が より 多く 発生 出 作動 者 家族 の で に を 家 け る ケア を めざし て 手 員 の た め の 
し て いる 。「 不 適切 ケア 」 を 防ぐ こと が 虐待 防止 の カギ と な る 。 者 寺 肪 の 手中 を 】( 和 有 人 福家) 


に 
[介護 者 の 思い | と 
[利用 者 の 思い の ズレ 

に 気づく こと が 大 切 ! 


ご ウ 誠 の を っ り て 
家 へ 帰ら せ て あげ た い 


思い の ズレ と は ? 

例え ば 、 リハ ビリ の 場面 で 介護 者 が 利 
用 者 に 対し 、 自力 歩行 で きる よう に と 積 
極 的 に 声 を か けた と し ます 。 し か し 、 な 
か に は それ る 負担 に 感じ る 利用 者 も い 
る で し ょ う 。 "利用 者 の た め に " と いう 
「 介 護 者 の 思い 」 と 、「 利 用 者 の 思い ]」 の 
ズレ を な くす に は 、 介護 者 が 利用 者 や 
家族 が 何 を 望ん で いる か 日 ご ろか ら ア 
ン テ ナ を 張り 、 よく 観察 し た り 耳 を 傾け 
た りす る こと が 必要 で す 。 


お 買い 物 に 
行け る よう に 
が ん ば り ま し ょ う 


49 


風邪 を ひい て 微熱 の ある 
利用 者 に 、 一 日 、 ベッ ド で マ ァ 
横 に な っ つて も ら っ つた ら …… 


た か が 風邪 くら い 。 \EE し 
どう し て 一 日 寝 て な きゃ [| 馬 < 
| 画 いけ な いん だ ? ーー 
各 で きる だ け 本 人 の 
| 代 バ 希望 どおり 、 体 を 
/ SS ) | 動か す よう に し て 


ニニ -⑫ 


風邪 に は 睡眠 が 一 番 。 
まず は 安静 に し て 、 早く 
よく な っ て も らい た い 


活動 的 な この 利用 者 は 、 毎日 、 運動 プロ グラ ム に 参加 する の が 何より の 楽 1/ グ 用 lp 4 
し み 。 咳 は し て いな いも の の 微 熟 が ある た め 、 介護 者 は 重症 化 を 防ぐ た め トー 
に 、 ペッ ド で の 安静 を 勧め まし た 。 利用 者 に し て みれ ば 、 [風邪 くら い の こ 
と で 楽し み を 奪わ れ 、 ペッ ド に 縛り つけ られ た 」 と 感じ て し まい まし た 。 


本 人 に 安静 に する 理由 を 説明 し 、 
#M 和 侍 し て も らい まし ょ 


体 を 動か すこ と が 好き な 利用 者 に と っ て 、 ベッド で 安 除 に し ンーーーーーーー 

て いな けれ ば いけ な い 状況 を 苦痛 に 感じ る の は 自然 な こ シン SA 
と 。 その 気持 ち を 理解 し つつ 、 風 那 を 早く 治す た め に は 安 。 / 熱 が 下がれ ば 、 明 日 は N 
静 に する 必要 が ある こと 、 体 調 が 万 全 で な い 時 の 運動 は カ が で きる と 医師 か ら 


思い の ズレ を 
な くす に は ? 


危険 を 伴う こと な ど を 伝え 、 合意 を 得る 努力 が 大 切 で す 。 K が あり まし た の で 、 | 
利用 者 へ の 行動 制限 や 行動 変容 を 求め る に は 、 十分 な エ NN Me _ 多才 
ビデ ンス が 必要 で す 。 し た が っ て 、 必ず 丁寧 な 説明 を 行い 、 また が ん ぱ ば り ま し ょ う が 
[説明 ] [納得 」 の うえ で の 支援 を 常に 心がけ まし ょ う 。 


ノーーーーーーーー ブ て 


に 3 車いす の テー ブル で ガー ド し 、 立 ち 上 が れ な いよ うに する 。 
事例 ベッ ド 棚 を 固定 し て 自分 で は 降り られ な いよ うに する 。 
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G ' 直 待 の 芽 ' を 因む た ゅ に 不適 切 ケ ア ぇ 見直そ う 


上 制作 レク で 完成 度 を 高め る た め 、 
了 作る の を 手伝っ た 


好き な よう に 
。 作り た い の に …… H 


家族 の 希望 は …… 
手芸 や 絵 を 描く 

こと が 得意 な の で 、 
本 人 の 好き な よう に 
させ て ほし い 


あっ 、 暫 
そう じゃ な いで す よ 。 NN 
これ は ここ に 貼っ た 

ほう が …… 


SO ここ が 思い の ズレ に! 
い に 

『 仕上 げた ほう が , 介護 者 は 利用 者 や 家族 に 喜ん 

1 本 人 も 家族 も で も ら お うと し て 手伝い まし た 

| が 、 利用 者 か ら 求め が な い の に 

L 


支援 する こと は 、 意欲 の 低下 に 
つなが る 恐れ が あり ます 。 また 、 
「 そ うじ ゃ な い ] と いう 否定 的 な 
言葉 は 、 本 人 の 自尊 心 を 傷つけ 
て し まい まし た 。 


喜ん で くれ る は ず …… 
』 


思い の ズレ を 氷 用 者 の 意欲 や イメ ニー ジ を 価 重 UN 
- .、 ョ 素 援 は 最小 限 に と とどめ まじ ま ょ 2 


制作 レク は 身体 機能 の 維 

持 や 生活 意欲 の 向上 が 目 

的 な の で 、 過 剰 な 支援 は まぁ 、 素 敵 に レッ ーーーーーー 

本 来 の 目的 を 妨げ る こと に 仕上 が り まし た ね アロ 

つなが り ま す 。 また 、 自分 

で 作っ た と いう 達成 感 を の 基 っ だ り 了 店 っ だ りす る の は 


好き な の 。 


msp 


得る こと が 大 切な の で 、 利 
用 者 の 意欲 や イメ ー ジ を 尊 
重 し 、 本 人 が 困っ て いる 時 
の み 、 サポ ー ト する よう に 
し まし ょ う 。 


る 


ング デ 


生 名 前 を 問 違え る 。 
過 タメ ロ や 赤ちゃん 言葉 で 話し か ける 。 


自尊 心 を 傷つけ る 。、 
その ほか の 事例 
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上 難聴 の 利用 者 に 対し て 、 
お 常に 大 き な 声 で 話す よう に し て いる 


〇 O さ ん 、 耳 が 遠い か ら 
耳元 で 大 き な 声 で 話さ な いと 
聞こ えな いん だ よね 


思い の ズレ を 
な くす に は ? 


聞こ え の 程 度 は 個人 差 が ある の 
で 、 人 に よっ て は 大 声 に 驚い た 
り 、 お び え て し まっ た りす る こと も 
あり ます 。 近づき すぎ て 表情 が 
見 えな いこ と も 不安 感 を 高め ま 
す 。 アイ コン タク ト で 利用 者 の 聞 
こえ の 反応 を 見 な が ら 適度 な 大 
き さ の 声 で 、 顔 を 見 な が ら 話し ま 
し ょ う 。 また 、 難 聴 の 利用 者 に は 、 
早い 段階 で 補聴器 の 使用 を 勧 
め 、 聴 力 の 悪化 を 防ぐ こと も 大 
切 で す 。 


信 え させ る 、 
その ほか の 事例 


や ニニ ニー ニニ ニー 


利用 者 の 聞こ え の 程 度 に 合っ た 声 の 
大 き さ で 、 顔 を 見 な が ら 話 し まし ょ う 


利用 者 の 思い 3 


| ちゃ ん と 聞こ えて 


母 は 大 人 し い 性 格 で 
叉 が し い の が 苦手 。 
で きる だ け 静 か に 
週 ご させ て ほし い 


= こ = が 思い の ズレ に 
介護 者 に は 、 [難聴 の 利用 者 に は 大 き な 声 で 話す も の 」 と いう 思い 


込み が あり まし た 。 し か し 、 軽度 の 難聴 の 利用 者 に と っ て は 苦痛 
で し か な く 、 怒鳴 られ て いる よう な 下 怖 心 を 感じ て し まい まし た 。 


ン es 
/ oosw 、 和 

\、 お 風呂 の 時 間 で す が 

) どう され ます か ? 
ーー 
/ いつ も 穏やか で ) 


素敵 な 方 ね 。 
に へ っ と すね / 
ニー ニー の 


. 箇 レラ デ 時 


認知 症 の 利用 者 に 対し 、[ 同 じ こ と を 何 回 も 言わ な いで ] 
「 さ っ き ト イレ へ 行っ た ば か り で し ょ う 」 な ど と 言う 。 


N [帰り た い ] と 言う 利用 者 を 無視 する 。 


マ 
7 ソ 


の 
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GE "上 震 待 の 芽 ' を wp た ゅ に 不適 切 ケ ア を 見 直 そ う 


還 急い で いた た め 、 部 屋 の 扉 を 
() 開け た まま 、 着 替え の 介助 を し た 


利用 者 の 思い 


1 
廊下 か ら 丸 見 え で 
5 
PM 


mm 


恥ず か し いよ 


家族 の 希望 は …… 
父 は プラ イド が 高い 。 
高齢 者 だ か ら と いっ て 、 
差 恥 心 が な いと いう 
扱い は し な いで ほし い 


さあ 、 早 く 
着替え て 食事 に 


行き まし ょ う 

== こ が 田 き ee 

ここ が 忌 い の スレ ビ ! ーー 
業務 に 追わ れ て いた 介護 者 は 、 急ぐ あま り 、 

利用 者 の プラ イバシー へ の 配慮 が 足り ませ 本 語 介護 者 の 思い 遍 
ん で し た 。 利用 者 が 男性 の た め 、 [恥ず か し 1 H 
く な い だ ろ う 」 と いう 思い 込み も あり まし | 早く 着替え て 食堂 に 』 
た 。 し か し 、 利 用 者 は 下着 姿 を 他人 に 見 ら | お 連れ し な くち ゃ 。 

す 


れ 、 基 恥 心 を 強く 感じ て いま し た 。 


思い の ズレ を 着替え な どの 場面 で は プラ イバシー 
の 配慮 を 重視 ほ ま U ま う 


着替え 、 排 港 、 入 浴 な どの 介助 は 、 介 


護 者 の わずか な 配慮 不足 が 利用 者 や 家 
族 の 尊厳 を 傷つけ る こと に な りや すい 

場面 で す 。 差 也 心 の 有無 に か か わら ず 、 ( 着替え だ ら 
[自分 が され た ら ど う 思 うか 」 と いう 視点 食事 に し まし ょ う 
を 常に 念頭 に 置き 、 プ ライ バシ ー へ の . 旧 3 

十分 な 配慮 を 心がけ まし ょ う 。 ー 


差 恥 心 を 感じ させ る 本 人 や ほか の 利用 者 の 前 で 、 排 池 や 疾病 の 話 を する 。 
5: て) 謗 いさ な り 倒 に 手 を 入れ 、 胎 の 下 に 体温 計 を 入れ る 。 
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氏 到 り 知 据 和 め 和 NO 因 や や せ 十 お のせ る 6 
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ツン" 机 較 4H 立 @ 騰 男 の つ じ 昌 R 躍 科 有人 
ょ ふ ト GS 提 衝 信 岬 孔 人 ホ 宝 一 と キヤ hO りり シ 
思 東 普 抑 交 図 0 り 案 税 人 SS で 6 生 " 
手中 G ズ 本 認 只 りら め 旬 崩 つ " 己 振 つ 丸 猪 下 
穫 司 壮 hh0 代 NSK 定 立 刺史 駅 お ろ 
1 いり YK 

叶 補 引 恥 ・ 叶 寂 板 操り" 菩 一 衣 爽 節 じ 
妃 に 珈 忌 や ふ ト ロ い くし 7 掲 雇 号 召 呈 選 球 
で to8S07 避 導 ざ つじ 純 湊 当 当 豆 お 
し 忌 必 罰 名 り J っ の 渦 欧 か "県" 舞 症 6 
宮路 紀 衣 @ 肢 要 4 私 に 下 杉 や ” 省 
陳 半 二名 豆 じ っ や る ホーK の 人 Sp" 

手下 4H 皿 公 丁 症 り いく し S 配 還 紗 所 
7 抽 諾 4H 立 や 二 人 @ 表 泊 " 理 W 和 と やく 医 
控 い ント 0 痢 銘じ スン りつ 梨 玉 尺 や ゃ " 


「OO さ ん 」 で 
お 願い し ます 


どう 呼ば れ だ い 
\、 で すか ? 


/ お 名 前 は 、 


ンプ 


に 


ろか ら 利用 者 や その 


家族 の 言葉 や 表情 を よく 観察 し 、 ケ ア に 満足 し 


[ 宮 


聞 

も S 
Sp 
まっ 
導 
時 
夫 し 
1J 


K 記 りり 
や 選 選 の 
ト 表 名 選 
上 和 を 駅 連 
する 
つ 
は 和 キ お 
まお 
ささ 
SRDS 
ト お 
さ ト 
に まこ 
ト 衝 ニコ 
る 
へ る 
% 琶 


ント を 行う 


即 し た ケア を 検討 し て いき ま 


利用 者 が それ を 不快 に 感じ れ ば 、「 不 


世 
や 
で 
bJ 
(3 
コ 
トリ 
ト 
ふ 
や 
屋 
需 
3 
字 
| 


利用 者 と その 家族 ( 
ルン を 
設 に 入所 する 際 
る だ け 早 い 時 期 ( 


も 、 


適切 ケア 」 や 「 虐 待 ] と 捉え られ て し まい ます 。 健 


て いる か を チェ ッ ク し まし ょ う 。 不満 を 感じ て い 
こと が 大 切 で す 。 


る 様子 が あれ ば 、 素 早く 改善 に 向け た 対応 を と 


族 に 十分 な アセ ス メ 
に 、 個別 の 状況 ( 
康 状 態 の 確認 と 同様 、 日 


し ょ う 。 


施 
っ 利用 者 を 
srEp( 2 よく 観察 する 


る 


ド に ヨコ (1) 


《H ' 直 待 の 芽 ' を 牟 ゃ た ゅ に 不適 切 ケア を 見 直 そ う 


ノー ozwwzeo、 
本 自分 の ケア を 


名 字 で お 呼び 
し て いま す 
定期 的 に 振り 返る 


間 の 経過 と と も に 、 利 用 者 と の 距離 が 縮 

まり 緊張 感 が 薄れ て いく と 、 言 葉 遣い が 
乱れ た り 、 配慮 に 欠け た ケア が 多く な っ た り し て 
し まい が ち で す 。 それ を 防ぐ に は 、 自分 の ケア が 
適切 か 、 定 期 的 に 振り 返り 、 確認 する こと が 欠 
か せま せん 。 個人 だ け で な く 、 施設 全体 で も で 
きれ ば 1 か 月 に 1 度 程度 、 振り 返り を 行い 、 意 見 
交換 を する よう に し まし ょ う 。 


「 自 分 ] ある い は 「 ほ か の 職員 」 の 
不適 切 ケア に 気づい た ら と うす る ? 


その ケア は 本 当 に 不適 切 ケ ア な の か 、 その 判断 に 迷う ケー ス は 少な く な 
いで し ょ う 。 し か し 、 少 し で も 疑問 を 感じ た ら 、 次 の 手順 で すぐ 行動 に 移 
すこ と が 大 切 。 ケ ア の 悩み 、 疑問 は オー プン に し 、 施 設 全体 で 考え て い 
く こ と が 、 不適 切 ケ アア 、 ひ いて は 虐待 防止 に つなが り ま す 。 


4 a 


上 司 ( チ ー ム リー ダー、 ( 八 
介護 主任 、 管理 職 な ど ) \、 ご 直 談 が … 
に 相談 する 。 


管理 職 な ど を 中 心 に 、 導 設 全体 の 課題 と し て 介 
護 の あり 方 を 振り 返る 。 不適 切 ケア を 行っ た 職 
員 だ け の 問題 と せ ず 、 ケア の あり 方 に つい て 、 
ケア カン ファ レン ス や サー ビス 担当 者 会 議 な ど 
で 、 サ ービス 内 容 の 検討 を 行う 。 会 議 の 際 に は 、 
その 原因 や 背景 を 分 析 す る た め 、 情報 収集 を 行 
い 、 解決 目標 を 設定 し 、 再発 防止 の 取り 組み を 
行う た め の 支 援 計画 を 作成 する 。 


回 目標 が クリ ア で き て いる か 、 1 か 月 後 、2 か 月 後 な ど 定期 的 に チェ ッ 


ク し 、 再発 防止 と 不適 切 ケ ア の 解消 が 確認 で きる まで 続け る 。 


* これ は 、 あ くま で 不適 切 ケア の 場合 で す 。 虐待 が 疑わ れる 場合 は 、 市 町 村 に 通報 する こと に 
な っ て いま す 。 し た が っ て 、 不適 切 ケア の 防止 が 、 虐 待 防止 と し て 大 変 重 要 に な り ま す 。 
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ーー 
ーー 


N@ 
S 
守 
に 


は 


経験 や カン ! 
頼ら 4 


応 と は ? 


理 症状 (BPSD) に 見 られ る 代表 的 な 症 


歩き ] へ の 適切 な 対 


@「 ひ と り 


社会 福祉 法人 異 ハ レル ヤ 会 呉 ペ タニ ア 


文 森 麻子 イラ スト 藤原 ヒロ コ 


・ 選 


行動 
状 の 1 つ 。 利 用 者 が 屋内 外 を ひと り で 歩く こと は 、 転 倒 や 事故 の リス フク も あり 、 
ト す れ ば いい の か 、 一 緒 に 考え て いき まし よう 。 


介護 者 に と っ て は 対応 が 難し い の が 実情 で す 。 介護 者 は ひと り 歩き を どの よ 


「 ひ と り 歩 き ] は 、 認 知 症 の : 
うに 捉え 、 どう サポ ー 


ホー ム 理 事 長 。 広島 国際 大 学 臣 床 教授 、 
広島 県 認知 症 介 護 指導 者 、 広 島 県 精神 
医療 審査 会 委員 、 只 市 介護 認定 審査 会 
ア ネ ー ム ] (東京 荻窪 ) を 開設 。 著 書 に 


委員 。2017 年 、 訪 問 者 護 ス テー ショ ン 「 ユ 


mW 上 あ る 介 座 ( 央 流 村 店 )。 


里村 佳子 
條 > 
- 層 


麗 宮 挟 3 


思 豆 8 で レ つ 心 


器 長 更 ぐ で G 計 会 つの つ 部 束 選 
で MO「 ら 3 必 麗 0 四 胞 詩 計 妃 涯 基 じ 
の 閣 ン 玖 ろ じ 2n9 6 の 避 要 県 孝和 守 
性 で 証 提 の ン 私 っ し ろ )@ 尺 おら 3 
Q 層 で "「 と で させ きだ りつ 羽 」 
「 守 全 対 衣 AM) つ 妃 」 立 307 四 肝 倒 仙 
し 麗 各 所 本 し ち 室 / 詳 長 更 は 4606 誤 
選 醤 光 G 刀 人 で ” 末 王 PS 写 史 融 
っ 玉 癌 ン 部 り 刀 の 還 箱 PS DS 対 
要 お で 短 私 DO いや ら NG 
Pp" WS 人 舞 1 電 会 QRNe7「 還 
富 区 ンマ 私 っ し ろ ょ (等 富 つ し くろ 1⑨)」 
必 RP つ る 8 生 " 8 丸 / 応 箱 拉 
連 光 00 し べ S る)9 容 計 公太 会 
中 癌 ン 寺 Ne 多 選 錠 較 へ 会 避 到 物 宇 村 りり 
3) の Sp 

の 麗 8" 宇 加 人 中 本 尺 還 S 
完 志 人 沿 回 失い” 応 王 じ つ が 0 
甘党 器械 の 人 G 居 の 的 6p" で 手 定 
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球 坦 約 和 Nd) 宏光 鉛 し j* 


対し て 、 し て し まい が ちな 対応 


トコ 
に 


ひと り 歩 き の 利 用 者 


ツ 

っ 

レ 

ーー 

Q 

ば 

P 

ュ 6 

1@ 

歯 

器 

⑤ 

4Q 

Nv 

9 

居 

1J 

9 / ょ > 

G | 3 
O\ 

【-】 O 


だ け を 


①②④ と も に 、 利 用 者 が 歩く 理由 を 理解 し な いま ま 、「 ひ と り 歩 き ] と いう 行動 
制 目 し よう と し て いる た め 、 根 本 的 な 解決 に は な っ て いま せん 。 
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せ 舞 尽 じ せ 倫 6 や で " 

必 六 "中 世 罰 " 臣 つ 叶 敬 ロ 央 し っ SQ 
い Q ン NeG お 7 葵 尿 過 @G べ ロ 堅 いり) 
に に さる の E い EANE さよ コリ 
謀っ 」 の 隊 ( い G き 1J ン 想 縦 パ )J の りつ っ 
"る ご 取 他 選 恒 当 fI0G し 8 マツ 写 
医 折 G 加 *W 玉 っ の っ 心 陰 っ 選 要 瑞 つ * 人 対 
固 ロ 居 幅 つき SQ で 講 押 人 | 可 選 陳 ン や 
AU 画 作 @ 始 称 束 屋 じゃ 画 括 Q で MIJ 
し 他人 る や つ で で" 陳 と の し 問 悦 呈 揚 忍 
で で こさ つじ し" 近 芯 握 ン JJ め DS ご 6p" 


Rmr 戴 [ひと り 歩き | へ の 


誠 汗 ケア 適切 な 対応 と は ? 


ひと り 歩 き へ の 対応 は 、 その 行動 を な くす こと より 、 利 用 者 の 気持 ち に 添う 
3 こと が 大 切 で す 。 利用 者 の 思い が 満た され る アプ ロー チ の 仕方 に つい て 、 事 
例 を 見 な が ら 考 えて いき まし ょ う 。 


お や つの 時 間 に な る と 、 ひと り 歩 き を する N さ ん 。 
転倒 が 心配 で 一 緒 に 歩い て いま す が 、 本 人 が 嫌がり ます 。 


N さ ん に と っ て は 、 介護 者 が びっ た り と つい て 歩く と と が 
見 張ら れ て いる と 感じ た の か も し れ ま せん 。 
適度 な 距離 で 一 緒 に 歩き な が ら 、 NN さん が 歩く 理由 を 探り まし ょ う 。 


主人 の た め に 3 時 の 
お 某 $ い れる の よ 
N ず 、 N さ ん の 「 歩 きた い 」 と 
いう 気持 ち を 受け 止め 、N 
さん が 不快 に 感じ な い 位置 や 距 
区 で 一 緒 に 歩い て み ま し ょ う 。 
「 ど こ に 行く の で すか ?」 と 声 を か 
けた り 、 ア イコ ンタ クト を 取っ た り 
し な が ら 、 時 に は 屋外 を 歩く の も 
気分 転換 に な っ て 効果 的 で す 。 
N さ ん と の 関係 性 が 深まる と 、 歩 
く 理由 も わか っ て くる で し ょ う 。 
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⑯⑮ ひ とり 歩き の 理由 を 探る 

本 人 に 歩き た い 理由 を 聞い て 、「[ ト イレ へ 行き た い 」 な ど 
明確 な 理由 が あれ ば 対応 し ます 。「 家 に 帰る 主人 を 探し 
て いる 」 な ど 解 決 で き な い 理由 で も 、 気持 ち を 受け 止め 、 

話 を し な が ら 一 緒 に 歩い て み ま し ょ う 。 歩い て いる うち に 
不安 が 取り 除 か れ 、 気 持ち が 落ち 着く こと は よく あり ます 。 


@ 声 か け は ポジ ティ ブ な 言葉 に 変換 

「 歩 か を いで くだ さい 」 と いっ た 杏 定 的 な 言葉 を 使う と 、 

利用 者 に は ネガ ティ ブ な 感情 だ けが 残る こと が あり ます 。 

「 ご 一 緒 し て も いい で すか ? 」 な ど ボ ジテ ィ ブ み 言葉 で 明る 
く 声 か け を 。 一 緒 に 歩く 場合 は 歩調 を 合わ せ 、 見 守る よ 
うな 次 勢 で 歩く よう に し まし ょ う 。 


N を の 人 に 合っ た 了 新 講 対 を 見 っ りょう ノン 


利用 者 の 数 だ け 対応 の 仕方 も あり 、 正解 は 1 つ で は あり ませ ん 。 
利用 者 の 行動 を 観 宗 し 、 そ の 人 に と っ て の 適切 な 対応 法 を 探り まし ょ う 。 


ひと り 歩 き の 前 後 を 観察 し 


その 人 に 合っ た 対応 を 検証 


行動 パタ ー ン を 観察 し 、 ど ん な 時 に 利用 者 が ひと り 歩 き を す 
る か を まず 検証 する 。 さ ら に 、 一 緒 に 歩い た 時 に 距離 や 位 
置 、 ア イコ ンタ クト の 仕方 な ど 、 ど ん な 対応 が うま くい っ た か 
を 記録 。 
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硬 信 後に 歩く 吉 上がる 前 は 
こと が 多い で す キョ ロキ ョ ロ 
し て いま す 


うま くい っ た 事例 を 
介護 者 全員 で 共有 する 


うま くい っ た 事例 は 会 議 で 持ち 寄り 、 介 護 者 全員 で 共有 。 ひ 
と り 歩 き を する の は どう いう 状況 か 、 ど の よう な 声 か け や 対 
応 を し た ら う まく いっ た か な ど 、 介 護 者 同士 で 意見 を 交換 し 
な が ら 情 報 を 共有 する 。 


ご どう すれ ば いい ? 


| 今月 の 相談 | 
勤務 時 間 内 に 
| や る べき 仕事 が 終わ り ま せん 


明日 の レク の 準備 が 
まだ で き て いな い …… 


結局 レク の 準備 が 
で き な か っ た ー。 
終わ ら な い …… 


あれ も これ も 


こん な 時 、 どう すれ ば いい ? 


GFTE め お 悩み 相談 室 


の Nr 


自分 の 仕事 量 を “見 える 化 ” し 、 どの 仕事 に 
ご の ぐら い 時 間 が か か る か を 自身 で 把握 する こと 。 
一 人 で 抱え 込ま 周囲 に 助け を 求め る こと も 大 切 で す 。 


作る し 拉 作ら いと 動 
に * \ 
ーーーー、 資料 を て ん 感 を た 協 プ ト 婦 て えん くつ つう 層 聞 
5 ほ で が 仕 い カン いそ あぁ 整 ば お 時 
ョ ト 、 と じ る の を で が 事 っ 人 に は め と て で る も 輝い 人 人 邊 
(、 あり が と う ) 手伝い ます ね いま 人 N を 閉 得 す は て 搬 る まし い の 生 
人 と 人 えて す と の よ 上 住ん れ は か と 
周 ほ : 5 に 0 SR DR に 
財 ち と まで な で ス で 担 を すい に は 事 
に で いた や ち ハタ 書 握 す な な い が 
すま を を も ま を すす] 
2 な ヽ 場 て 
を つ を と け % の に し こ 昔 自 合い が ら 
求 手 追 * れ 理 も た と き 分 が る 何 な 
協 相 と な 類 伝 囲い が の そく め 
* 談 働 と りん うぅ う で で 空 人 ん ` た る 
し 刈 し まま が まで 体 が きい を な 灯 だ と 
て 用 て の 大 すい 験 まま た 手 時 みい と 
も 者 ァ 内 切 いび の 貸 財 か る 
ら や ド 容 で 一 ん すま て エ で うっ いら 護 
ド 容 人 だ 太 
っ ポッ ん に すず 人 人 だ る せく て あい 塊 
た ラズ エ "で う コ ん ご 少な ず か 揚 で 
り ン イ よ 頑 と と * 自 し 学 自 も きす 
し テス つ 居 思 る 人 分 で ま 分 し は ・ 
ま ィ を て りえ で の が すし か れい 
し アァ も は 過 る ヶ 仕 で が よら まつ 
ょ の ら 先 よ 仕 事 き お うい せ も 
うぅ う 人 つっ 斉 な う 事 を る 手 つ ほ ん 己 
^、 和 勤務 時 間 の / 1 本 い に を 手 範 伝 手 か "し 
上 手 な 使い 方 
仕事 リス ト を 作成 する @ 仕 事 リス ト 例 
日 々 の ケア 業務 の ほか に 抱え て いる 仕事 内 容 、 そ れ に か ーー 本 pn 
か る 時 間 、 い つま で に や る べき か を すべ て 書き 出し まし ょ | 示 馬 2 の レク 代 | 2 昌 間 oZO ま で | 
う 。 する と 、 自分 の 仕事 全体 が 客観 的 に 把握 で き 、 優 先 | ao |  ?m oO/O* | 
順位 の 整理 が で きま す 。 終え た 仕事 は 色 で 塗り つぶ し た 
り 、 線 を 引い て 消し た り し て いく と 、 達 成 感 が 得 ら れ ま す 。 還 ロ ダグ EL 
残り の 仕事 も 目 に 見 えて わか る の で 、 仕事 を ボ ポジティブ に の きん ご 表 衣 の 選 和 
と ら え られ ます 。 ソー 
いつ ぞ 時 間 が a ミ 
書類 作成 の 場合 99 ポ V が か レク の 準備 の 場合 押さ oo | 
に 切っ 
時 間 が か か っ た り 、 スム ー ズ に ~-。 や り 方 を し て いま すか ? ボラ ンティア の 人 や 、 で いた だ け ま せん か ? 


で き な か っ た りす る 場合 は 、 きる 利用 者 に 手伝っ て も 
先輩 に どん な や り 方 で 行っ て 3 ら う の も 一 つの 方 法 で 
いる か を 聞い て み ま し ょ う 。 時 す 。 一 人 で は 時 間 が か か 
間 が か か っ て いた 仕事 も 、 目 る 作業 も 、 人 手 が 多 けれ 
か ら ウ ロコ の や り 方 で 効率 よ ば 短 時 間 で 終わ る うえ 、 
く 進 め ら れる か も し れ ま せん 。 利用 者 に 役割 を 持っ て 
人 それ ぞ れ の や り 方 か ら ヒ ント も ら う こと に も つなが り 
を 得 まし よう 。 ます 。 
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介護 の 現場 で 働く 人 が 
知っ て お きた い 、 

「 介 護 の 今 」 が わか る 情報 を 
厳選 し て お 届け し ます 。 


9.。、 


お きた いし 


グ 


「 寝 た まま 」「 座 っ た まま 」 で も 筋 ト レ OK ! 


EMS で 下肢 全体 の 筋肉 運動 が で きる 「 パ ルス ケア 」 


要 介 護 状態 の 悪化 を 防ぐ に は 、 筋力 の 維持 ・ 向 上 も 
欠か せま せん 。 し か し 、 「 膝 な ど に 痛み が あっ て 十分 に 体 
を 動か せな い 」 と いう 人 も 多く 、 運動 の 機会 は 限定 され 
が ち で す 。 


そこ で 注目 され る の が 、 

語 記 一 上 EMS (Electric Muscle 
Stimulation) に よる 運動 
効果 で す 。 EMS と は 「 電 

気 刺激 ]」 の こと で 、 この 
刺激 に より 筋肉 の 収縮 


00/no 世 


了 順 


シン プル で わか りや す 
い 表示 画面 で 、 機 械 が 
苦手 な 人 も 迷わ ず 提 作 
で きそう だ 。 


ンタ の 


新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 が 続く な か で 


を 促し ます 。 EMS を 活用 し て 「 寝 た まま 」「 座 っ た まま 」 で 
ゃ 運動 機能 の 向上 を 図れ る 機器 、 そ れ が 株 式 会 社 ホ ー 
マー イオ ン 研 究 所 (東京 都 渋谷 区 ) が 開発 し た 「 パ ルス ケ 
ア 」 で す 。 

パル スケ ア の 特徴 は 、 バン ド 状 の 電極 を 足 に 巻き 付け 
電気 を 筒 状 に 流す こと 。 これ に より 、 筋肉 の 一 部 だ け に 
アプ ロー チ す る パッ ド タ イ プ と 比べ て 、 立体 的 に 下肢 全 
体 の 筋肉 運動 を 行う こと が で きま す 。 また 、 電極 面積 も 
大 きく な る の で 、 電位 分 布 が 分 散 し て 痛み を 感じ に くく き 、 
強い 筋 収縮 が 効率 的 に 得 ら れ ま す 。 

使い 方 は 、 本 体 に 表示 され る ガイ ド に 沿っ 
て タッ チ パ ネル を 操作 する だ け 。 まる で スク 
ワッ ト の よう に 筋肉 を 強く 動か す 「 筋 トレ ] 
の ほか 、 ウ ォ ー キ ング の よう に 軽度 の 負荷 
を か け な が ら エ ネル ギー を 消費 する 「 有 酸 
素 運動 ]、 両者 を 交互 に 行う 「 サ ー キ ッ ト ]」 
な ど 、 利 用 者 の 状態 や 目的 に 応じ て 簡単 に 
モー ド を 切り 替え る こと が で きま す 。 

京 個人 差 が あり ます 。 


ケア マネ の 約 756% が 「 オ ン ラ イン 診療 を 勧め た い 」 と 回 答 


新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 で 、 「 持 病 は 管理 し た い 
が 通院 等 に よる 感染 リス ク も 怖い 」 と いう 利用 者 が 増え て 
いま す 。 そこ で 注目 され て いる の が 、 スマ て ホ や PC な どの 情 
報 通信 機器 を 通し て リア ル タ イム で 診療 を 行う 「 オ ン ラ イ 
ン 診 療 ] で す 。 

「 ケ アマ ネジ メン ト ・ オ ン ラ イン 」 な ど を 展開 する 株 式 会 
社 イ ンタ ーネット イン フィ ニテ ィ ー( 東 京都 品川 区 ) は 、 全国 
の ケア マネ ジャ ー 683 名 を 対象 に 、 オン ライ ン 診 療 に 関す 
る アン ケー ト を 実施 。 「 病 院 で の 他 患 者 か ら の 感染 を 予防 
する た め に オン ライ ン 診 療 を 利用 で きる と し た ら 、 利用 者 
に 勧め た いか 」 を 質問 し た と ころ 、「 ぜ ひ 勧 め た い ]「 勧 め た 
い 」 と いう 回 答 が 75.5%% に 上 り まし た 。 

し か し 、 高齢 者 の 場合 、 情報 通信 機器 の 扱い に 慣れ て 
いな い 人 も 多い で し ょ う 。 そこ で 、 実際 に 利用 者 や その 家 
族 が オン ライ ン 診 療 を 希望 する 場合 、 ケア マネ ジャ ー と し 
て 「 受 診 ま な で の サポ ー ト (アプ リ イ ン スト ー ル な ど ) は どこ ま 
で で きそう か 」 も 尋ね た と ころ 、 [何かしら の サポ ー ト が で き 


る 」 と いう 回 答 が 773%% に 。 そう し た サポ ー ト に 「 介 護 保険 
を 使え る よう に する こと 」 に つい て 共 成 の 人 は 37.5% で 、 
反対 の 13.8% を 大 きく 上 回 り ま し た 。 ケア マネ ジャ ー 以 外 
の 介護 従事 者 も 、 オン ライ ン 診 療 の サポ ー ト に つい て 考え 
て いく 必要 が あり そう で す 。 


病院 で の スタ ッ フ や 加 者 間 の 感染 を 予防 する た め に 
オン ライ ン 診 療 を 利用 で きる と し た ら 、 
利用 者 に オン ライ ン 診 療 を 勧め た いで すか 7? 


動 め た く な い 
4.496 


多数 の ケア マネ ジャ ー 


が 必要 性 を 実感 し て い 

る オン ライ ン 診 療 。 厚 

生 労働 省 も 規制 の 組 
動 め た い 和 を 図 ろう と し て いる 。 
60.696 


利用 者 さん に な じみ の ある 季節 の 話題 や で きこ ご と 、 
記念 日 を ご 紹介 し ます 。 
その 日 に ちな ん だ 話題 を きっ か け に 、 
楽し い 会 話 に 広げ て み ま せ ん か ? 


文 / 古 邊 ゆず 協力 / 尾 洒 順 子 松 則 住 美 トン し まお ら こ うい ち 
写真 PTA フォ トラ イ ー 


し で 
ーー 
Lu 
- 
《 、 さき 
ss 
し 9 
十 相 世 と は …… 

陰 麻 (大 陰 太 陽 暦 ) が 採用 され て い 

た ころ 、1 年 を 24 に 分 けた 呼び 名 が 

考え られ まし た 。 現在 で も 季節 を 知 

る 目安 と し て 使わ れ て いま す 。 

ー 四 節気 を さら に 3 つ に 分 け 、 季 較 二 四 節気 や モ 二 候 以外 に 季節 

節 の 移り 変わ り を 日 本 の 風土 に 合わ 国 を 表す も の と し て 、 気 師 や 風 二 

せ て わか りや すく し た も の で す 。 実際 の 血 ら し の 知恵 に 基づい て つ 

くら れ た 日 本 独自 の 計 で す 。 と 1 


66) 訟 * 受 マー ク BS の PDX 別 須 SVG の 他人 P7 た ON 一 6HERN っ SO、 6 か し た だ DIG く 78SYMo 


2sooveas 
初代 通 天 闘 完成 

内 孤 の シン ボル ・ 初代 通 天 癌 が 完成 し た の は 1912 (明治 
45) 年 7 月 3 日 。 バ リ の 角 旋 問 と エッ フェ ル 塔 を モデ ル に 建 
て られ 、 天 に 通じ る 高い 建物 と いう 意味 で 「 通 天 閣 ] の 名 が 
つき まし た 。 1 度 火災 
で 焼失 し 、 今 は 2 代 め 
で す 。 
し ownee 

の ネオ ン の 色 を 見 

る と 「 明 日 の O 〇 」 が 
わか り ま す 。 何で し ょ 
うか ? 運勢 @④ 天 
気 ラッ キー カラ ー 
答え は ② の 天気 で す 。 
白 が 晴れ 、 オ レン ジ が 
明り 、 青 が 雨 に な る ん 
や て 一 。 
選 針 を 含め た 通 天 問 の 
高 さ は 108 メ ー ト ル 。 足元 に 
は 生 草 街 新 世 界 " が 広がる 


第 1 回 プロ 野球 


3 
オー ルス ター ゲー ム 開 催 
セ ・ リ ー グ と パ ・ リ ー グ の スタ ー 選 手 が 試合 を 行う ブロ 野 
球 オ ー ル スタ ー ゲ ー ム 。 最初 の 開催 は 1951 ( 紹 和 26) 年 7 
月 4 日 で 、 お 祭り と いう より 真 刻 勝負 。 車 子 半球 場 で 野球 
ファ ン が 応援 する な か 、2 一 1 で セ ・ リ ー グ が 勝ち まし た 。 
プロ 野球 と いえ ば 、 今 年 2 月 に 亡くな っ た 、 名 キャ ッ 
チャ ー で 名 葉 替 だ っ た 人 は 誰 で し ょ う ? 答え は 、 著 
完 他 。「 ノ ム さ ん 」 と 呼ば れ 、 名 言 を た くさ ん 残し まし た 。 


藤 圭 子 の 誕生 日 


歌手 の 藤 圭 子 は 、 1951 ( 貧 和 26) 年 
7 月 日 に 岩手 県 で 生ま れ ま し た 。 18 
歳 の 時 「 新 宿 の 女 ]」 で デビ ュー、 翌 
年 に は 「 女 の ブル ー ス 」 「 圭 子 の 夢 
は 夜 ひ らく 」 が 大 ヒッ ト 。 独特 の 作 
スキ ー な 低い 歌声 で 、 夜 の 世界 に 生 
きる 女性 を 表現 し まし た 。 2013 ( 平 
服 25) 年 に 62 歳 で に く な り まし た 。 

藤 圭子 が 最初 の 結婚 を し た 時 の 夫 

は 誰 だ っ た で し ょ うか ? 中 
きよ し 末川 きよ し 前 川 消 答 
え は ③ の 前 川 清 で す 。 


更 
トコ 
2 
ー7』 ョ ー * 
人 @ 
が 吹 づ 。 間 レ 
L 】 
2 
旬 
@ 
今日 か ら 7 月 、 今 年 も 半分 が 通 ぎました 。 届 
南明 けが 待ち 遠 し い 時 地 で すね 。 [ 文 。 介 
月 」 の 名 前 は 、 セタ の 短 に 文字 を 書い 。 


計 て き 造 の 上 達 を 願っ た 「 文 に 由来 
の する と も いわ れ て いま す 。 


セー 候 ] < 雑 節 > 


半 下 生 は ん げ し ょ うず 


「 半 夏生 | は 、 中 国 か ら 伝わっ た 「 セ + ニ 
侯 」 の 1 つ で す が 、 日 本 独自 の 摩 「 雑 」 
の 1 つ で も あり ます 。「 夏 茎 」 か ら 数 えて 
11 日 め 。 農作業 の 大 事 な 目安 と し て 、 田 
植え は 半 夏 生ま で に 終わ ら せ る も の と され 
て きま し た 。 カ ラス ビシ ャ ク と いう 薬草 
(別名 「 半 夏 ]) が 生え る 時 季 か ら 「 半 夏生 
と いう 名 が つい た と いわ れ ま す 。 
関西 で は 「 半 夏生 」 に タコ を 食べ る そ 
う で す が 、 皆 さん 、 タ コ は お 好き で す 
か ? 酢の物 、 煮 物 、 炒 め 物 ち いい で すね 。 
オス ス メ の タコ レシ ピ を 教え て くだ さい 。 


ID 


と カラ スピ シャ ク は 開 の 部 分 が 生業 と な る 


た に が ち だ け 


谷川 岳 の 日 


第 県 と 新 江 邊 の に ある 谷川 還 は 、 林 計 977 メー トル 。 

1920 な さり) 年 7 月 1 日 に 日 本 山 知 会 の メン バー2 名 が 谷 

川 岳 に 初 登頂 し た こと に ちな み 、 群 馬 県 みな か み 町 が 記念 日 

に 制定 し まし た 。 山開き に 合わ せ 登 山 イ ベン ト が 行わ れ ま す 。 
皆さん で 、 日 本 の 山 の 名 前 を あげ て いっ つて み ま し ょ う 。 

地元 の 山 で も いい で す よ 。 い くつ 出 て くる で し ょ うか ? 

登っ た こと の ある 山 に つい て の お 話 も お 聞か せく だ さい 。 

マ 夏 の 谷川 岳 。 迷 地帯 に ある の で 、 谷 筋 に は 夏 まで 雪が 残る 


今 BgeB7@9 
起き 上 が り ダ ル マ の 日 入 | 


何 度 転ん で も 起き 上 が る ダル マ 。「 七 転び 八 起 きま 」 に ちな み 、 
全日 本 だ る ま 研究 会 が 今日 を 記念 日 に 制定 し まし た 。 願 を か 
ける 時 に 片方 の 目 を 黒く 描き 、 願 い が か な っ た ら 、 も う 片 方 
の 目 を 描く だ る ま は 、 古く か ら 立 起 物 と され て いま す 。 

一 般 的 に 、 願 を か ける 時 

に 描く 目 は 、 左右 どちら 
で し ょ うか ? 右目 だ と 思う 
方 ? 左目 だ と 思う 方 ? 答 
え は 左目 。 正面 か ら 見 る と 右 
側 に な り ます 。 


< 由 計 から 伝 未 し た 当初 員 色 だ っ 
た が 、 江戸 時 代 に 紅白 が 主流 に 


te 
浅草 寺 ほ お ず き 
Ss 
東京 浅草 の 浅草 寺 の ほお ず 
き 市 は 、 江 戸 時 代 か ら 続く 夏 の 
周 物 詩 。 毎年 7 月 9 日 ・10 晶 
に 聞か れ ま す 。 ほ お ず き は 芝草 
と し て 効果 が 高い と され 、 登 補 
館 り に も 用 いら れ て きま し た 。 
昔 も 今 も 、 ほお ず き を 求め る 人 、 


参 畠 す る 人 で 大 に ぎわ いで す 。 
子ども の ころ 、 ほ お ず き 
の 実 の 中 身 を 抜い て 、 笛 
に し て 遡 ん だ 方 は いら つ し ゃ い 
ます か ? 作り 方 や 、 音 を 鳴ら 
す コ ツ な ど お 関 か せく だ さい 。 


人 < が 科 旧 の 訓 」 と も いわ れ 、 
参 捧 す る と 4 万 6 生日 分 の 功 筆 が あ 
る と され る 


な まず は 、 夏 の スタ ミナ 食 に ふさ わし いそ う で す 。 コ イ や 
フナ より た ん ば く 質 が 多く 、 ビ タ ミ ン B1 や ビタ ミン E が 
豊富 に 含ま れ て いま す 。「 日 本 な まず を 
幅広 い 世代 に 食べ て も ら お う 」 と 、7 
(な ) ま 10 (すず ) と 読む 語尾 合わ せ か ら 
制定 され まし た 。 
な まず を 食べ た こと の 
ある 方 、 い らっし ゃ い 
ます か ? どう や っ て 食べ た 
ら お いし いか 教え て くだ さい 。 


ワク チン の 日 


能 半 の 予防 に 大 切な ワク チン は 、 フ ラン ス の 細菌 学者 ・ 
ルイ - バ スツール が 開発 し まし た 。1885 (明治 18) 年 7 月 6 日 
狂 靖 に か か っ た 犬 に 中 まれ た 少年 に 、 バ スツール 博士 が 狂 
犬 病 ワ クチ ン を 援 租 し た の で す 。 少年 は 命 を 取り と め 、 治 療 
は 成功 。 その こと を 記念 し 、 制定 され まし た 。 
凍る ee は 肖 射 。 小さ い お 子 さん は 大 泣き し た 

り 、 ワ ン ち ゃ ん は 暴れ た り と 大 変 で すね 。 注射 に つい て 
思い 出 が ある 方 、 お 話 を お 聞か せく だ さい 。 


小 著 


[夏至 」 か ら 数 えて 15 日 め ご ろ 。 梅雨 が 終わ り 、 次 第 に 時 
さ が 本 格 8 に な る 時 季 で す 。 強い 日 ざし で 気温 が 一 気 に 上 が 
る の で 、 対症 な ど 体調 管 理 に 注意 が 必要 で す 。 夏 の 打 朱 と 
し て 出す 必中 見 舞い は 、「 小 時 」 か ら 「 立 我 の 前 日 」 まで に 


先方 届く の が よい と され て いま す 。 
[モニ 失 ] 
温 風 至 あぁ っ か ぜ ぃ た る 


そろ そろ 梅 十 8 け 。 熟 く 湿っ た 南 風 が 吹い て くる ころ で す 。 
夏 が くる な ぁ と 感じ ます ね 。 こ れ か ら 天 気 が 月 れ や すく な っ 
た り 、 日 ざし が 強く な っ た り と 注意 が 必要 で す 。 
事 呑 し く な る 時 季 で す が 、 ぐ っ すり 眠る た め の 工 夫 は あ 
り ま すか ? ( 例 ) 私 は 濡らし た タオ ル を 額 に の せ て 、 衣 
時 機 を 5% く か ける こと で す 。 皆さん の 工夫 も 教え て くだ さい 。 


舌 の 人 を ん で 離れ 殴 れ に な っ た 和 り 姫 ・ 導 溝 の 2 人 が 、 
1 年 に 1 度 だ け 会 える と いわ れる 7 月 7 日 。 中 国 の ヒ 伝 説 
と 、 機 織り の 上 達 を 願う 行事 、 さ ら に 日 本 古来 の 閲 の 神事 が 
結び つい て 、 今 の セタ に な り ま し た 。 

私 が 今年 、 知 病 に 書い た 願い 事 は 「 お いし いも の を た く 
さん 食べ られ ます よう に 」 で す 。 皆さん は 、 ど ん な 願い 


事 を 書か れ ま し た か ? 
pe 
@ 七 夕 の 笹 飾り に つい て 
七夕 は 「 息 の 節句 」 と も いわ れ ま す 。 七夕 行事 は 中 国 や 
な ど で も 行わ れ て いま す が 、 笹 飾り は 日 本 だ け の 風習 
日 本 で は 本 来 、 衝 や 和 は 株 葉 な も の と され 、 中 国 か ら 上 の 
起源 と な る 行事 が 伝わっ た 3 
時 、 宮 中 の 任 壇 に 得 竹 が 立 
て られ た そう で す 。 


声 時代 か ら 5 色 の 短 に 原 
い 事 が 書か れる よう に な っ た 


関 守 の 証 生日 間 


テレ ビ で 人 気 の 司会 者 ・ 関 宏 。1943 ( 骨 和 18) 年 7 月 
13 日 生ま れ で 7 歳 に な り ます 。 俳 令 と 


| し て デビ ュー し た 徐 、[ ス ター ギー と 3 


夜 」「 ク イズ 100 人 に 聞き まし た 」 関 
レン ド バ パー ク 2」 「 サ 
ニン グ 」 な どの 司会 を 務 
め 、 人 気 番組 の 顔 に な り まし た 。 
(人 四 口 突 の 貞 様 は 「 ア カシ ア の 十 
* が や むと き 」 の ヒッ ト 曲 を 持つ 
歌手 で す が 、 誰 で し ょ う ? 答え は 
角 申 佐知 子 。 息子 は 俳 信 の 関口 知 叶 
で す 。 


日 本 初 の 気象 衛星 
ひま わり 打ち 上 げ 


所 衛星 は 、 空 か ら 地球 の 広い 範囲 の 気象 を 抱 所 で きま す 。 
1977 (昭和 52) 年 7 月 14 日 、 ア メリ カ か ら 日 本 初 の 気 人 衝 
星 ひ まわ り が 打ち 上 げ られ まし た 。 翌年 4 月 6 日 か ら 本 格 
な 観測 を 開始 。 そ の 後 も 打ち 上 げ は 続き 、 現在 は 「 ひ まわ り 
8 号 ・9 号 ] が 運用 中 で す 。 


(天気 予 報 に は 「 猫 が OOO 
引 ま 〇 OO と 雨 」 と いう 言い 
伝え が あり ます ね 。 何で し ょ う 
か ? ぐ ① 疾 を 洗う @ 爪 を と く 
③ 明 を 只 ら す 答え は ①。 


ひま わり 8 号 は 2014 ( 成 %) 年 
9 号 は 2016 (平成 28) 年 に 種子 島 宇 


症 移 宙 セ ンタ ー か ら 打 ち 上 げ ら れ た ( 写 


真 ノ 気象 庁 ) 


お 盆 は 地域 に よっ て 、 7 月 の と ころ と 8 月 の と ころ が あり 
ます 。 7 月 の と ころ で は 今 が その 時 期 13 一 15 日 を 中 心 に 


野菜 な ど を お 供え し た り 、 迎 え 火 や 送り 火 を 葉 い た り し て 、 
亡くな っ た ご 先祖 の 霊 の 供 状 を し ます 。 

(人 麗 お 谷 に は 家族 や 親戚 が 集まっ て 、 飲 ん だ り 食べ た りす る 
引 4 の が 楽し み の 1 つ で すね 。 お 盆 に よく 食べ る も の を 、 お 
ひと り ず つ 教え て いた 
間 だ け ま すか ? 

< 清 守 訪 。 ご 先 福 が 一 刻 も 
早く 戻っ て こら れる よう に 
馬 に 見 立て た キュ ウリ と 、 
ゆっ くり 帰っ て いた だ く よ 
うに 和牛 に 見 立て た ナス を 侯 
る 


ー イ レブ ン の 日 
7 月 11 日 を 7 (セブ ン )11( イ 琴 生 | 
レブ ン ) と 読む 語呂合わせ か ら 、 中 で 置 


記念 日 に 制定 され まし た 。 朝 7 
時 か ら 夜 11 時 まで 営業 する セ RI 
ブン ー イ レブ ン が 開店 し た 時 は 8 
驚き で し た ね 。 今 で は 24 時 間 
営業 の コン ビニ が た くさ ん で き 、 
毎日 の 暮らし に 欠か せな い 存 在 
で す 。 

催 結 さん は 、 コン ビニ に 行か 
超 ほ れる こと は あり ます か ? 

( 例 ) 私 は コン ビニ に よく お 昼 
ご は ん を 買い に 行き ます が 、 に 
リン や お 奈子 な どの スイ ー ツ も 
つい 買っ て し まい ます 。 


・ 避 洲 )。 下 は 現在 の セブ 
ンー イレ ブン 店 舗 外 導 (写真 
株 式 会 社 セブ ン & ア イ ・ ホ ー ル 
ディ ング ス ) 


し ち じ 3 に こう 


[ セ 十 二 候 ] 


蓮 始 開 ほす ec ゅ て os< 


人 ハス の 六 が 開き 始め る 時 期 。「 蓮 は 泥 より 出 で て 泥 に 染 ま 
ら ず 」 と いう こと わざ を ご 存じ で すか ? 「 周 り が 汚れ た 環 
境 で あっ て も 染 ま ら ず 、 清 ら か さ を 保つ 」 と いう 意味 で す 。 
泥水 で 育ち な が ら 美しい 花 を 咲か せる ハス は 仏教 を 象 向 す る 
花 と され 、 仏 像 の 台座 の モチ ー フ に な っ て いま す 。 

人 ハズ の 根 で ある レン コン は よく 食卓 に 上 が り ま す が 、 人 
引 % ス の 実 も 食べ られ る そう で す 。 炊き 込み ご は ん な ど に す 
る と 、 ほ く ほ くし て お いし い の で す が 、 食べ た こと が ある 方 、 
いら っ し ゃ いま すか ? 

マハ ス の 。 仏 救 で は 木 土 に 咲く 花 と し て 親しま れ て きた 


今日 g 何 2 日 R 7) 


日 本 初 の 女性 大 臣 誕生 数 入り 


今 か ら 60 年 前 の 1960 ( 赦 和 35) 年 7 月 数 入り と は 江 記 時 代 の 風習 で 、1 月 16 日 と 7 月 16 日 に 加 
に 2 
19 日 、 軍 議 院 議員 の 中 山 マサ が 日 本 初 の 公 人 や 嫁い だ 辺 が 実家 に 帰っ て 休め る 日 の こと で す 。 定休 日 


女性 大 臣 に な り まし た 。 中山 は 、 長 革 で イ や 有給 休 明 な ど が な か っ た ころ 、 世 間 か ら 認 め られ た 敷 入り 
ギリ ス 人 の 父 と 日 本 人 の 刀 の も と に 生ま れ 、 の 日 は 、 責 重 な 休日 だ つっ た の で し ょ う ね 。 こ れ が 、 現 在 の お 
アメ リカ に 全学 後 、 高 等 女 学 校 の 教師 を 経て 正月 と ぉ 数 の 亡 汗 に つなが っ て いる そう で す 。 B 

会 議員 に 。 第 1 次 池田 盟 人 内 閣 に 厚生 大 皆さん 、 帰 省 の 思い 出 は あり ます か ? 子ども 連れ で 大 
臣 と し て 入間 し 、 在 任期 間 は 5 か 月 で し た が 、 変 だ つた な ど 、 思い 出 話 を お 聞か せく だ さい 。 
母子 家庭 へ の 児童 扶 氏 手 当 支給 の 法制 化 を 実 
現し まし た 。 
時 代 は 令 和 。 女性 の 政治 家 が も っ と 増え 


ゼ 十 ] 
て ほし いで すね 。 皆さん の 印象 に 残る 女 ー 
性 の 大 臣 、 政治 家 は 誰 で すか ? 鷹 乃 学習 た か すなわち ゎ ざ を な ら う 


タカ の ヒナ が 飛び 方 や 誠 物 の 捕り 方 を 覚え る ころ 。 肉食 の 
タカ は 、 自分 の 力 で 獲物 を 捕まえ な けれ ば 生き て いけ ませ ん 。 
人 間 と の 剛 わ も 古く 、 日 本 で は 大 時 代 か ら タカ を 使っ て 
狩り を する 「 鷹 狩り 」 が 行わ れ デ 
て いた そう で す 。 


初 の 聖火 リレー 登場 
最初 の オリ ン ピ ッ ク 聖 火 リレー は 、 ベ ルリ ン オリ ン ピ ッ ク 
か ら で す 。1936 (昭和 1) 年 7 月 20 日 、 ギリシャ の オリ ン で は 、 ゲ ー ム を し まし ょ う 。 
ピア で 旬 淡 し た 聖火 を 3075 人 の ラン ナー が 1 キロ ず 私 が 「 タ カ 」 と 言っ た ら 両 ト 
つ 走 つて つなぎ 、8 月 1 日 の 開会 式 に ベル リン に 到着 交 手 を 忘 の よう に 上 に 。 「 カ タ 」 
し まし た 。 / と 言っ た ら 両 手 を 肩 に 。「 タ タ 」 
今日 は 皆さん と 、 豆 火 リレー マラ ソン を や っ て // と 言っ た ら 、 両手 を た た いて く 芽 
み ま し ょ う 。 座っ た ま / だ さい 。 い きま す よ 、 タ カ ! (「 タ 
ま 、1、2、1、2 と 和 席 
み し て 、 お 隣 の 方 に 聖火 を 
渡す 真似 を し て くだ さい 。 
届か な いと ころ は お 手伝い 
し ます 。 で は 、 最 初 の 方 に 
聖火 を お 渡し し ます ! 


に だ ん だ ん 早く 言う ) 


オオ タカ 。 日 本 に お ける 
代表 的 な タカ 


獲 六 時 代 の 1244 ( 箇 元 2) 年 7 月 18 日 、 過 元 祥 帥 に より 、 
福井 に 永平寺 (当時 は 天神 寺 ) が 建立 され まし た 。 仏道 人 
符 の 道場 と し て 、 道 元 は 約 10 年 間 、 修 行 僧 を 指導 。 現在 
当時 の よう な 修行 生活 が 続け られ て いま す 。 村 浜 の 総持寺 と 


な ら び 、 章 油 宗 の 大 本 山 で す 。 
永平寺 で は 、 序 福 体 験 が で きる そう で す 。 今日 は 椅 子 に 


「 士 用 の 呈 の 日 」 と いっ た ら 、 や っ ぱり ウナ ギ で すね | 
養 が ある ウナ ギ は 夏バテ に いい と 、 江 戸 時 代 か ら 「 土 用 の 芋 
の 日 に 食べ られ て きた と か 。 実は 、「 土 用 の の 日 」 は 夏 
だ け で は あり ませ ん 。 立春 、 立夏 、 立 秋 、 立 冬 の 前 の 約 18 
日 間 の 中 で 干支 の 陽 に あたる 日 の こと を いい ます 。 

「 陸 の 日 」 に は 、 ウ ナギ だ 

け で な く 、「 う 」 の つく 食 
べ 物 を 食べ る と いい そう な の で 、 
「 う 」 の つく 食べ 物 を どん どん 
あげ て み ま し ょ う ! ( 例 ) ウ 
ニ 、 うど ん 、 和 守 な ど 。 


座っ た まま 、 両 手 を 組ん で 1 分 問 、 目 を つぶ っ て みて く 
sm 


平 寺 仏 了 。 永 平 寺 は 向上 700 年 も の 宅 杉 に 囲ま れ た 敷地 に 、70 あ まり の 
計 結 eo 


ウナ ギ は ビタ ミン A や B 群 な 
ど 、 疲労 回 復 や 食欲 増 進 に 効果 
| 的 な 成分 を 多く 含む 
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きた うみ まこ ミラ と 

北の湖 最 年 少 横綱 に 

「 憎 らし い ほ ど 強 い ] と いわ れ た 北の湖 。21 歳 2 か 月 で 史 
いら わ 

上 最 年 少 の 横綱 に な っ た の が 1974 (昭和 ⑳) 年 7 月 24 日 で 

す 。13 歳 で 初 土 依 を 踏ん で か ら 、「 怪 


重 ] と 呼ば れる 勢い で 白星 を 
ね 、 ラ イ バ ル ・ 輪 島 と 「 輪 湖 時 


文字 通り 一 年 中 で も っ と も 叶 さ が 
飼 し いこ ろ 。 この 日 は 農家 に と っ て 
は 草取り や 害 中 駆除 な どの 農作業 の 


いし すう 


節目 で も あり ます 。 湿度 も 杯 据 指数 


代 」 を 築き まし た 。 も 急上昇 し て 体力 の 消耗 が 激しく な 
相撲 と いえ ば 、 信 年 る た め 、 夏 バテ 防止 の た め に も 食事 
2020 ( 令 和 2) 年 の に 気 を 使い た いで すね 。 

初 場所 で 、 幕 尻 の 徳 騰 し 夏 の 時 惣 店 の 1 つ 、 入 道 有 

龍 が 優勝 し て 話 し ち じ 3 に こう 


[ 七 十 二 候 ] 


題 に な り ま し た 

ね 。 最近 、 応援 桐 始 結花 まり は Ei ゅ て は な を むす ぶ 

し て いる カ 土 や 

「 横 細 に な り そ う 桐 は 10 メー トル 近く ある 高い 木 。 初 夏 、 枝 の 先 に 薄紫 の 
だ 」 と 思う 力士 は 花 を 咲か せ 、 財 く な る この 時 季 に 路 形 の 実 を 結び ます 。 昔 か 


いま すか ? ら 高 買 な 木 と され 、 そ の 人 花 は 皇室 や 日 本 政府 の 紋章 と し て 使 
われ て きま し た 。 

まな 板 、 米 び つ 、 タ ンス な ど 、 桐 製品 を 使 つ て いら っ し ゃ 
る 方 、 よ い 点 や 手入れ 方 法 な ど お 聞 き し た いで す 。 


バル セロ ナオ リン ピッ ク 43】=| 
開幕 


28 年 前 の 1992 (平成 4) 年 7 月 25 日 、 ス ペイ ン で バル セ 海の日 
ロナ オリ ン ビ ピッ ク が 開 芽 。8 月 9 日 まで の 16 日 問 、 明 埋 が = た 了 
繰り 広げ られ まし た 。 岩科 攻 子 選手 の 競泳 女子 200 メー トル 海 の 路 副 に 感謝 す る と と も に 、 海洋 国 日 本 の 渦 栄 を 願う と 
平泳ぎ 金メダル や 、 央 凌 裕 子 選 手 の 陸 上 ・ 女 子 マラ ソン 銀 メ いう 直 党 の 国民 の 休日 の 1 つ で す 。 最初 は 7 月 20 日 で し た 
ダル な ど 、 感 動 の 場面 が た くさ ん あり まし た 。 が 、2003 (平成 15) 年 か ら 7 月 の 第 3 月 曜日 に 。 今年 は 東京 

岩崎 攻 子 須 手 の イン タビ ュー「 今 まで 生き て きた 中 で 、 オリ ン ピ ッ ク ・ バ ラリ ン ビ ピッ ク の 
一 番 OO で す 」 皆さん 、 覚 えて いま すか ? [一 番 幸 せ 関係 で 、7 月 23 日 と な り ま し た 。 
で す 」 で し た ね 。 この 時 、 岩崎 選手 は まだ 14 歳 で し た 。 「 海 の 日 」 に ちな ん で 、 海 
の 生き 物 を 20 種 あげ て み ま 
し ょ う ! 食べ られ て も 食べ られ 

PP な く て も いい で す よ ! 


萩原 健一 の 誕生 日 海面 積 は 、 地球 全体 の 約 7 割 を 占め 2 KS 


て いる と いう 
昨年 亡くな っ た 萩原 健一 。 1950 ( 紹 本 生 あ 5 
25) 年 7 月 26 日 生ま れ で し た 。 グ 朝丘 雪 路 の 誕生 日 
ルー プ サ ウ ンズ の ザ ・ テ ンプ ター 
ズ の ポー カル で デビ ュー し 、 人 朝丘 雪 路 は 、 1935 ( 婦 和 10) 年 
気 を 博 し ます 。 ド ラマ 「 太 7 月 23 日 に 東京 で 生ま れ ま し た 。 
陽 に ほえ ろ ! 」「 傷 だ ら け 宇和 団 で 娘 役 と し て 活躍 し た 
の 天使 」「 前 略 お ふく ろ 様 徐 、 映 画 、 ド ラマ 、 舞台 に 多数 出 
な ど で 、 俳 優 と し て も 味 の あ 
る 演技 を 見 せま し た 。 
ここ で ニッ ク ネ ー ム クイ 者 に 。 82 歳 で 亡くな り ま し た 。 
に oo ーー 
ズ で す ! 科 生 織 は 「 マ 測 栖 参 と の お し どり 夫婦 ぶり 
ツケ ン 」、 で は 、 攻 原 健一 は も 有名 で し た ね 。 皆さん は 、 お 
何 ケン で し ょ うか ? 答え は 、 し どり 夫婦 と 聞く と 、 ど の 夫婦 を 選 
「 シ ョ ー ケ ン 」 で す 。 い 浮か べ ま すか ? 


今日 は 生 lp 日 R 7) 


チャ ー ル ズ 皇 太子 と 
ダイ アナ 妃 が 結婚 


世紀 の ロイ ヤル ウエ ディ ング 、 イ ギリ ス の チャ ー ル スズ 皇 
太子 と ダイ アナ 怒 の 結婚 式 が 1981( 朋 和 56) 年 7 月 29 日 、 ロ 
ンド ン の セン ト ・ ポ ー ル 大 聖堂 で 行わ れ まし 


た 。 世界 各 国 に テレ ビ 中 継 され 、7 億 5 千 万 も 
の 人 々 が ダイ アナ 妃 の 美 し さ に 釘 づ け に な っ た 


日 で す 。 
日 本 の 皇居 難 子 さ ま の 
[結婚 の 儀 」 の 時 も 、 美 

し か っ た で すね 。 その 時 、 

お 召し に な っ つて いた の は 

OO 単 」。 さて 、 何で 

し ょ うか ? 答え は 、 

十二単 で す 。 


うめ ぽ し 


梅干 の 日 


クエ ン 酸 を 多く 含 お 梅干 は 、 疲労 回 復 や 衝 中 症 予防 に 効果 
が あり 、 夏 に 積極 的 に 食べ た いも の で す 。 昔 か ら 「 梅 二食 
べ る と ど 難 が 去る 」 とい われ 、7 (な ん ) が 30 (さる ) の 語 
呂 合わ せ か ら 、 梅 の 産地 、 移 山県 日 高 者 みな べ 町 の 東 諾 園 
2 介 に 制 定 し まし た 。 


梅干 に も 、 う す 塩 梅 、 し そ 演 梅 、 
か つ お 梅 、 は ち み つ 梅 な ど 、 い ろ 
いろ な 種類 が あり ます ね 。 どん な 梅干 
が お 好き で すか ? 塩分 O% が いい な 
組 ご の こだわ り も 教え て くだ さい 。 


く お いし い 梅 二 作 り に 欠か せな い 共 日 干し 。 
アク 二天 が 2- 3 日 続く タイ ミン グ で 行う 


「 こ だ ま 」 と いう の は 、 特急 こだま 号 の こと 。 1959( 央 34) 
年 7 月 31 日 に 、 特 急 こ だ ま 号 が 狭軌 鉄道 で 当時 の 世界 最高 
時 速 163 キロ で 走っ た こと を 記念 し て 制定 され ま し た 。 その 
5 年 後 の 1964 (昭和 39) 年 に 東海 道 新幹線 が 開通 し 、「 こ だ ま 」 
は 各駅 停車 の 新幹線 と し て 運行 し まし た 。 

で は 、2027 年 に 開業 予定 の リニア 中 央 新幹線 の 最高 時 
速 は 、 何 キロ だ と 思い ます か ? (答え が 出 た ら 「 も っ 
未来 は す 


と 上 」「 下 」 と ヒン ト を 出す ) 答え は 500 キロ ! 
こ ご いで すね 。 


く 31 で 滞 間 05 
当時 の 東京 一 新 大 阪 可 の こ 

人 だ ま の 所 用 時 間 は 約 5 時 間 
だ っ た 


【 ゼ 千 織 ] 
土 潤 洛 署 っ ち ぅ る ぉ 3 て も し ぁ っ し 


日 に 日 に 暑く な り 、 土 か 

ら も 蒸し 暑い 空気 が 立ち の 
ほる ころ 。 じめじめ し た 署 
さ に は 閉口 し ます ね 。 現代 
で は 、 コ ンク リー ト の 照り 
返し の 暑 さ に も 気 を つけ な 
けれ ば いけ ませ ん 。 

暑い 時 、 皆さん は どん 

な も の を 食べ た く な 
り ま すか ? ( 例 ) 私 は 冷や 
し 中 華 で す 。 見 た 目 も 涼し 
げ 、 味 も さっ ぱり ! お い 
し いで す よ ね ー。 お 気 に アサ カオ は ツル か よく 他 び る の 
り の 夏 メ ニュ ー、 お ひと り 。 で ・ グ リー ンカ ー テ ン " と し て 凍 堂 
ずつ お 聞か せく だ さい 。 れる 


な に わ の 日 
7 (な ) 28 (に わ ) の 語呂 合わ せ か ら 、 基 市 浪速 区 が 記 
念 日 に 制定 し まし た 。「 浪 速 区 未来 わが まち ビジ ョ ン 」 に 薄 
づき 、 浪 速 区 が 「 住 みよ い 明る いま ち 」 に な る きっ か け の 日 
に 、 と いう 願い が 込め られ て いま す 。 7 月 か ら 9 月 に か け て 、 
楽し い イ ベン ト が 開催 され る そう で す 。 和 
| 厩 に わ の 日 」 に ちな み 、 大 阪 歌 を 歌い まし ょ う 。 海 
販 半 里 ・ 方 持 の 「 大 阪 ラ ブ ソ ディ ー」。 軽快 に いき まっ 
せ -。 


営 現神 守 。 毎 年 1 月 9 11 日 に 商売 繁盛 の 上 
り 「 け 日 牙 ( え べ っ さ ん )」 が 行わ れる 


ママ 浪速 区 の 名 所 の 1 つ 、 


えい ょ う 


栄養 の 日 


毎日 の 食事 で きち ん と 栄養 が 摂れ て いる か どう か 、 気 に な 
り ま すね 。 栄養 を 学び 、 体 感 す る こと を 目的 に 、“ 食 生活 を 
考え る 日 " と し て 記 訪 日 に 制定 され まし た 。 8 を 英語 で エイ 
ト と 読ん る で 、8 (えい ) 4 ( よ ) うと 読む 語呂 合わ せ か ら で す 。 

まず は 、3 食 き ちん 

と 食べ る こと が 大 
切 で すね 。 皆 さん は 、 今 
朝 何 を 食べ まし た か ? 
( 例 ) 私 は 、 ト ー ス ト と 
コー ヒー。 栄 狼 が 足り な 
さそ う で す ……。 皆さん 
の 朝食 も 教え て くだ さい 。 


補 。 な の 
親子 丼 の 日 
8 月 5 日 (085) を 0 (お ) 8 (や ) 5 ( こ ) と 読む 語 
呂 合わ せ か ら 、 記 意 日 に 制定 され まし た 。 署 い 夏 こそ スタ ミ 
ナ 食 と し て 食べ て も らい た いそ う で す 。 
夏 の スタ ミナ 食 と い 
えば ウナ ギ が 思い 浮 
か び ま す が 、 し ょ っ ちゅ 
う は 食べ られ ませ ん ね 。 
も っ と 手軽 に 食べ られ る 
スタ ミナ 食 と し て 、 オ ス 
ス メ の も の は あり ます 
ーー ム 表 子 井 が 生ま れ た の は 1891 貞 eo 
て 、 暑 い 夏 を 乗り 切り ま を ころ の 提議 形 町 
し ょ う ! 料理 店 「 玉 ひで 」 と nbft て いる 


ん だ いた を 


仙台 モタ ま つり 


毎年 8 月 6 日 か ら 8 日 に か け て 、 仙 台 七 夕 まつ り が 行わ れ 
ます 。「 た な ば た さん 」 と 呼ば れ 、400 年 あま り の 歴史 を 語 
る 伝統 の お 祭り 。 色とりどり の 宮 替 な 吹き 流し は 、3 月 ご ろ 
か ら 地 元 の 商店 等 お ど が 手作り で 準備 する そう で す 。 この 3 
日 間 は バレ ー ド が 行わ れ 、 た くさ ん の 観光 客 が 訪れ ます 。 

皆さん は 、 仙 台 へ 行か れ た こと が あり ます か ? 「 仙 
台 」 と 聞い て 思い 浮か ぶ も の を あげ て いっ て み ま し ょ よう 。 
( 包 ) 仙 き 最 、 お 


4 詩 葉 ね た 奈 、 才 午 
答 ま つり と と も に 東北 三 
大 まつ り と 呼ば れる 。2020 
(信和 2) 年 は 残念 な が ら 
中 上 


[葉月 」 の 由来 は 、 旧暦 で は 木の葉 が 落ち る . 
ころ だ か ら と いう 説 や 、 誰が 初め て 渡っ て くる 人 

「 接 来 」 か ら な ど 諸 説 あり ます 。 天 や 量 。 筐 
9 。 7 きま す が 、 夏バテ し な いよ うに 


3e。 気 だ つけ まし ょ う 。  。@ 
ト ア 】 る 入 
eeeee き 


配置 薬 は 「 置 き 楽 」 と 呼ば れ 、 江 戸 時 代 に 富山 で 始ま っ て 
か ら 300 年 以上 の 歴史 が あり ます 。 薬 を 使っ た 分 だ け お 金 を 
払う 制度 で 多く の 人 の 健康 を 支 そ て きま し た 。 8 (は ) 1 ( い 
ち ) と 読む 語呂合わせ か ら 、 富 山県 の 一 般 社団 法人 全国 配置 
業 協 会 が 記念 日 制定 し まし た 。 

皆さん の お 宅 で は どん な 薬 を 常備 し て いま すか ? ( 例 ) 
うち で は 、 正吉 丸 を きら さ な い よう に し て いま す 。 ほか 
に オス ス メ の 常備 薬 が あれ ば 教え て くだ さい 。 


[モニ 指 ] 
大 雨 時 行 た い 3 と き と き に ふる 


タ 冬 が 多い 時 期 で す 。 昔 は 「 洲 
し く な っ て いい な と 思っ て いま 
し た が 、 最近 は 「 ゲ リラ 豪雨 」 が 
多く な り 、 困り ます ね 。 

急 な 雨 や タ 立 の 思い 出 が ある 
方 、 お 話 を お 岡 か せく だ さい 。 
大 雨 で 煙 る 山林 


日 本 初 の 裁判 員 裁判 


裁判 貞 坊 判 と は 、 満 20 歳 以上 の 有権者 か ら 選ば れ た 市 民 
が 事件 の 審理 に 加わ り 、 裁判 記 と と も に 、 有 罪 ・ 無 罪 や 量刑 
を 決め る 制度 で す 。 .2009 伴 成 21) 年 の 日 、 日 本 で 初め て 
の 塚 判示 判 が 東京 地 坊 で スタ ー ト 。 東京 者 足立 区 で 起き た 
殺人 事件 の 審理 の た め 、6 人 の 哉 判 員 が 4 日間 出廷 し まし た 。 

で は 、 裁 判 員 裁 判 に つい て の クイ ズ で す 。「 貸 し た お 金 

を 返せ 」 と いう 裁判 に 塚 判 員 が 参加 で きる か どう か で す 
が 、 〇 で し ょ うか ? X で し ょ うか ? 答え は X で す 。 裁判 
員 が 参加 する の は 刑事 裁判 だ け で 、「 貸 し た お 金 を 返せ 」 と 
いう の は 民事 裁判 に あめ たり ます 。 


今 BzeB7《 


は り ( 鍼 ) ・ き ゅ う ( 焦 )・ 
マッ サー ジ の 日 
今日 の 日 付 を 、8 (は ) り 9 (きゅう ) と 読 お 語呂 合わ せ 
か ら 、 公 益 社団 法人 全日 本 負 案 マッ サー ジ 師 会 が 制定 し た 記 
今日 で す 。 全国 各地 で 東洋 鍼灸 (は り ・ き ゅ う ・ マ ッ サー ジ ) 
普及 の だめ の イベ ント が 行わ れ ま す 。 
は り ・ き ゆ ゅ う ・ マ ッ サ ー ジ の 治療 を 受け た こと の ある 方 
は いら っ し ゃ いま すか ? どん な 感じ で 、 効 きめ は どう 
だ っ た か 、 教え て くだ さる 方 、 お 願い し ます 。 


山 に 親しむ 機 会 を 得 て 、 山 の 交 串 に 感謝 する こと を 直 旨 と 
する 国民 の 休日 の 1 つ で す 。 206 (平成 29) 年 か ら 施行 され 
まし た 。 本 来 は 8 月 11 日 で す が 、 今 年 は 東京 オリ ン ピ ッ ク ・ 
バラ リン ピッ ク の 関係 で 、8 月 10 日 に な り ま し た が 、 残 訪 
な が ら オ リン ピッ ク は 来年 に 延期 に な り ま し た 。 

今日 は 「 山 の 名 前 」 を た くさ ん あげ て み ま し ょ う 。 思い 
つい た 方 か ら 手 を あげ て 、 お 願い し ます 。 
y 提 に Fcpo ( 訪 記 、 交 子 言 、 白 馬 久 ヶ 語 ) 


は ょ と 


鳩 の 日 


神奈川 県 ・ 氏 倉 

お 土産 と いえ ば 「 夫 

サブ レー] が 有名 で すね 。 人 倉 

に 本 店 が ある 株 式 会 社 豊 島屋 が 

記念 日 制定 し まし た 。 8 (は ) 

と 10 (と ) と 読む 語 品 合 わせ か ら 

で す 。 こ の 日 は 記念 日 に ちな ん で 限 

定 オ リ ジ ナル グッ ズ が 販売 され 、 毎 

年 、 大 行列 が で きる そう で す 。 
聖書 で は ノア の 洪水 の 時 、 鳩 が オリ ー ブ の 枝 を くわ えて き 
て 陸地 が 近い こと を 教え た こと か ら 、 鳩 と オリ ー ブ の 校 は 

平和 の 象 菩 と な っ つた そう で す 。 ほか に 平和 の 象 向 と され て いる 

も の を ご 存じ で すか ? ( 例 )V サイ ン 、 ビ ピー スマ ー ク 、 折 襲 な ど 。 
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[区 立つ 」 と 書く 通り 、 麻 の 上 で は 夏 が 終わ り 秋 が 始ま り ま 
す 。 また 、 今 日 か ら 秋分 まで の 連 さ を 「 外 其 」 と 呼び ます 。 
ひぐらし が 鳴き 始め る と 、 少 し ずつ 秋 の 気配 を 感じ る よう に 
な り ま す 。 季節 の 拉 拶 状 は 、 こ の 日 以降 は 「 残 時 見 舞い 」 へ 
と 変わ り ます 。 

今日 は 皆さん で 、「 残 畳 」 や 「 秋 」 の イメ ー ジ の 歌 の タ 

イト ル を あげ て み ま し ょ う 。 で は 私 か ら 。( 例 ) 「 ボ と 
ん ぼ 」。 皆さん も お 願い し ます 。 


[ モ 報 ] 
涼風 至 すず か ぜ い た る 


昔 と 違い 、 温 暴 化 が 進む 今 は 、 財 さと の た た か い は まだ ま 
だ 続き そう で す が 、 暦 の 上 で は 、 早朝 や 夜 に 源 し い 風 が 吹き 
始め る ころ 。 季節 は 秋 へ と 向かっ て いま す 。 

今日 は 残暑 の 時 期 に 食べ た い 「 涼 し いも の 、 冷 た いも の 」 
し トー キーーー 「 涼 」 を 感じ て み ま せ ん か ? ( 例 ) 
た と えば 、 カキ 水 。 冷 を ー い ! で は 、 お ひと り ず つ 言 っ て 
み ま し ょ う 。 
マ 略 に 舞 れ る スス キ 。 秋 の 訪れ を 感じ させ る 光景 


洋食 の メニ ュー は な ぜ か 心 が ウ キ ウ キ し ます ね ! 8 月 8 
日 の 8 と 8 を 、 作 ヤシ ライ ス の ハヤ 」 と 読む 語呂 合わ せ か 
ら 、 往 剛 上 の 株 式 会 社 千草 が 記念 日 制定 し まし た 。 
ey 洋食 の 人 気 ラン キン グ を 決め まし ょ う 。 ビ ピー フ 

シチュ ー、 ハ ンバーグ 、 オム ライ ス 、 ハ ヤシ ライ ス 、 エ 
ビ フ ラ イ 。 この 中 で 
一 番 好き な 洋食 は 何 
で すか ? 


西洋 の 魚の フラ イ と 、 
日 本 の て ん ぶら が 結び つ 
いて で きた エビ フラ イ 。 
洋食 の 定番 と し て 愛さ れ 
て いる 


「 泳 いで つなが る 笑顔 の 輸 」 を スロ ー ガ ン に 、 国民 全員 が 泳 
げ る よう に な り 、 水難 事故 を 減ら すこ と や 、 競技 人 口 の 拓 野 


を 広げ 、 水 泳 を 楽し お こと を 目的 に 、 全 国 で イベ ント が 開催 
され ます 。 


で は 、 足 の 体操 ! スイ ミン 
グ の つも り で 、 バ タ 足 を や っ 
て み ま し ょ う 。 座 つた まま 、 両足 
を 浮か せ て 、 は い 、 バ タバ タバ ター 


3 最近 は 自然 環境 の 中 で 長 距離 を 
泳ぐ オー プン ウォ ー タ ー ス イミ ン 
グ や トラ イア スロ ン の スイ ム が 盛 
ん に 行わ れ て いる 


すい と ん で 平和 を 
学ぶ 日 
終戦 記 念 日 の 今日 は 、 平和 を 学ぶ の に ふさ わし い 日 と し て 、 
細 知 県 天山 市 で 平和 活動 を 行う 「 け いと ん の 会 | が 記念 日 に 
制定 し まし た 。 戦時 中 、 米 の 
代用 廊 だ っ た すい と ん な 食べ 
な が ら 、 子 ども た ち に 戦争 の 
虹 か さ 、 悲 徐 さ に つい て 語る 
活動 を 続け て いま す 。 
すい と ん を 作っ た こと の 
ある 方 は いら つ し ゃ いま 
すか ? 作り 方 や 、 ど ん な 具 
^ 小 坊 の 生地 を 小さ い 列 に し 、 野 を 入 れる か な ど 、 せ の 教え て 
藤 な ど と 一 緒 に 汁 で 痢 る すい と ん くだ さい 。 


@ 灯 籠 流 し に 

つい て 

死者 の 魂 を 沖 い 、 火 を 殺 
し た 殺 科 を 、 海 や 川 に 流す 
送り 火 の 行事 。 灯 区 の 殺 り 
が 水 に 映っ て 流れ て いく 様 
子 は 包 想 的 な 光景 で す 。 日 
本 各地 で 行わ れ ま す が 、 最 
大 級 の も の は 揚 電 県 の 
平 き 大 糧 生 な が し 」 で 、 約 
1 万 個 の 灯 稼 が 流さ れ ま す 。 


箇 流 し 。 最 人 県 と その 周辺 で 
は 人 沈 し 」 と 叫ば れる 


前 畑 秀 = 


前 畑 秀 子 


みく と < 


金メダル 獲得 


1936 ( 和 11) 年 の この 日 、 ベ ルリ ン オ リン ピック の 女子 
200 メー トル 平泳ぎ で 、 前 箇 秀 子 選手 が 金メダル を と り ま 
し た 。 その 前 の ロサ ン ゼ ルス オリ ン ピ ッ 
ク で は 、 わ ず か 01 秒 差 で 負け て 銀 メ 
ダル 。 今 回 負け た ら 日 本 に 帰れ な い 
と 覚 合 を 決め 、 地元 ドイ ツ の 刀 手 と 
競り 合っ た 未 、06 秒 差 で 勝利 し た 
そう で す 。 

前 畑 が ん ば れ ! 」 の ラジ オ 中 衝 
は 有名 で すね 。 皆さん は 、 こ れ ま 
で に 手 に 汗 握っ て 「 が ん ば れ ! が 
ん ば れ ! 」 と 応援 し た 選手 は い 
ます か ? ( 例 ) 私 は 、 ソ チオ 
リン ピッ ク の 導 四 真央 選手 で す 。 


し ち じ % う に こう 
〔 モ 十 候 ] 
寒 岬 鳴 < な < 


毎日 間 こ える セミ の 声 、 ア ブラ ゼミ や ミン ミン ゼ 
ミ の 声 が 性 いて いま し た が 、 そ ろ そ ろ 朝 タ に ヒ グ ラ 
シ が 鳴き 出す ころ で す 。「 カ ナカ ナカ ナ 」 と いう ヒ 
グラ シ の 声 は 、 な ん だ か 情 猪 が あり ます ね 。 

人 SFa 夏 に セミ と り を し まし た か ? 上 回 
手 に 痛ま える 虫 と り 名 人 みた いな 子 、 い まし た 
よね 。 躍 を 捕まえ た 思い 出 が ある 方 、 お 話 を お 聞か 
せく だ さい 。 
日 暮れ に よく 鳴く こと か ら 「 ヒ グラ シ 」 の 名 が つい た 


お 盆 は 正式 名 称 を 「 志 聞 盆 会 ] と いい 、 こ の 世に 戻っ てき 
た 先祖 の 霊 を 供養 する 行事 。 地域 に よっ て 差 は あり ます が 
全国 9 に 8 月 の この 日 に 「 お 盆 の 入り 」 を 迎え る と ころ が 多 
いよ う で すず 。 毎年 、 お 盆 の 帰省 ラッ シュ の 様子 が 、 ニ ュー ス 
で 取り 上 げ ら れ ま す 。 

お 盆 と いえ ば 、 盆踊り も 楽し ひみ で すね 。 皆さん は 参加 さ 
れ て いま すか ? ご の あたり で は 、 ど ん な お 名 破り が 有名 
で し ょ うか ? 


@ お 分 玉 に つい て 

近年 、 新 し い 風習 と し て 広がり つつ ある の が 「 お 盆 玉 」。 
お 年 玉 の 夏 バ ー ジ ョ ン で 、 お 人 に 帰省 し た 子ども や 孫 に 流す 
お 小遣い の こと で す 。 専用 の ボ チ 袋 も 売ら れ て いて 、 2014 ( 平 
成 26) 年 か ら 郵便 局 で も 「 お 盆 玉 袋 ] を 販売 し て いま す 。 


今 BzfpB?《 


俳句 記念 日 
俳句 ブー ム の 詐 今 、8 (は ) 19 (いく ) と 読む 語呂 合わ せ 
か ら 、 俳 句 作家 の 上 野 連 子 氏 主宰 の 「 お し ゃ べり HAIKU の 
会 ] が 記念 日 に 制定 し まし た 。 五 ・ 七 ・ 五 で 一 明 を 切り 取る 
俳句 。 そ の 楽し さや 奥深 さ を 味 わ う の も いい で すね 。 
で は 、 俳句 の クイ ズ で す 。 最初 の 五 ・ 七 の 部 分 を 言い ま 
す の で 、 最後 の 五 を 答え て くだ さい 。 「 吾 池 や 釧 飛 び 
こ お 」 ( 告 え : 水 の 音 )。 
「 杭 食え ば 鐘 が 鳴る な 
り 」 (答え : 活 角 寺 ) 。 「 秋 
深き 隣 は 何 を 」 (答え : 
する 人 ぞ )。 皆さん 、 ご 
存じ で し た か ? 


誕生 記念 筆 の 日 
(赤ちゃん 筆 の 日 ) 


一 生 に 一 度 の 大 切な 記念 と し て 、 赤 ちゃ ん の 柔らか な 産毛 

(時 ) で 作る 誕生 記念 筆 。 制作 する 赤ちゃん 筆 セン ター 株 

式 会 社 が 記念 日 制定 し まし た 。8 を ハッ ピー、 20 を 筆 ( ふ 
で ) と 読み 「 ハ ッ ピー な 筆 」 と する 語呂 合わ 0 せ か ら で す 。 

赤ちゃん が 健やか に 育つ よ 

う 、 日 本 に は さま ざま な 行事 

が あり ます ね 。 お ビ 夜 、 お 宮参り 、 


お 食い 初め 、 一 借 魚 な ど 、 心 に 残っ 
て いる 思い 出 を お 聞か せく だ さい 。 


< 信夫 に 桜 や 水 描 な ど を 使用 し た 誕生 記念 
筆 (写真 赤ちゃん 第 セン ター 株 式 会社 ) 


1964 ( 番 和 39) 年 の 今日 、 政府 は 「 輸 血 用 咽 流 を 献 岬 に よ 
り 確 保 する 体制 を 確立 」 する こと を 韻 議 決定 。 そ の 後 10 年 
間 で 、 輸 血 の た め の 「 献 血 ] 100% を 達成 し まし た 。 

献 軸 を する と 、 血液 が 治療 の 役に立つ うえ 、 自 分 の 血液 
検査 が 受け られ 、 ジ ュー ス や 記念 品 を も ら え る そう で 
店 二 ま り だ だ 由 の 生 あ の ーー 


TB 人 け 凡 計 


4 献 向 バ ス ( 移 

W 動 採 由 車 )。 採 

血 用 の ペッ ド を 

備え 、 協 力 先 の 

還 団体 地域 に 直 

= 接 出向 く (写真 

ノ 認 可 法人 日 本 
赤字 社 ) 


ss 
宮 都 五山 送り 火 
京都 の 五山 送り 火 は 、 毎年 8 月 16 日 の 夜 に 行わ れる 伝統 
行事 。 東 同意 ヶ 劉 に 「 大 文学 」、 秋 ヶ 秋本 山 と 東山 に 「 秒 ・ 
ニー 8 8 
肖 」、 西 に 「 向 形 」、 天 北山 に 「 左 大 文字 」、 介 奈 工 山 に 
[鳥居 形 」 の 火 が 条 さ れ 、 お 芋 の 精霊 を 送り ます 。 
と ころ で 、 送 り 火 
は 夜 8 時 に いっ せ 
い に 点 火 され る 。O? 
x? 答え は x。8 時 か 
ら 5 分 間隔 で 妥 番 に 灯り 、 
それ ぞ れ 約 30 分 間 見 る 
^ 東 山 如意 ヶ 外 の 「 大 文字 」 か ら 点 火 ご と が で きま す 。 


王 双 了 隊 ふか きき り ま と う 


_ 置 の 上 で は 、 却 が 出 や すく な る 時期 。 幻想 69 な 勾 で す が 
北海 道 の 釧 路 は 「 色 街 」 と 呼ば れ 、 年間 100 日 以上 も 霧 が 
発生 。 特に 夏 に 多い そう で す 。 
YR 
さて 何 湖 で し ょ うか ? ③ 油 意 湖 ⑨ 摩 周 湖 ③ 居 比 
湖 答え は ②。「 皮 の 摩周 湖 」 で す 。 


マ 地 に 抵 お 河沼 ( 員 半 上) 


健康 食 育 の 日 


食べ る こと は 生き る こと の 基本 。 食 の 大 切 さ を 伝え る 活動 
を 「 健 康 食 育 」 と し て 普及 させ よう と 、 一 般 社 団 法人 日 本 健 
氷 食 育 協会 が 記念 日 に 制定 し まし た 。 日 本 人 の 主食 、 米 を 中 
心 と し た 食 生 活 で 健康 に な ろう と いう 日 で す 。 8 と 18 を 漢 
字 で 書く と 、 八 十 人 = ニ 米 と な る こと に ちな ん で いま す 。 
お 米 か ら で き て いる も の 、 い ろ い ろ あ り ま すね 。 た と え 
3 電 で 人 む マネ を し て ) 日 本 酒 ! ほか に どん な も の 
が あり ます か ? ( 例 ) 酢 、 煎餅 、 餅 、 ビ ー フ ン な ど 。 


伝統 的 な 和食 は 、 
栄養 バラ ンス に 優れ 
た 健康 食 


eg 
テグ ピー の 日 

2019 ( 令 和 宛 ) 年 の ラグ ビー ワー ルド カッ プ 、 日 本 は 初 の 

ベス ト 8 入 り を 果たし 、 盛 り 上 が り ま し た ね ! 1823( 文 政 

6 ) 年 の 今日 、 イン グラ ンド の 学 

校 で フッ ト ボ ー ル の 試合 中 、 ルー 

ル 違 反し て 手 で ボー ル を 持ち 、 敵 


チー ム の ゴー ル に 突進 し た 生徒 が 
いま し た 。 これ が ラグ ビー の 発 符 
、 学 校 の 名 前 が 「 ラ グ ビ ー 校 」 


昨年 の 流行 語 大 賞 に 選ば れ 

Y た 、 ラ グ ビ ー 日 本 代表 チー 
ム の スロ ー ガ ン は 「 〇 〇 チー 
ム 」。 さ て 、 何 で し ょ うか ? 
答え は 「 ワ ンチ ー ム 」 です! 


田宮 二郎 の 誕生 日 
佑 人 ・ 田 宮 郎 は 、1995 ( 盆 和 10) 年 8 
月 25 日 生ま れ で 、 折 者 出身 。 大映 の 看板 
スタ ー に な っ た 後 、 テ レビ 番組 「 ク イズ タ 
イム ショ ッ ク 」 の 可 会 で 人 気 が 出 まし た が 、 
な ん と いっ て も 代表 作 は 「 白 い 革 谷 」。 こ 
の ドラ マ の 放映 中 に 自殺 で 亡くな り 、 大 き 
な 話題 と おり まし た 。 
人 で 田宮 雪が 演じ た 、 野 
心 家 で 冷 衝 な 医者 の 名 前 は 「OO 五 部 」。 
さて 、 何 で し ょ うか ? G 肝 意 @ 肝 剛 
⑬ 財 前 答え は ③。 財 前 五朗 で す 。 


ユー ス ホ ス テル の 日 


ユー ス ホ ス テル は 、 若 者 が 安く 安全 に 泊まれ る 宿泊 施設 
と し て 始ま り まし た 。 1909 (明治 42) 年 8 月 26 日 、 ド イツ 
人 の 教師 リヒ ャ ルト ・ シ ルマン が 生徒 と 徒歩 旅行 を し た 際 に 、 
学生 で も 安心 し て 使え る 宿泊 施設 を 思い つい た こと に 由来 し 
て いま す 。 現 在 、 世 界 中 に 約 3600、 日 本 に も 約 150 の ユー ス 
ホス テル が あり ます 。 

ユー ス ホ ス テル は 、 ア ッ ト ホ ー ム で 仲間 が で きやすい と 

聞き ます 。 泊 まっ た こと の ある 方 、 い らっし ゃ っ た ら 、 


最初 の ユー ス ホ ス テル 。1912( 大 
、 沈 ) 年 、 ド イツ の 古城 ・ ア ル テ 
ナ 拓 を 専用 の ユー ス ホ ステ ル と し 
て 設置 、 現 在 も 稼働 し て いる ( 写 


こま お 話 を うか が いた いで す 。 ご 
3 。 其 家族 の 経験 で も いい で す よ ! 


真 / 日 本 ユー ス ホ ス テル 協会 ) 


うえ C ら な を ち み 


植村 直己 犬 プ リ で 

グリ ー ン ラン ド 単 独 縦断 
登山 家 ・ 冒険 家 の 植村 直己 。 

五大 陸 高 族 の 登頂 を 成し遂げ 

た あと 、 グ リー ン ラ ンド で 犬 

ソリ の 技 を 習得 し まし た 。 1978 

( 陣 和 53) 年 4 月 29 日 に 人 類 

で 初め て 、 北 本 点 単独 犬 ソリ 

行 に 成功 。 さら に 8 月 22 日 

グリ ー ン ラン ド 3000 キロ の 

拉 所 を 遅 成 し まし た 。 
犬 ソ リ を 探る に は 腕 の カ が 

帳 大 事 で すね 。 今 日 は 、 腕 の 体 

操 を し て み ま し ょ う 。 両手 を グー 

に し て 、 ま っ すぐ 前 に 伸ばし て く 

だ さい 。 右左 、 両 腕 の 順に 、 豆 

の 上 まで ゆっ くり 上 げ て 下る し ま 

す 。 5 回 や り ます よ ! 


| TO 和 気 


G 。 - ち : ま 


「 処 」 の 文字 は 、 (つく え ) に 腰掛 け て いる 足 の 様子 を 


示し て いて 、 [落ち 着く 」 と いう 意味 が ある そう で す 。 媒 さ 
も 給 を 越し て 、 朝 タ に は 洲 し い 風 が 吹き 始め ます 。 
夏 の 終わ り は 、 財 さ が 一 段落 し て ホッ と する 反面 、 物 寂 
し い 感 じ ち も あり ます ね 。 子ども の ころ は 、 夏 休み が 終わ 
る の が 門 し か っ た も の で す 。 皆さん は 昔 、 ど ん な 夏休み を す 
ご し まし た か ? お ひと り ず つ お 願い し ます 。 


し ち じ 9 う に こう 


[ 七 十 二 候 ] 
費 相 開 ゎ た ok な し <os< 


夏 に 淡 い 黄色 の 花 を 咲か せる 綿 。 花 が し お れ た あと に ぶ く 
らん だ 実 が は じ け る ころ 。 は じ け だ 実 の 中 か ら 、 白く て ふわ 
ぶ わ の 綿花 が 顔 を 出し ます 。 
綿花 の ほか に 「 ふ くら ん で は じ け る も の 」 と いう と 、 ど 
ん な も の が ある で し ょ うか ? ポン ッ と 思い つい た 方 か 
ら どう ぞ 」 ( 例 ) ホウ セン カ 、 風 船 、 ポップ コー ン な ど 。 
マ 綿 の 実 。 明 治 時 代 ま で は 日 本 で も 盛ん に 栽培 され て いた 


今 ょ lo 日 7 


ダグ ラス ・ マ ッ カ ー サ ー で や た 
厚木 基地 到着 


1945( 時 和 20) 年 、 終戦 か ら 15 日 後 
の 8 月 30 日 、 連 合 国軍 最高 司令 官 ダ 
グラ ス ・ マ ッ カ ー サ ー が 厚木 基地 に 
到着 し まし た 。「 バ ター ン 号 」 か ら 
降り 立っ た マッ カー サー は 黒い サン グ 
ラス で 、 手 に は コー ン パ イブ 。 堂々 と 
タラ ッ プ を 下り る 姿 は 、 日 本 国民 
に 強 衝 な 印象 を 与え まし た 。 

マッ カー サー が 和幸 い た 組織 

が を 、 アル ファ ベッ ト 3 文 字 で 

何と いう で し ょ うか ? ①GHG 

@GPS @GNP 答え は ①。 

GHQ で す 。 


ee く と を か 


ニ 首 征 


「 立 書 」 か ら 210 日 め の 日 。 稲 衝 で 大 切な 時 期 に 、 よく 台 呈 
が 農家 する こと か ら 農 家 で は 居 日 と され て きま し た 。 風雨 の 
被害 か ら 農 作物 を 守る た め の 儀式 や 祭り が 名 地 で 行わ れ ます 。 

風 に まつ わる こと わざ 「 風 が 吹け ば OO 屋 が 僅か る 」、 
に # お け 
さて 、 何 屋 で し ょ うか ? ③ 解 屋 ④ 漆 屋 ③ 精 屋 答 
え は ③ の 補 屋 。 思い も よら な いと ころ に 影響 が 出る こと の た 
と え で す 。 


風祭 り に つい て 


。 風 を 句 め る た め の 折 鏡 を する 風祭 り 。 な か で も 有名 な 富山 
県 の 越 中 八 必 「 お わら 風 の 僧 」 は 、300 年 以上 の 歴史 を 持つ 
祭り で す 。 朝 演 の 音色 が 綿 く な か 「 超 中 お わら 節 」 に の っ て 、 
編み 笠 姿 の 男女 が 踊り 歩き ます 。 ※ 毎 年 9 月 1 日 3 晶 開催 。 


マ お わら 風 の 盆 。 稲 を 台風 の 被害 か ら 守り 、 了 作 を 願っ て 行わ れ て きた 
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山岡 久乃 と いえ ば 、 日 本 を 代表 す 
る お さん 女優 で すね 。 1926 ( 基 下 
15) 年 8 月 7 日 、 東 京 で 生ま れ まし た 。 

台 で 活躍 し た 復 、 数 多く の ホー ム ド 
ラマ に 出演 。「 あ り が と う 」 [三男 三 女 
多 一 匹 」 [渡る 世間 は 移 ば か り 」 な ど で 、 
お 茶 の 問 を 楽し ませ て くれ まし た 。 72 
歳 で 万 く な り まし た 。 

お 氏 さ ん 女優 と いえ ば 、 ほ か に 放 

認 が 思い 浮か び ま す か ? これ ま 
で に 見 た ドラ マ や 映画 で 「 お 母さん 役 
に び ぴったり ! 」 と 思っ た 女優 さん を 教 
えて くだ さい 。 


天地 始 鹿 て ん ちょ E ゅ て きゃ し 


8 月 も 未 に な り 、 う だ る よう な 量 さ も そろ そろ お し まい 。 
朝晩 は 涙し く な り 、 衝 雨 前 線 も 現れ る ころ で す 。 


押 


も うす ぐ 秋 、 と い 
うこ と で 「 秋 」 と 
いう 字 が 入っ て いる 言 
葉 を あげ て いつ て み ま ぁゃ 
し ょ う 。 脚 トレ し に チャ 
レン ジ ! ( 例 ) 殺 田 大: 


』 夏 か ら 秋 に か け て 開花 す 
る ワレ モコ ウ 。 源 氏 物 語 に 
も 登場 する 


暑い 日 が 続き 、 夏 バテ 気味 の 今 て そ 焼 き 肉 を ! と いう こ 
と で 、 全国 焼肉 協会 が 記念 日 に 制定 し まし た 。 日 付 は も ちろ 
ん 、8 (や ) き 29 (に く ) の 語 中 合わ せ か ら 。 長 生き の 人 は 、 
肉 を 多め に 食べ て いる と いう し 
デー タ も あり ます 。 
焼き 肉 を お いし く 食べ る 
誰 た め に 、 品 の 体操 ! 早 
言葉 「 あ ぶり カル ビ 」 を 3 
回 続け て 早く 言っ て み ま し ょ : パ 
う 。 で は 、 私 か ら ! 


ジュ ー ジ ュー 焼け る 音 と 香ばし い 
匂い が 食欲 を そそ る 焼き 肉 


y 79 ペ ー ジ に 掲載 され て いる 季節 の ちぎ り 絵 の 見 本 で す 。 
ぢ ざき り 絵 見 本 色 画 用 紙 や 色紙 、 和 紙 な ど 、 好 み の 紙 を ちぎ っ て 、 
見 本 を 参考 に し な が ら 自由 に 貼っ て み ま し ょ う 。 


80 ページ か ら 91 ペー ジ に 掲載 され て いる 
ぬり 絵 の 色 見 本 で す 。 
参考 に し な が ら 、 自由 に ぬっ て み ま し ょ う 。 


76 


p82 」 志 夕 飾 り 


p.76 の ちぎ り 絵 見 本 、p.76 一 78 の ぬり 絵 見 本 、p.80 一 91 の ぬり 絵 の 一 部 は 、 

レク リエ WEB サイ ト よ り ダ ウン ロー ド で きま す 。 

閲覧 に は パス ワー ド が 必要 で す 。 詳し く は 、p.110 を ご 覧 くだ さい 。 

p76 91 に 掲載 し て いる イラ スト は 、 個 人 また は 私 的 な 純 囲 内 で お 使い いた だ け ます 。 商 用 目的 で の 使用 、 お よび WEB サイ ト 等 へ の 使用 は で きま せん 。 


77 


p91 ぼ ほおずき ど 精霊 馬 


78 


A 財 ッ ー を 4) 月 較 ロ コー つじ レ S 陣 っ と 8 の っ 
起 洛 ぐ yQ*o 織 ) く て UKRK ーー ーー 


怪 較 ぐ く で KS 人 K 多 交 負 選 記 谷 会 多才 つき 人 愉 ) 写 品 S 尋 は つが 全会 の 
結 豆 医 / 常 を 会 宮 AN 悪 つ る 表 さ へ 公 。 守 *e る 軍 避 。 記 の 筐 幼 ち ゃ ? 


茸 叱 呈 多量 
79 し ルク リエ 2020 年 7・8 月 


( 介 美 し いぬ り 総 ) アザ ミ と ひま わり 


アザ ミ と ひま わり を 人 節 っ た 夏 の 花瓶 で す 。 ど ちら の 花 も 形 が 特徴 的 で 楽し い 
で すね 。 紫 と 黄色 の 組み 合わ せ も 、 魚 や か で 素敵 で す 。 


ルク リエ 2020 年 7・8 月 80 


( 金 党 つ る ら 恋 日 下 昌 下 へ 画 和 ロー つ し 人 地 っ て S や っ 


長 突 咽 格 符 下 マ 一 和 


0 避 の 突 る 中 よ 中 よ へ 心 天 較 S 旭 民 を 乱 旦 選 リ つつ リマ 上 KS 人 SQ 短め や ゃ ? 
生 せ 較 全 @ 誠 唱 会 玉 り 恒 上 短 称 党 会 や の の 会 ぐい お Q 記 9 つ 尺 ? 


81 ルク リエ 2020 年 7・8 月 


( 介 美 し いぬ り 絵 ) セタ 飾り 一 てく 


ぬり 絵 見 本 は 77 ペー ジ 


きま ざま な 願い や 祈り が 込め られ た 七夕 節 り 。 今 年 は 短 民 に どん な 事 を 書き 
た いで すか ? まっ すぐ 伸び た 笹 竹 に 願い を 天 ま で 届け て も らい まし ょ う 。 


し ルク リエ 2020 年 7・8 月 82 


( 飲 美しい ぬり 絵 ) ダ リア 


ぬり 絵 見 本 は 77 ペー ジ 
明る い 太 陽 の 下 で 色 鮮 や か に 咲く ダリ テア は 、 華やか で 存在 感 の ある 姿 を し て 
いま す 。 牡丹 に 似 て いる こと か ら 「 天 等 牡丹 ] と いう 和 名 が つい て いま す 。 


( 欠 美しい ぬり 絵 ) 夏 祭り 


ペー ジ 
7 油 8 月 に 日 本 の 各地 で 開催 され る 夏 祭 り は 夏 の 一 大 イベ ン ト 。 花火 大 会 
や 盆踊り 、 お @ 子 や 山車 な ど 、 地 域 ご と に 特徴 が ある の も 楽し いで すね 。 


マッ AN 田 コ ピー し て お 使い くだ さい 
( 金 美しい ぬり 総 ) 海 水浴 一 に て ぁ 人 いく だき 


海水 浴 へ や っ て きた 女の子 。 水着 や 帽子 、 党 き 輪 は 何 色 が いい で すか ? 夏 
の 日 差し に 負け な いく らい 元気 な 色 で ぬり まし ょ う 。 


85 ルク リエ 2020 年 7・8 月 


(人 党 つ 々 ん 々 = 府 ジジ hA と 一 和 ロコ ロー つ し じ 宙 下っ と ン や っ 


に たい ここ する この 


地 十 和夫 倒 宮 公 史 お て か へ て 記 長 選 つや" と ホー 革 回 過 弄 廿 混 球 
ずつ り ^ | 倫 | 演 人 SM 4 作況 赴 蜂 紐 呈 ウ つ で" 


ルク リエ 2020 年 7・8 月 86 


1 と 2 必 回 田 和 リー つじ 仙 世 っ て ン 0 っ 
( 介 水 つ る ろ 8 名 ) 逢 呈 一 ーー と S 寺 2 ぷら 


季 貢 全 つろ 窒 鞭 SG 1 nk" く 征 乱 やり ン 仁王 公司 窓 S | 症 め 窒 葵 ぐ 鞍 つ 
G10 も めも つね? 4 くく 0 くせ 選 さ 。 市 人 2 のせ ロー ジー 吐喝 和 洛 さと る が ポ 生 


87 し ルク リエ 2020 年 7・8 月 


( 金 ぬり 絵 カ レン ダー) 夏野 菜 


( 介 ぬり 総 カ レン ダー) 朝顔 


( 金 ぬり 総 カ レン ダー) ひま わり 
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9 
6 


年 月 日 名 前 


過 19180| 釣 
2 の 2 25| 89187 | 


( 多 あり 答 カ タレ ンダー) ほお すき と 打電 


一 コピ ー し て お 使い くだ さい 
解答 は 104 ペー ジ 


( 多 バ ズ ル で 脳 トレ 


同じ も の さがし 


見 本 と 同じ 絵 を A 一 D の 中 か ら 1 つ 見 つけ て 、 〇 で 囲ん で くだ さい 。 


ルク リエ 2020 年 7・8 月 92 


( 金 パズル で 脳 ト レ 弄 コ ビー し て お 使い くだ さい 


重なる 文字 は ? 


共通 の 文字 を も つ 、 タ テ ・ ヨ コ に 交差 し て いる 言葉 が あり ます 。 絵 を ヒン ト に 
重なっ て いる [に か な 1 文字 を 入れ て 、 2 つの 言葉 を 完成 させ まし ょ う 。 


田 コ ピー し て お 使い くだ さい 
解答 は 104 ペー ジ 


( 多 パズル で 脳 トレ 


夏 の 言葉 を 作ろ う 


夏 に ちな ん だ 俳句 や こと わざ が 並ん で いま す 。 リ スト か ら 言 葉 を 選ん で マス 
に 入れ 、 完 成 さ せ て くだ さい 。 


目 

に 

は 
選 


日 


WM 
4 


* で | | | 


dt さて で 滞 等 右 
い エ 応 遅滞 
キス 名 避 光 水 相 SF 滞 
時 S| | いと ン ロ ※ べ さ 漁 
受 S 導 入 み べ 


と “ 
と な 
6 ? 尽 5 
5 9 
# し 規 ョ イリ - 
ぁ 水 き 


ルク リエ 2020 年 7・8 月 94 


( 人 パズル で 脳 トレ 。 志和 


いく つ あ る か な ? 


トマ ト と な す が た くさ ん あり ます 。 そ れ ぞ れい くつ ある か 数 えま し ょ よう 。 


o 位 ト マト は 、 い くっ で すか ?| 個 | 
の な す は 、 い くつ で すか ? 


年 月 日 名 前 


95 ルク リエ 2020 年 7・8 月 


ー し て お 使い くだ さい 

答 は 104 ペー ジ 

例 の よう に 、 隣 に 並ん だ 言葉 の マス に は 同じ ひら が な が 入り ます 。 リ スト の 中 か 
ら 文 字 を 選ん で 言葉 を 完成 させ て くだ さい 。 


圏 コピ ー し て お 使い くだ さい 
解答 は 104 ペー ジ 


( 多 バ ズ ル で 脳 トレ 


台 計 は いく ぐら? 


お 友だち と お し ゃ べり し な が ら 喫 茶店 で ラン チ に し まし ょ う 。A さん と B さん の 
注文 し た も の は 、 合 計 す る と それ ぞ れ いく ら に な り ま すか 。 


マ 錠 


トー スト 250 円 


レッ の 
放 に 
[ 回 志 プリ ン 100 円 


ク グリー ムジ ツー 
円 


S ツク グ ス サ シド 円 


ナポリ タン ホッ ト ケ ー キ 円 


クリ ー ム ソー ダ 


年 月 日 名 前 
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「 金 パズル で 脳 ト レ 硬 コ ピー し て お 使い くだ さい 


解答 は 104 ペー ジ 


物 の 名 前 は ? 


台所 に ある 物 を 絵 と 文字 で 表し て いま す 。 ど ん な 品物 が ある で し ょ う ? 下 
の マス を ヒン ト に 名 前 を 書き 出し て くだ さい 。 


1000 - szas 


9| れ | い | | に | た | | | 
OENE 回 還 ) 画 還 | 還 
@| |a| 9[ ほ | | | 

_ 夫 紀 目 


年 名 前 
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( 多 パズル で 脳 トレ 還 コ ピー し て お 使い くだ さい 


解答 は 105 ペー ジ 


まち が いさ が し - も タ 古 - 


お 父さん と 一 緒 に 七夕 の 笹 を 飾り まし ょ う 。 右 の 絵 は 左 の 絵 と ちがう と ころ が 全部 
で 6 つ あ り ま す 。 見 つけ た ら 〇 で 囲ん な で くだ さい 。 


ヲ 0 


Co】 
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( 多 バズ ル で 脳 トレ 


コピ 
は 105 ペー ジ 
いい 】 いい _ 
まち が いさ が し - =ewmmggm- 
お じい さん 自慢 の 五 右 衛門 風呂 は と に か く 熱かっ た 。 下 の 絵 は 上 の 絵 と ちがう と 
ころ が 全部 で 7 つ あ り ま す 。 見 つけ た ら 〇 で 囲ん で くだ さい 。 


NN 


N 


トペ 


い 
、 を 


ー キー 
5 づつ 
トト 
し いた で ーー へ 、 
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っ | 放 
上 人 
8 1 重 
%s 曜 
| き 届 を 
則 性 委 
画 

加 き 
| 

つま 5 

と 

ク の ら 

ョ 8 
選 

し A 
ュ っ | 凛 
| の 
斉 | を \ 
+ に 
pl ミ 
いさ 
IO : 
代 巡 
填 
<|16 き $ 
念 谷 
い 電 、 


部 で 8 つ あ り ま す 。 見 つけ た 


名 前 


日 


年 月 
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( 多 パズル で 脳 トレ 


さがし 絵 - り oMW 編 一 


夏 祭り の 屋台 で は 、 お 父さん が 射 的 に 夢中 で す 。 お 父さん 、 が ん ば っ て ! 下 の 
絵 の 中 か ら 、「 さ が す も の 」 と 同じ 絵 を 見 つけ て 、 〇 で 囲み まし ょ う 。 


さがす も の 


人 ウン 
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(wo ) [天守 人 紅 @th」 wc 一 還 ーー と 3 


貢 公 つる 韻 交 ・ 守 喘ぐ 禄 寺 移 況 入選 守 つじ る 8 つき 人 愉 " 人 下 人 6 層 湊 人 宮 鹿 
G 「 記 豆 愛 ぐ 由 」 や も“ 


寺 せ 翌 で 叩 巴 條 で 


で シン 閉局 で 付 躍 ロ 


一 つの や ン う と リリ 人 P 


で 明る つや め 生 交信 で で 


異 ④ る 心 由 壌 記し 呈 る 調 公 垢 @ せ めく 守 間 つや 心 全 有り S 間 
費 寺 9 吉 せ 志和 拒 座 避 に や O 思 硬 休 野人 竹 てく 代 る 会 や し る いさ 
SR 括る 選 し "敵性 銀座 和 htQ [Au を 」 ざ お 地 も 首 全 人 綴 つ 


うそ 軸 ぐ りり 4J” 問 選 8 く 計 選 還 @ 守 層 宮 る 園 じ 拒 0 り ず 補 総 選 己 時 
ぐ 症 WSjK 夫 名 陣 じろう" 症 統 革 困 医 哨 | 霞 し ” 何 革 公知 6 民 拒 り 
丸 時 困 下記 ぐ 悪 只 室 り ぐ 本 常 @ 革 4T 人 りう 応じ ろ 生 " 
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同じ も の さがし (p.92) 


人 (スル で 入 ト レッ 


星 の 数 で パズル の 難易 度 を 表し て いま す 。 
CSEC や さ し い 

ei ふつ う 

ーー むず か し い 


夏 の 言葉 を 作ろ う (p.94) 


朝 || タ | 胡 | B 科 | 抽 
顔 | | 立 | | 風 | は で | 草 
に は 入間 は ゃ や 
釣 見 上 | 業 | 入 答 
瓶 の の g。 導 
と 間 百 mu も 
5 生 覆 ほ は が 
飛 と の 基 
て 2 が と 表 の 
も 玉 き \ 跡 。 : 
ら く す 1 
い す 初 
未 回 CEFgrY9 : 


重なる 文字 は ? (p.93) 


@e せ 。  @ う 
み | ず き ぎ へ | ち | ま 
わ 
@ す @ ぁ ゆ 
た ら | い か 
か 7 さ 
@ ひ (c】 あ 
ま さ 
。 間 ひ 疾 さ 
ふう | り | ん お 


いく つ あ る か な ? (p.95) 


@ @ の 
店 地 寺 売 攻 較 人 避 能 茎 も 
ん | | ん し | し | 引っ | | っ ま | | ま 
べ ぶ | ぼ ほこ 招 らら あび ひ う 
ん | | ん し | | し | 少 っ | っ ま | | ま 

CrFmr 


の ” な す は 


oO トマ ト は 9 価 


6 個 


難 晃 度 … 太 燈 


物 の 名 前 は ? (p.98) 


OBITE3E】E KEI 


り 加 還 EYKJ【E3IRJEGENP 


ea 


EiE3RJIEEIEP3E 


| 


トー スト 


250 円 | ミッ クス サン ド 300 円 


ナポリ タン 


300 円 | ホッ ト ケ ー キ 150 円 


クリ ー ム ソー ダ 


200 円 | プリ ン 100 円 


200 円 200 円 


雌 易 度 … 大 文 


92 一 102 ペー ジ に 掲載 され て いる パズル は 、 個 人 また は 法人 ・ 団 体 が 私 的 な 印 弄 内 で 使用 で きま す 。 商 用 目的 で の 使用 、 お よび WEB サイ ト 等 へ の 使用 は で きま せん 。 1 04 


まち が いさ が し 
ー 五 右 衛門 風呂 編 一 (p.100) 


まち が いさ が し 
ー 夏 の 午後 編 一 (p.101) 


3 還 【e】 oO 
Tr 朝 ーー と 
還 串 八 己 ! | ' 量 ! み ル | 、、 
2 | ミ スス 
ーー 了 
Jas 二 a 且 還 - コ か た ノレ ルル 年 
理学 棒 法 土 が 監修 し た 認知 症 に 役立つ バズ ル ? 5 ら の 誌 め 
ンコ 馬 : 川 習 。 ・ 角 ピコ 
国 困 敗 到 台大 穫 : 3《| ご と 
1 び 門 
誰 で も 、 楽 し く : で 誌 
線 返 し 取り 組め ます ! @ 内 き 物 : 朋 に 人 
両 齢 者 で も 持ち や すい 5 : 活 ャ 
木 投 ピー ス で す ! の た ガ イド ( い 人]| ・ 人 独 で 大 下 の 可 パパ ズル 。 計算 性 レ | 下 頭 に な い 細 き は 
・ 不要 で どなた で も 楽し め ま す 。 こ 
RE 2h 。 ・ 信昌 二条 499 円 和 せ ジ ES 
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すぐ に 作れ る 


Oo 中 ーー ご この コピ ー 型 紙 の マー ク が つ 
] ーー ip.000 : いて いる 制作 物 の 型紙 で す 。 
』 “X%… コピ ー し て ご 利用 くだ さい 。 


p.106 109 の 型紙 は 、 レ クリ エ WEB サイ ト よ り ダ ウン ロー ド で きま す 。 
閲覧 に は パス ワー ド が 必要 で す 。 詳 し く は 、p.110 を ご 覧 くだ さい 。 


p.4 高原 に 咲く ユリ 
垣 
ユリ は 100% コ ピー が 作品 実 
あさ が お の ユリ 寸 で す 。 ほか は 壁面 に 合わ せ 、 
つる 好き な 大 き さ に コピ ー し て お 
使い くだ さい 。 


/\ A 
人 バ A 
リ 


ペー 抵 の 折り 目 を -ーーーー に 当て て 切る 


100% コ ピー が 作品 実 す で す 。 


p.6 今月 の カレ ンダ ー 


あさ が お の 葉 


RE 
ヽ 
ヽ 
NN 


1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
ヽ 1 
あさ が お の 花 、 
1 
「 
1 
1 
1 


I 
/ 1 
人 Ns 、 
! 紙 二 ヽ 1 (白い お り が み 用 ) ^、 
1 の つ ヽ 1 電 
1 折 折 wi ヽ 
1 KN ヽ 
ほし ! いい 、! 3 回 折っ た へ 、 
提 あさ が お の 在り 928 
に ( 色 の お り が み 用 ) ( 右 も 同様 ) 
I 
1 
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100% コ ピー が 作品 実 す で す 。 P-7 今月 の カレ ンダ ー (続き ) 


(③) 上 を 細く 半分 に 折る 。 (② 下 を 三 つ 折 り に する 。  (① 千代 紙 に 、 図 の 位置 で 4 本 
切り 込み を 入れ る 。 


で き あ が り ④ を 折っ た と ころ 。  (④ ③ で 折っ た と ころ を 信 め 下 に 折っ て 、 補 を 
作る 。 また 、 左右 の そ で も 半分 に 折る 。 


NN こき [NH こ 革 S せ きき 】 一 


P.8 七夕 の 壁 飾 り 


天の川 


織り 姫 と 彦星 は 100% コ ピー 
が 作品 実寸 で す 。 天 の 川 は 
200% に コピ ー す る と 作品 実 
寸 に を なり ます 。 


織り 姫 
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ヽ 半分 に 折っ た 紙 の 折り 目 を 
ーーー ムー に 当て て 切る 


ヨッ ト 


Pp.10 カモ メ の 吊る し 飾り 


100% コ ピー が 作品 実 す で す 。 


具 浮き 輪 と 


浮き 輸 の 模様 


/ 
半分 に 折っ た 紙 の ′ |! 
折り 目 を 
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し グリ 工 バッ ク ナ ン バー 販売 店 


100% コ ピー が 作品 実 寺 で す 。 


台紙 


P.-12 ひま わり の フォ ト フ レー ム 


レク リエ は 全国 の 書店 で お 求め いた だ け ま す 。 下記 の 書店 で 常時 
パッ ク ナ ン パー を 販売 し て お り ます 。 (2020 年 5 月 14 日 現在 ) 
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三 衆 市 。 知 郊 堂 三 p 店 
紀伊 還 屋 書店 札 相 本店 長岡 市 戸田 書店 長岡 店 
コー チャ ン フ ォ ー 新川 正 り 店 富山 市 ” BOOKS な か だ 拘 尾 本 店 電 W 書 部 | 
コー チャ ン フ ォ ー ミュ ン ヘ ン 大 構 店 文苑 堂 書店 富山 電 田 店 
コー チャ ン フ ォ ー 美しが丘 店 高岡 市 富久 屋 書店 高岡 店 
MARUZEN を ジュンク 党 書 店 札幌 店 文苑 堂 書店 福田 本 店 全文 社 ポー ト プ ラ ザ 店 
加川 市 コー チャ ン フ ォ ー 旭川 店 金 沢 市 。 例 沢 ピー ンズ 明文 党 書 店 文 社 コア 福山 本 店 
小 欄 市 。 軍 久 書店 小 店 か ほ く 市 BOOKS な か だ か ほ く 店 フタ パ 国 書 TERA 広 島 府 中 店 
拓 広 市 田 福 広 店 還 内 市 ” ジュ ンク 受 嬉 同人 甲府 店 本 | MEGA 大 内 店 
画 通 市 EL 中 央 市 戸田 書店 山梨 中 央 店 山 属 野 田 市 明 屋 書店 厚 店 
秋田 県 秋田 市 ジュ ンク 堂 書店 秋田 店 長野 市 平安 堂 長野 店 下関 市 くま ざわ 店 下関 店 
青森 県 青森 市 成田 本 店 サン ロー ド 店 上 田 市 平安 堂 上 田 し お だ 野 店 明 屋 書店 AEGA 新下関 店 
岩手 県 盛岡 市 "ジュ ンク 堂 莉 店 万 岡 店 栓 本 市 。 宮 認 書店 松本 店 高松 市 
MORIOKA TSUTAYA 紅 阜 市 自由 書房 EX 高 最 屋 店 
還 城 県 仙台 市 紀伊 剛 屋 書店 仙台 店 大 二 市 ” 穴 久 屋 書店 大 二 店 
山形 県 山形 市 戸田 書店 山形 店 静岡 市 戸田 書店 静岡 本 店 
東田 川 好 戸田 書店 三川 店 戸田 書店 江尻 台 店 
栃木 県 宇都 宮 市 穴 久 屋 書店 宇都 宮 店 血 田 市 。 谷 島屋 らら ぼ ー と 血 田 店 例 高 堂 朝 六 ブッ クセ ンタ ー 
茨城 県 つく ば 市 ACADEMIA イー アス つく ば 店 合 島 屋 血 田 店 ジュ ング 堂 書 店 松山 店 
詳 馬 県 高 具 市 戸田 書店 高 店 演 松 市 。 谷 島 三 浜松 本 店 
太田 市 。 章 久 屋 書 店 太田 店 計 市 戸田 書店 剖 東 店 
埼玉 県 さい た ま 市 紀伊 農 屋 書店 浦和 パル コ 店 富士 宮 市 戸田 書店 富士 宮 店 
三省 党 書 店 大 宮 店 名 古屋 市 未来 屋 書 店 ナゴヤ ドー ム 前 店 
ジュ ング ク 党 店 大 宮 高 人 司 店 丸善 名 古屋 本 店 
旭屋 書店 イオ ン モ ー ル 浦和 美 同店 TSUTAYA バロー 戸田 店 
BookDepot 書 楽 ーー 宮 市 。 宮 胸 書店 尾西 店 
熊谷 市 戸田 書店 熊谷 店 全日 井 市 TSUTAYA 同日 井 店 
富士 見 市 リプ ブロ ららぽ ぼ ー と 富士 見 店 灘 戸 市 ” TSUTAYA 沿 戸 店 
千葉 県 。 析 市 KaBoS らら ぽ ー と 柏の葉 店 嘩 村 市 精 文通 書店 豊橋 本 店 
Eh5 市 。 憲久 屋 書 店 千葉 ニュ ー タ ウン 店 大 雪 市 大生 書 店 フォ レオ 大 当 一 里山 店 
流山 市 紀伊 剛 屋 書店 流山 お お た か の 茶店 | 草津 市 。 癌 久屋 書店 草津 店 
習志野 市 丸善 津田 治 店 京都 市 ” ア パンティ ブッ クセ ンタ ー 京都 店 
東京 都 新宿 区 紀伊 屋 書 店 新宿 本 店 大 量 店 イオ ン モ ー ル KYOTO 店 
大 田 区 有 隊 堂 プラ ン デュ オ 次 田 店 大 販 市 。 富久 屋 書店 阿倍 野 店 ジュ ンク 堂 書 店 福岡 店 
渋谷 区 MARUZEN& ジ ュ ン グ 堂 加 店 菩 店 紀伊 天 屋 書店 梅田 本 店 ブッ クセ ン ター クエ スト 小倉 本 店 
MARUZEN& を ジュ ング 受 春 店 梅田 店 喜久 屋 書店 小食 店 
茨 林 市 ハイ パー プッ クス 共 木 店 BOOKS あん と く みず ま 店 
ジュ ンク 堂 書 店 池袋 本 店 守口 市 未来 屋 書 店 イオ ン 大 日 店 紀伊 剛 屋 書店 久留 米 店 
多摩 市 。 丸 千 多摩 セン ター 店 神戸 市 ” ジュ ング 人 堂 書店 三宮 店 紫 野市 臣 屋 書店 イオ ン モ ー ル 筑紫 野 
八王子 市 くま ざわ 書店 八王子 店 富屋 店 須 屋 パテ ィ オ 店 余市 
有 陸 堂 セレ オ 八王子 店 富久 屋 書 店 神戸 学 男 才 市 店 長 綺 
起 基 野市 ジュ ンク 人 堂 書 店 吉祥 寺 店 洲本 市 宮 結 書店 洲本 店 熊本 市 
町 田 市 久美 堂 小田 急 店 生 和 市 。 功 林 堂 書店 生生 店 宇 織 市 小川 町 
提 奈 川上 横浜 市  ACADEMIA 港北 店 大 和 吉 市 富久 屋 書店 大 和孝 山 店 記 基 市 。 玉屋 書 店 宮 央 高 千 和 通り 
有 陸 堂 横浜 駅 西 ロジ ョ イナ ス 店 和歌山 市 TSUTAYA WAY ガー デン パー ク 和 和歌 山 店 孝 域 市 ” 田中 春 店 イオ ン モ ー ル 都城 駅 前 店 
八 恒 州 プッ クセ ンタ ー 京 軸 計上 大 店 島 取 市 今井 書店 吉成 店 廊 喝 島 市 紀伊 剛 屋 書店 鹿児島 店 
紀 頒 屋 書店 栓 店 今井 書店 光山 店 ジュ ンク 堂 書 店 放 旧 店 
厚木 市 。 有隣堂 厚木 店 倉吉 市 今井 春 店 パー プル タウ ン 店 ブッ クス ミス ミオ プシ ア 
くま ざわ 書店 本 厚木 店 米子 市 今井 書店 負 町 店 区 麻 川内 市 フッ キー 明 屋 書店 川内 店 
伊勢 原市 久美 堂 伊勢 原 店 本 の 学校 今井 ブッ クセ ンタ ー 許 屋 市 くま ざわ 書店 鹿屋 店 
川 箇 市 。 有 際 党 アト レ 川 店 松江 市 今 電 店 グル ー プ セン ター 店 著 王 市 ” ジュ ンク 党 旭 店 
丸 葵 ラゾーナ 川 簡 店 今井 書店 学園 通り 店 宣 時 基 市 宮 放 書店 大 山 店 
相模 原市 ACADEMIA くま ざわ 書店 橋本 店 出 寺 市 今井 書店 出雲 店 豊見城 市 戸田 書店 豊見城 店 
醒 沢 市 ” ジュ ンク 党 店 本 店 周山 市 百 社 同 山 本 店 
有 陸 堂 世 店 富 協 書店 岡山 本 店 
新潟 県 新潟 市 くま ざわ 書店 新潟 デッキ ィ 店 意 数 市 富久 屋 書店 薦 敷 店 
ジュ ンク 党 店 新 当店 
戸田 書店 新 当 南 店 
小生 谷 市 憲 書店 小千谷 店 


次 号 予告 


お 月 見 、 コ 2 モス な ど 秋 に ぴっ た り の 制作 アイ デア 
腕 を し っ か り 動か す サレ クリ エー ショ ン 
コミ ュ ニ ケー ショ ン を 楽し お 脳 トレ レク 


ほか 現場 で すぐ に 役立つ 情報 が 洒 載 ! 


2020 年 8 月 1 日 ( 土 ) 発売 で す ! 


上 記 内 容 は 予告 な く 変更 され る 場合 が あり ます 


【 個 人 情報 の 取り 授 い に つい て ]】 


いた し ます 。 


1. 個 人 情報 の 利用 上 的 

取得 する 個人 情報 の 利用 目的 は 次 の 通り で す 。 
(1) ア ン ケー ト の 実施 お よび アンケート 分 析 
(② ご 当 肖 泊 品 の お 届け 
(3 年間 購読 者 へ の 本 誌 お よび 特典 の ご 送付 
(者 岳人 画 よ び 家用 記 人 品 の お 国 り 
<43 ペ ー ジ > 


2. 個 人 情報 の 保管 お よび 廃業 
ご 提供 いた だ いた 個人 情報 は 、 当 社 が 貢 任 を 持っ て 
管理 いた し ます 。 


3 個人 情報 の 提供 

ご 提供 いた だ いた 個人 情報 を 、 当 社 の 客 等 に 提供 
する 場合 が あり ます 。 提 供する 際 に は 、 氏 名 、 連 絡 先 、 住 
所 等 の ご 本 人 が 特定 され る 項目 を 削除 し た 上 で 、 そ の 他 
の 情報 を 統計 資料 と し て 加工 し 提供 し ます 。 


で 当社 の 名 称 > 株 式 会 社 世界 文化 ライ フケ ア 


株 式 会 社 世界 文化 ライ フケ ア (以下 、 当 社 ) は 、 個 人 情報 の 重要 性 を 認識 し 、 保 護 の 莉 底 に 旭 め て お り ま す 。 皆 様 か ら 
取得 する 個人 情報 の 取り 扱い は 下記 の 通り と いた し ます の で 、 あ ら か じ め ご 同 章 の 上 で ご 提供 いた だ きま す よ うお 願い 


4. 個 人 情報 取り 扱い の 委託 

ご 提供 いた だ いた 個人 情報 に つい て 、 利 用 目的 の 連 
成 に 必要 な 革 囲 内 に お い - に 取り 提 い を 委託 
する 場合 が あり ます 。 そ の 際 に は 、 休 人 情報 保護 体制 が 
整備 され た 委託 先 を 選定 する と と も に 、 信 人 情報 保護 
に 関す る 契約 を 科 若い た し ます 。 


5. 個 人 情報 の 安全 管理 
個人 情報 の 混 等 が 発生 し な いよ う 、 適 切 に 安全 息 
理 対策 を 実施 し ます 。 


6. 個 人 情報 の 開示 圭 の 受付 ・ 窟 品 

ご 提供 い : た 個人 情報 に つい て は 、 利 用 目的 の 
通知 、 訂 正 ・ 追 加 又は 削 際 、 利 用 又は 提供 の 俸 止 の 求 
め に 応じ ます 。 

お 申し 出 の 方 法 は 
htps://Wwwseksburka comVprvacy/suppo 
を ご 参照 くだ さい 。 な お 、 こ の 方 法 に よら な いね お 求め に は 
応じ られ な い 場 合 が あり ます の で ご 了 随 くだ さい 。 


で 当社 の 個人 情報 保護 方 針 > httpe://www.sekaibunka.com/privaoy/ を ご 覧 くだ さい 
で 個人 情報 保護 管理 責任 者 お よび 連絡 先 > 情報 管理 部 長 privacyesekaibunkacoJjp 


別 同 家 庭 画 報 レフ リエ 2020 7・8 月 


発行 人 石垣 今日 子 

福 集 人 武林 陽子 

発行 株 式 会 社 世界 文化 ライ フケ ア 
発行 ・ 発 売 株 式 会 社 世界 文化 社 


〒102-8187 東京 都 千 代田 区 九段 北 4-2-29 
電話 編集 部 03-3262-3913 (広告 に 関す る お 問い 合わ せ も こち ら へ ) 


販売 部 03-3262-5115 


印刷 ・ 製 本 図書 印刷 株 式 会 社 


表紙 イラ スト 月 下京 子 


表紙 デザ イン 村 沢 尚美 (NAOMI DESIGN AGENCY) 
本 文 デ ザイ ン 宮 時 恭子 (NAOMI DESIGN AGENCY) 


可 野 佑 佳 


バズ ル 制 作 。 星 けい 子 


パズル イラ スト ( 資 ) イ ラス トメ ー カ ー ズ 杉原 知子 た むら か ずみ 


レク リエ を 購入 され た 方 
こけ の 特典 で す ! 


レク リエ WEB サ イト ょ り 
ダウ ン ロ ー ド cs*i 


P.76 一 78 の ぬり 絵 見 本 と 、 p.79 一 91 の ぬり 
絵 の 一 部 、 D.106 一 109 の 型紙 は 、 レク リエ の 
WEB サ イト より ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 

※ ダ ウン ロー ド 期 間 は 、 発売 日 か ら 1 年 間 で す 。 

レク リエ WEB サ イト https://recrea.jp/ に 
アク セス し 、 トッ プペ ー ジ 右上 の 「 レ クリ エ 
と は ?」 を フリ ッ ク 。「 レ クリエ 7・8 月 号 ] を 
選択 し 、 各 書店 の 購入 ボタ ン 下 に ある 「 ぬ 
り 絵 型紙 プ ヴ ウ ン ロ ー ド 」 の パス ワー ド 入 力 
欄 に 、 下記 パス ワー ド を 入力 し て 「 グ ウン 
ロー ド す る 」 を フリ ッ ク し て くだ さい 。 


ダウ ン ロ ー ド ペー ジ 


https://recrea.jp/magazines/ 
11947 


7・8 月 の パス ワー ド 
V3zsnf 


マレ クリ エ WEB サ イト 
回 結 回 最新 記事 や 


編集 部 か ら の お 知ら せ は 
9 人 


こち ら 


(C LINE ) (Twitter ) 
@recrea @recrea_jp 


@recrea.jp 


ぬり 絵 イラ スト 杉原 知子 高橋 美紀 牧野 恵子 りゅう 


0 aaas 
ャ シー レッ ジリ ング (中 3 yTTeP 

フロ ン テ ア 08 ロ 半 了 宮田 麻 有 子 山本 挫 美 年 間 購 読 の お 問い 合わ せ 

投 株 式 会社 明生 費 世 界 文化 社 読者 セン ター 

広告 堀田 めぐ み 0120-35-4007 

企画 編集 小倉 良 江 中 田 搭 香 ( 土 * 日 祝日 を 除く 10:00 一 17:00) 


0120-03-2750 (24 時 間 受 付 ) 


JASRAC 出 2004043-001 ウラ 
國 support@sekaibunka.co.jp 


無断 転載 ・ 複 写 を 禁じ ます 。 定価 は 裏表 紙 に 表示 し て あり ます 。 落丁 乱丁 の ある 場合 は お 取り 替え いた し ます 。 
GSekalbunka Liie Care.2020.Prnted in Japan 

本 誌 編 集 ペー ジ に 掲載 され て いる 商品 な どの 価格 は 、 原 則 と し て 本 体 価格 で あり 、2020 年 5 月 14 日 現在 の も の で す 。 税込 価格 は 消費 税 を 本 体 価格 に 加算 し た 金額 と を り ます 。 本体 価格 や 店 舗 情 
報 や 商品 の 入荷 な ど は 語 事情 に より 変更 され る こと が あり ます 。 また 、 掲 載 し た 写真 の 色 や 素材 苔 が 、 実 際 の 商品 と 若干 異な る 場合 が あり ます 。 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
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脳 トレ ・ 介 護 予防 に 役立つ 


パズル や まち が いさ が し な ど 、 
さま さま な 脳 トレ 問題 は 、 
^ お むず か し すぎ な い " か ら 
脳 の 活性 化 に 効果 的 。 
る らく らく パズル シリ ー ズ 
@ ま ちがい さがし シリ ー ズ 
@ い きい き パ ズル シリ ー ズ 
@ さ が し 絵 パ ズ 


まち が いさ が し 昭和 の 思い 出 編 
定価 :| 本 体 1.000 四 |+ 科 


・ 還 ト し ・ 人 下さ つこ 


や さ し い め ぬり 絵 


を et 到 を お る 和 を 


花 、 風物 詩 な どの 
人 気 の モ チー フ で 、 線 が 太く 、 

は っ きり と わか りや すい 絵柄 。 
ぬる こと で 達成 感 が 得 られ ます 。 
@ 美 し いぬ り 絵 シリ ー ズ 5 冊 
やさしい ぬり 絵 シ リー ズ 11 穫 


や さ し い ぬり 絵 装 か ら 夏 を 彩る 花 編 
定価 :| 本 体 1.000 還 |+ 科 


お 近く の 書店 また は ネッ ト 書 店 、WEB サ イト 「 ワ ンダー ショ ッ ピ ング 」 に て お 求め くだ さい 


レフ リエ ーション ・ 介 護 の 
情報 を お 届け し ます ! 


お 申し 


2 の 月 1 日 和 行 定 
_4 月 1 日 刊行 予定 


年 間 一 括 払い 13.930 円 @ 
毎号 払い (クレ ジッ ト 払 い の み ) ・ 1.990 円 申込) を 刊行 号 こ と に お 支払 い 
送料 は 無料 で す 。 毎号 払い は プレ ゼン トキ ャ ン ペ ー ン 対 依 外 で す 。 


レク リエ は 年 7 回 刊行 し ます 。 各行 予 定 は 以下 の と お り で す 。 


[9・1o 月 | | [ 特 呈 | [it:12 朋 | | [1-2 月 | | [3-4 月 | | [5:6 月 | | [ 7?-g 月 
8 月 1 日 | 10 月 1 日 10 月 1 日 | 12 月 1 日 | 2 月 1 日 | 4 月 1 日 | 6 月 1 日 
刊行 予定 同時 刊行 所 定 刊行 定 刊行 予 定 刊行 予定 刑 行 予定 
年 間 購読 お 申し 込み 方 法 


お 電話 で 還 q0120-35-4007 日 ・ 和 を 藤 く 10:00~17.00) 
郵送 で 本誌 の と じ 込 み ハ ガキ を 郵送 し て くだ さい 。 
FAX で 『FA 0120-03-2750 (24 叶 間 受 付 ) 8 ロ | 


年 間 購 読 を 


5-bI で https://recrea.jp/ wegwxze | 
こち ら か ら 
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今治 ボケ ッ ト た お る 

シン プル で 使い や すい 日 本 製 の 今 
治 タ オル で す 。 衰 面 パ バイ ル 仕 上 げ の 
綿 100% な の で 、 吸水 力 が 高く し っ 
か り と 水分 を 吸収 し ます 。 半分 に 
折っ て ポケ ッ ト や 小さ な バッ グ に 入れ 
て も か さば ら な い 便利 な サイ ズ 。 


2020 年 7 月 31 日 (弊社 必着 ) 


プレ ゼン ト は お 申し 込み なら 1 が 月 後 の 発 送 を 予 
定 し て いま す 。 プレ ゼン ト 内 容 は 変更 に な る 場合 
が あり ます 。 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


pr2 策 イズ : 和 125mmx245mW 


お 支払 い 方 法 


1 郵便 振込 、 コン ビニ 振込 に よる お 支払 い 
団 社 か ら 振込 用 紙 を 郵送 いた し ます の で 、 郵 便 局 ま た は コン ビニ エン スス ト 
ア で ご 入金 を お 願い し ます 。 振 込 用 紙 は 商品 と は 別送 に な り ま す 。 


2. ク レジ ッ ト カ ー ド に よる お 支払 い 

ご 利用 いた だ ける クレ ジッ トカ ー ド は 、 JCB、 DC、 UC、 VISA、 マス ター、 
ニコ ス 、 ダ イナ ー ス 、 ア メッ クス 、MUFG、 オ リコ 、 セ ゾン で す 。「 年 間 一 括 払 い 」 
と 「 毎 号 払い ] の いずれ か を お 選び くだ さい 。「 毎 号 払い ] を お 選び の 場合 、 一 
括 の お 支払 いで は あり ませ ん 。 中 止 の お 手続 き を され る まで 、 毎号 お 届け し 
ます 。 代金 は 毎月 クレ ジッ ト 決 済 さ れ ま す 。 代金 は 各 カ ー ド 会 員 規 約 に 基 づ 
き 、 ご 指定 の 口座 か ら 自 動 引き 落と し と な り ま す 。 お 引き 落と し 日 等 の 詳細 
は カー ド 会 社 様 に ご 確認 くだ さい 。 

で ご 昌江 に 関す る ご 注意 > 

@ 陣 始 号 に つい て お 申し 込み 用 抵 の 到着 が ご 随 放 開始 号 発売 日 の 2 週間 前 を 切り ます と 、 功 回 の お 
届け が 寺 店 発売 日 以降 と な る 場合 が ご ざい ます 。 ご 5 どの 理由 に よる 期間 変更 は お 受け で き 
ませ ん の で 、 よく お 確か めのう え お 申し 込み く 砕 的 に つい て 原型 と し て 、 年 間 購 計 
の 途中 首 約 は お 受け で きま せん の で こ 了 承 く だ に つい て お 届け 先 が 特定 で き な い と 配 
送 さ れ な い 場合 が ござ いま す の で 、 着物 名 ・ 衝 屋 和 号 ・「 棟方] など の 詳細 を ご 記入 の うえ 、 お 申 


し 込み くだ さい 、 
議 お客様 の 個人 情 吉 は 、 法 会 に 友 づ き 難 重 に 各 管 ・ 下 理 し 問 切 に お 取り 現 い し 、 逢 王者 に 多 全 す る ご 


と は あり ませ ん 。 
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カエ デ の 森 で 生ま れ た ビュ ア な お いし る を 、 さ ら さ ら 
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